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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　ＣＵＴＥＧ







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







▼〈魔女〉【ゲーム開始24時間前】

▼愛葉レナ【ゲーム開始３時間前】

▽１日目 11:10

▼刀堂茜【ゲーム開始３時間前】

▽１日目 12:15

▼此花サクヤ【ゲーム開始３時間前】

▽１日目 13:40

▼蓮杖アキラ【ゲーム開始３時間前】

▽１日目 15:30

▼春風いのり【ゲーム開始３時間前】

▽１日目 16:40

▼花霞ハナ【ゲーム開始３時間前】

▽１日目 19:00

▼〈魔女〉【ゲーム開始１時間前】

▽１日目 23:50

▽２日目 00:07

▽２日目 09:30

▽２日目 12:25

▽３日目 00:10




　あとがき
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　▼〈魔ま女じよ〉【ゲーム開始24時間前】







　世界の命運を賭かけたその戦いは、わずか三秒で決着した。

　赤い水たまりには歪いびつな塊かたまりがひとつ横たわっている。

　人間には不可能なほどの力で握にぎり潰つぶされたそれが、かつては「魔ま法ほう少女」と呼ばれる存在であったことなど、誰だれの目にも判別できないだろう。

　世界は終わる。平和だった日常は今日を境に崩ほう壊かいするのだ。

　わかっていても心にはさざ波ひとつ立たなかった。

　打うち砕くだかれた自分の心に映るのは、色あせた世界ばかり。

　彼女はもういない。

　世界は輝かがやきを失ってしまったのだ。

　首を振ふって歩き出す。その目の前に一いつ匹ぴきの妖よう精せいが出現した。

「状じよう況きようを確認しましたなのです。起動条件に従い臨時プロトコルを発動するのです。コードネーム『アリス・イン・ナイトスフィア』。貴女あなたが魔女なのです」

　にこりとした笑顔で告げると、いきなり口元が真横に引ひき裂さかれた。頰ほおの肉を引きちぎって不ふ揃ぞろいの牙きばが現れる。邪じや悪あくな雰ふん囲い気きをまとった、醜しゆう悪あくで歪ゆがんだ笑みだった。

「クカカカッ！　やっちまったなあ。はじまるぜ。あのクソったれな〝ゲーム〟がな」

　耳に障さわる笑い声を響ひびかせ、小さな指を突つき付ける。

「てめーが『魔女』だ。ケツの穴から串くし刺ざしにされたくなけりゃせいぜい頑がん張ばるんだな」

　一方的に宣告すると、現れたときと同様にいきなり姿が消えた。

　跳はね上がった心臓を落ち着かせるように、二度三度と深呼吸をする。

　どうやら噂うわさは本当だったらしい。ならば、これからはじまるのだろう。多くの魔法少女を生いけ贄にえに捧ささげる、悪あく魔まのゲームが。

　止まっていた足を再び動かし出口へ向かう。足音が反はん響きようし、暗くら闇やみに吸い込まれていく。

　扉とびらを開ける手に必要以上の力がこもった。

　世界に輝きを取とり戻もどすためならば、どんな犠ぎ牲せいを払はらっても構わない。世界の命運も、罪もない魔法少女たちの命も、自分自身の命すらも、等しく価値はないのだから。

　笑顔に満ちた、笑顔の絶えない世界は今日で終わる。

　そう思ってもやはり、心はなにも感じなかった。







　▼愛あい葉ばレナ【ゲーム開始３時間前】







　愛葉レナは魔法少女だった。

　今時魔法少女なんて珍めずらしい存在ではない。どのクラスにも一人か二人はいるものだ。

　だからレナだけが特とく別べつ扱あつかいされたりはしなかった。みんなと同じように学校に通い、同じようにテストを受ける。

　カバンの中の答案用紙を思い、深くため息をついた。

　頭の良くなる魔法が使えたらどんなによかっただろうか。だけど現実は甘くない。レナの魔法はなんの力もないささやかなものだった。

「どうしたレナ」

　となりを歩く物静かな美少女──黒くろ金がねフブキが問いかけてきた。

　制服をきっちりと着込み、背筋を伸のばして歩くその姿は優等生そのものである。

　レナはその落ち着いた瞳ひとみをじっと見つめ返す。

　このクールな秀しゆう才さいには一いつ般ぱん生徒がテストのたびに感じる憂ゆう鬱うつなんてわからないのだろう。

　レナはもう一度ため息をつき、「なんでもなーい」とやや不ふ機き嫌げんそうに答えて一歩前へと駆かけ出だした。

「レ、レナ？」

　慌あわてる気配を感じて口元をゆるめる。レナがなぜ怒おこったそぶりを見せたのかがわからないのだろう。

　別にレナも怒ってはいない。ちょっとからかってみたくなっただけだ。

　フブキは冷静沈ちん着ちやくで容よう姿し端たん麗れい、勉強もできるし運動もできる、まさにパーフェクトな美少女なのだが、幼い頃の体験のためか、人の感情に少し疎うといところがあった。

　親友へのささやかな復ふく讐しゆうに気をよくしたレナは、歩道に落ちるビルの影かげに目を落とした。

　一直線であるはずの屋上の影が、一ヵ所だけ丸くふくらんでいる。

　はっとして見上げると、そのままビルへ走り出した。

「あの、レナ──」

「フブキちゃんちょっとそこで待ってて！」

　うろたえるフブキの声を後ろに残してビルの入口に飛び込む。そのまま階段を駆け上がり、屋上への扉を開け放った。

　屋上を囲むフェンスの向こう側に男の子が座り込んでいた。うつむいた背中をレナに向けている。そばにランドセルが置かれているから小学生なのだろう。
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「そんなところで、なにしてるの……？」

　走ったせいで息が荒あらくなっていた。

　魔法少女といっても身体能力には個人差がある。レナの場合は平均的な女子高生となにも変わらなかった。

　驚おどろいた男の子が目を丸くしてレナを振り返り、うつむくようにして下を向く。

「別に。なにも……」

「そんなところにいたら危ないよ」

　声をかけながらゆっくりと近づく。

　落ち込んでいるが、今にも飛び降りそうには見えない。ひとまずは安心した。

「学校はもう終わったの？　家はどこ？」

「……家に帰りたくないんだ」

「あれま、家出？　どうしたの？」

「ママ、きっと怒るから」

　なにをしたの、と聞く前に、男の子が持っている紙に気がついた。屋上の風に吹ふかれてはためき、バタバタと音を立てていた。

　フェンスまでたどり着いたレナは、それが算数の答案用紙であることに気づき、右上に書かれた17という数字を目にした。

「ありゃー、やっちゃったね」

　なにしろ17点だ。これはひどい。ママも怒って当然だろう。

　男の子はますますうつむいてしまった。

「よ、っと」

　フェンスをよじ登って向こう側に飛び降りると、男の子のとなりにしゃがみ込んだ。

「うんうん、わかるよ。ひどい点数だった時って家に帰りにくいよね。小テストとかなら黙だまってればバレないんだけど、定期テストだと隠かくせないから困っちゃうよねえ」

　一人でうなずきながら、カバンの中身を取り出す。

　窺うかがうようにこちらを盗ぬすみ見みていた男の子に、それを見せてあげた。

　英語の答案用紙だった。７点だった。

　レナは屋上から遠い空を眺める。

「ここは日本なのに、どうして英語が必要なんだろうね……」

　風に吹かれてはためく答案用紙をそのまま投げ捨ててしまいたくなる衝しよう動どうをぐっとこらえ、カバンにしまい込んだ。

　立ち上がり、手を差さし伸べる。

「ほら、お姉ちゃんと一いつ緒しよに帰ろう」

「でも」

「ちゃんと謝れば、ママもきっと許してくれるよ」

　男の子は無言で首を振る。許してくれるはずがないと思い込んでいるようだ。

　きっと厳しい教育ママなんだろうなあ、なんて思いながら、レナは言葉に魔法を込めてもう一度言った。

「本当だよ。話せば必ずわかってくれるから」

　男の子が驚いたように顔を上げた。

　レナの言葉が噓うそ偽いつわりのない本心であると伝わったのだろう。

　レナは魔法少女だ。

　でも特別な魔法なんてない。

　できるのは正直に話すことだけ。

　レナの思いを正直に伝えたとき、それが本心であると相手に伝わる。

　ただそれだけの魔法だ。

　魔法は魔法少女一人につきひとつだけ。

　空を飛ぶ魔法は使えないし、テストの点数を書かき換かえる魔法もない。変身しないし身体能力も人並みだから、階段を走れば息が上がるし、落ち込んでいる男の子を元気付けるためにはとなりで一緒に話をするしかない。魔法でなんでも解決するような、夢と希望に満ちあふれたキラキラと輝く魔法少女ではないのだ。

　でもそれでいいとレナは思っている。

　笑顔に満ちた、笑顔の絶えない世界を作る。

　それがレナの、そしてすべての魔法少女の願いだ。魔法はそのためにあればいい。

「ほら」

　手を差し伸べる。

　男の子は迷うように見つめ、やがておずおずと手を伸ばしてきた。

　その手をつかんで立ち上がらせる。

　その拍ひよう子しに、男の子のテストが風に吹かれて飛んでいった。

　それは一いつ瞬しゆんで、そしてとっさの行動だった。

　レナはテストへ手を伸ばし、かろうじて端はしっこをつかんだ。そしてそのまま屋上から足を滑すべらせた。

　ふわりとした浮ふ遊ゆう感かん。驚いたように固まる男の子の顔。吹き付ける風。

　すべてがゆっくりと流れていく中で、手の中のテストだけが風に吹かれて激しくはためいている。

　あ、落ちちゃった。

　そんな間の抜ぬけた感想だけが頭の中に浮うかんだ。

　魔ま法ほう少女といえども不死身ではない。

　転べば痛いし、ビルの屋上から落ちれば相応の傷を負う。

　あーこれはまずいなー、きっと怒られるなー、なんて思っていたら、誰だれかの腕うでがレナを抱だきかかえた。

「まったく。レナはすぐ無茶をする」

　フブキの落ち着いた声が聞こえる。

　空中でレナを抱かかえると、そのまま壁かべを駆け登のぼって屋上に戻ってきた。

「ありがとうフブキちゃん」

「私がいなかったら危なかった。もっと考えて行動してほしい」

「うん、ゴメンね……」

　しゅん、とうなだれるようにうつむく。

　いつもは無表情なフブキがすまなそうな顔になった。

「す、すまない。言い過ぎた。だが、心配しているのは本当なんだ。レナの身にもしものことがあったらと思うと……」

　慌てたように言い繕つくろう。その慌てぶりがおかしくて、つい笑みを漏もらしてしまった。

　気付いたフブキが憮ぶ然ぜんとした顔つきになる。それからとなりの男の子に目をやった。

「ところで、この子はどうしたんだ」

「よくぞ聞いてくれたねフブキちゃん。わたしたちは、こういう者なのです！」

　両手にそれぞれの答案用紙を持って突つき付ける。

　７点と17点という奇き跡せきのコラボを見せつけられて、フブキは一瞬固まった。

「……まあ、勉強がすべてではない」

　苦くるし紛まぎれのフォローなのは明らかだった。

「そういえばフブキちゃんは何点だったの？」

　フブキはわずかにためらった後、一枚の答案用紙を取り出した。

　１００点だった。

「わたしフブキちゃんのことキライ」

「い、いや、あの……こんなのはたまたまのまぐれで……っ」

　レナは知っている。フブキは常に学年一位の優等生で、どの教科であっても95点以下を取ったことがない。

　そのまま無言で遺い憾かんの意を表明していると、やがてクスクスという声が聞こえてきた。

「お姉ちゃんたち面おも白しろいね」

　男の子が笑っていた。その笑顔を見てレナも笑う。

　特別な魔法なんていらない。

　そんなものがなくったって落ち込んだ男の子を元気にできるし、笑顔にもできる。

　魔法少女の魔法はそのためにあればいいのだ。




　男の子と手をつないで階段を下りる途と中ちゆう、レナとフブキの携けい帯たいが同時にメールの着信を告げた。何度もあることではないが、初めてのことでもない。どこから来たのかレナはすぐに察しが付いた。

　フブキがメールを確認する。静かな顔がわずかにひそめられた。

「どうしたの？」

「魔法学園からだ。呼び出しが入っている」

「またかあ。それで、いつだって？」

「……今日だ。緊きん急きゆう招集で、必ず参加のこと、とある」

「必ず？　珍めずらしいね」

　魔法学園はレナたちの現実世界とは違ちがう世界に存在している。そのためなのか、ときおりこちらの都合を無視した要よう請せいが入ることがあった。授業中や真夜中にもかかわらず、平然と呼び出しがかかるのだ。

　その代わりに断ることは可能になっている。今回のように「必ず参加のこと」と強制されるのは初めてだった。

「なにかあったのかな」

　レナは首を傾かしげて問いかけるが、フブキもわからないようだった。無表情のままごくわずかに首を振ふる。

　行けばわかるだろう。レナは気楽に考えて階段を下りはじめた。

　どうやって男の子のママを説得するのか、のほうが今は重要な問題なのだ。







　結局予定時刻から一時間ほど遅おくれて魔法学園にやってきた。

　魔法学園は鏡の中にある。

　資質のある少女が願いをこめて鏡に触ふれると、そこはもう魔法の国だ。

　雲の上に建てられた幻げん想そう的なお城。宙を舞まう妖よう精せいたちに、床ゆかを駆かけ回る小人たち。

　かつての魔法少女は人の目に触れないようひっそりと活動していたが、今では誰もが知る存在となっていた。テレビで活かつ躍やくを伝えられない日はないし、スポーツでは魔法の使用禁止が明文化されている。

　だけど、魔法少女として活躍し、実際に人々を助ける存在になれるのはほんの一ひと握にぎりだ。

　レナとフブキもまたそういった数少ない魔法少女である。

　戦争を止めたり、人ひと質じちを解放したりといった派手な活躍はできないが、手の届く距きよ離りにいる人たちを一人でも多く笑顔に変えてきたのだ。

　その活動が評価されてＣ級ライセンスを与あたえられている。それだけでも全魔法少女の一割にも満たない数しかいない。

　魔法少女になったばかりの者にはＥ級のライセンスが与えられる。そこから多くの実績を積み、魔法少女昇進試験カレイドアリス・コンテストと呼ばれる試験に合格することで魔法少女としてのランクが上がるのだ。

　有能な魔法少女の下には、近くで起こった事故や、助けを求めている人の情報など、魔法少女の力が必要と思われる様々な情報が寄せられる。それが朝でも昼でも夜中でも「呼び出し」をされる理由だ。

　ちなみに最高ランクのＳＳＳスリースターズ級を与えられるのは、世界でもたったの一人だけである。

　全魔法少女を統とう括かつし、世界のシステムを管理する仕事が任されるため、「神様」と呼ばれこともある。「いついかなる場合においても相手を死に至らしめてはならない」という〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉を制定したのも現代の神様だ。

　ＳＳＳスリースターズ級になることがすべての魔法少女の憧あこがれである、といわれることもあるが、レナはそこまで大げさな存在になりたいとは思わなかった。

　強力な魔法や、大げさなスローガンなんて必要ない。大好きな親友と一緒に、今日もできる範はん囲いのことをする。それだけで十分だと思っている。

　レナたちは学園内の廊ろう下かを歩いていた。

　妖精のフィアたちがひっきりなしに飛び交っている。

　いつも忙いそがしそうな彼女たちだが、今日は特に忙しそうだった。

　大きなイベントでもあるのかもしれない。緊急招集の件と関係があるのだろうか。

「それで、どこに行けばいいんだっけ」

「講義室に来るよう言われている」

「あー、あそこかー……」

　フブキの答えを聞いて、レナは気分が重くなるのを感じた。

　魔法学園は、学園というだけあって授業もちゃんとある。

　魔法少女としての心構えや、魔法を使用する際の注意事じ項こう、魔法と魔ま術じゆつの違い、魔法少女の歴史など、難しい話を延々と聞かされる。そのための教室が講義室なのだ。

　しかも魔法学園の関係者は時間の感覚がずれている。五時間でも六時間でも、休きゆう憩けいなしで話し続けるのだ。大切な話なのはわかるのだが、退たい屈くつなのも確かだった。

「今度はなんの講義なのかなあ……」

　どんよりと落ち込むレナの背中を、フブキがそっと押した。

「終わったら[image: 31]サーテイワンのアイスを食べにいこう」

　ぴくっ、とレナの頰ほおが動いた。

「でも、あんまり無む駄だ遣づかいは──」

　言い掛かけたレナの言葉は、フブキの差し出した一枚の紙によって遮さえぎられた。

「トリプル無料サービス券だ。好きなだけ食べるといい」

「フブキちゃん大好きー！」

　飛びつくようにして抱だきつく。フブキがうろたえるように視線を泳がせた。

「レナ、その……こ、困る……」

　押し返そうと腕を伸のばしかけるのだが、レナに触れていいものなのか迷い、結局わたわたと振り回すことしかできない。

　表情の乏とぼしい顔を真っ赤にさせるフブキに、んーぐりぐりぐりー、とたっぷり頰ずりをしてから解放した。

「よーしがぜんやる気が出てきたよ。早く行って早く終わらせよう！」

　フブキの手をつかみ、講義室に向けて駆けだした。

　目的の小さな扉とびらまではすぐにたどり着く。

　取っ手をつかむと、すぐさま勢いよく開け放った。




　愛葉レナは魔法少女だった。

　みんなが笑顔になれるのならそれが一番と考える、明るい魔法少女だった。







　▽１日目 11:10【生存者　残り13名】







「あれっ？」

　扉を開けたレナは、目の前の光景を見て思わず手を止めた。

　そこはいつもの狭せまい講義室ではなかった。

　丸くて大きな部屋が広がっている。電灯のようなものはなく、天てん井じよう全体がやわらかな白い光を放っていた。壁かべと床は白で統一されており、部屋の中央に置かれた大きな丸いテーブルも白い。まわりを囲むようにして並べられた十三脚きやくのイスも同じように白い色をしている。清潔感がある、を通とおり越こして病的なまでに真っ白な部屋だった。

　振り返ると通ってきたはずの扉がなくなり、壁だけになっていた。

「今度はなにをするのかな……」

　今さら部屋の中身が変わっているくらいでは驚おどろかない。時間も昼前に戻っているし、魔ま法ほう学園とはそういうところなのだ。それでも疲れた声が漏もれるのは仕方がなかった。

　フブキが無表情なまま首を振る。知らない、ということだろう。

　室内には着物姿の魔法少女や、金きん髪ぱつ碧へき眼がんのものすごい美人がいる。その中に見知った姿があるのを見つけて、レナは手を振り上げた。

「ハナさーん！　お久しぶりです」

　声をかけると、大人の雰ふん囲い気きをまとう魔法少女が苦笑気味に手を振り返してくる。

　室内をよく見てみれば席はほとんど埋うまっており、空いているのは二つだけだった。

「どうやら私たちが最後のようだな」

「そ、そうみたいだね」

　全員の視線を浴びながら、そそくさと席に座った。

　十三脚のイスに、十三人の魔法少女が座る。

　その瞬しゆん間かん、誰だれもいなかったはずのテーブルにいきなり妖精が現れた。

「みなさん、集まってくれて今日はどうもありがとうなのです。妖精のフィアなのです」

　愛らしい声を元気に弾はずませる。

「フィア」とは妖精の種族名のようなもので、魔法学園にいる妖精はみんなフィアと呼ばれる。個人名はないらしかった。

「今日はみなさんの魔ま女じよ探しをサポートするためにやってきたのです。みなさんには『魔女』を探してもらいたいのです」

　いきなりの説明にも苦笑しか浮うかばない。

　良くも悪くも魔法学園とはそういうところなのだ。

「実はすでに、集まってもらったみなさんの中に一人だけ『魔女』がいます。魔女は神様に逆らった悪い人です。すごく悪い人です。ですから正体を隠かくしてみなさんの中に潜ひそんでいます。この魔女を見つけてほしいのです」

「見つけてって、どうやるの？」

　レナの問いかけにフィアがニッコリと笑う。

「投票を行いますです。ちょうどみなさんが座っているテーブルに投票口がありますので、魔女と思われる人の名前を書いて入れてくださいなのです」

　テーブルの上を見てみると、たしかに細長いスリットのような穴が開いていた。紙を入れるのにちょうどいい形だ。

「紙とペンはテーブルの下に用意してありますです。自分の名前は書かなくても大だい丈じよう夫ぶなのです。全員の投票完了後に集計を行い、投票で最も票を得た人を『魔女』であると認定して〝処しよ刑けい〟するのです」

〝処刑〟という言葉の冷たい響ひびきに、レナは得体の知れない不安を感じた。

「処刑された人が魔女でなかった場合は、次の日にまた投票を行いますです。これを魔女を処刑するまで、あるいは魔女以外の全員が処刑されるまで続けるのです。魔女を見つければみなさんの勝ち。魔女が生き残れば魔女の勝ち、というわけなのです」

　広がっていく嫌いやな予感を必死に打ち消した。ここは魔法学園の中だ。愛と正義の魔法少女が集つどう魔法の国だ。〝処刑〟だなんて、そんなのはなにかの比ひ喩ゆに決まっている……。

「魔女を見つけると、どうなるのでしょうか」

　着物姿の魔法少女がたずねた。フィアが笑顔で答える。

「〝処刑〟と共にこのゲームは終しゆう了りようします。みなさん外の世界に帰れるなのです」

　室内がわずかにざわついた。

「魔女を見つけるまでわたくしたちはここから出られないということでしょうか」

「みなさんには魔女を見つけてほしいのです。それまで頑がん張ばってほしいのです」

　明確な答えではなかったが、それは「見つかるまでここにいてください」と言っているのと同じだった。

　レナはこっそりとため息をつく。

　やっぱりろくなことをしない。魔法学園は、ファンタジーの世界だからなのか、一いつ般ぱん的な常識からかけ離はなれたことがたびたび起こる。よくいえば頭の中がメルヘンであり、悪くいえば頭がおかしいのだ。

「〝処刑〟とはなんだ」

　フブキが硬かたい声でたずねる。フィアは笑顔のまま答えた。

「魔女は神様に逆らった悪い人です。ですからその罪に応じた罰ばつを受けてもらうのです」

「なにをした」

「とてもとても悪いことなのです。フィアの口からはとても言えないのです」

　フブキが不ふ機き嫌げんになるのがわかったが、それ以上はなにも聞かなかった。聞いても答えはないと思ったのだろう。

　フィアは魔法少女をサポートするために神様が創った神の御み使いである。愛らしく話しやすいのだが、その行動目的は常に「与あたえられた仕事をこなすこと」になっていた。仕事を真ま面じ目めにこなす一方で、性格というか、対応に融ゆう通ずうが利きかない小役人的なところがある。

　たぶん今回も「必要なこと以外は話すな」とでも言われているのだろう。

「あっ、忘れていましたなのです。遅おくればせながら〈ナイトスフィア〉にようこそ！　なのです。狭いところですが、気に入っていただけたらうれしいのです。

　最初に投票の練習をお昼の十二時に行います。その時にまた会いましょうなのです」

　そう言ってくるりと回転する。輝かがやきを宙に残してフィアの姿が消えた。

　フィアの説明は本当に最低限で、これからなにをしたらいいのか見当もつかない。

　まさしく「大おお雑ざつ把ぱで細かいところに手が届かない」魔法学園の性質をよく表した存在だといえるだろう。

　残された魔法少女たちは微び妙みような表情でお互たがいの顔を見合わせた。

「みんな自己紹しよう介かいをしようよ」

　立ち上がったレナの言葉に、全員の視線が集中した。

「知ってる人もいるけど、知らない人のほうが多いみたいだし。まずはわたしからね。

　わたしは愛あい葉ばレナ。笹ささ柄がら高校に通う高校二年生です。一応Ｃ級ライセンスを持ってるけど、あんまり大したことはしてないかな。学校の帰り道とか、買い物の途と中ちゆうとかで困ってる人を見つけたら手伝ってあげるようにしてるだけで。

　あ、前に一度ね、学校に行く途中で腰こしを痛めて動けなくなってるおじいちゃんがいたんだ。だから近くのベンチまで一いつ緒しよに歩いてあげたことがあったんだけど、そのせいで遅ち刻こくしちゃったの。そしたら先生が、もっとマシな理由を考えろ、って怒おこっちゃって。『困ってるおじいちゃんを助けたから遅刻しました、なんて理由を本当に言うやつがいるか！』って。ひどいよね。一応これでも魔法少女なんだから困ってる人がいたら助けてあげるのは当然なのに。そうそう。困ってる人で思い出したんだけどね。そのあと──」

　言葉の途中でフブキに袖そでを引っぱられた。

「レナ。話しすぎ」

　気がつくと室内が妙みような空気に包まれていた。ハナだけはどこか苦笑気味だ。

「あ、えっと。そういうわけなので、よろしくお願いします」

　勢いよく頭を下げてイスに座る。その直後に再び立ち上がった。

「大事なことを忘れてた。わたしの魔法は〈真実の言葉ベストアンサー〉っていって『本当のことを言ったときに、それが本当であると相手に伝わる魔法』です」

　全員がきょとんとした表情をしていた。いまいちイメージが伝わらなかったのだろう。だから、言葉に魔法を込めて、もう一度言った。

「本当だよ。わたしの言った言葉が、真実なんだと、みんなに伝わる魔法です」

　今度は全員がはっとした顔でレナを見た。レナの言葉が真実なのだと、理解してしまったのだろう。聞いた者に強制的な理解を与える。それがレナの魔法だ。

　笑みを浮かべてうなずいてから、今度こそ本当に席に戻もどった。

　続いてとなりのフブキが立ち上がる。ちらりと壁に掛かけられた時計に目を向けた。

「時間もあまりないので手短に済まそう」

　言われてから気づいたのだが、十一時半を回っていた。確か昼の十二時に投票をはじめるはずだった。

「黒くろ金がねフブキだ。レナと同じ学校に通っている。魔法は〈加速限界アクセル〉。高速で移動するための魔法だ」

　そう言って立ち上がり、一歩後ろに下がった。

　その瞬間、突とつ風ぷうが吹ふいたかのように風が舞まい上がり、フブキの体が壁かべ際ぎわにまで移動していた。再び足を前に踏ふみ出すと、フブキの姿がかすれ、元の位置まで戻ってくる。

　レナの目では、いつ移動したのかまったく見えなかった。

「こんな感じだ。よろしくお願いする」

　表情をほとんど動かすことなく腰を下ろす。

　次いで立ち上がったのは着物姿の魔法少女だった。

「此この花はなサクヤと申します。天てん童どう高校に通う三年生ですわ。時間があまりないようですのでわたくしも手短に済ませましょう。全員の名前がわかりませんと投票もできませんから」

　天童高校といえば、入学金だけで家が建つといわれている超ちようお嬢じよう様学校だ。特とく徴ちよう的な話し方や着物姿を見て、なるほど、とレナは納得した。

「僭せん越えつながらＡ級ライセンスを頂いております。魔法は〈桜反射リフレクシヨン〉。このように──」

　手にしていた扇せん子すを軽く上へと投げる。落ちてきたそれを手のひらで受け止めると、パッと光の桜が舞い、手を動かしてもいないのに扇子が再び浮き上がった。

「──飛んできたものを同じ力で撥はね返す魔法ですわ。加減を調整すれば空を飛んだりもできますの。みなさまよろしくお願いいたしますね」

　華はなやぐような上品な笑みを浮かべて着席する。

　次いでとなりのメガネをかけた魔ま法ほう少女が立ち上がった。

「私は槙まき村むらキョーコ。いちおうＣ級だけど、サクヤと一緒に活動しているからってだけかな。私自身は全然大したことないモブの一人だよ。魔法は〈物質感応サイコメトリー〉。いわゆるサイコメトラーってやつ。たとえば、そうだね──」

　キョーコがテーブルに手をつくと、集中するように目を閉じる。やがて開けると、まっすぐに一人の魔法少女に目を向けた。

「──この部屋に一番初めに入ってきたのは、そこの人だね。他ほかの人にいのりさんって呼ばれてる」

「えっ……。すごいですね……」

　いのりと呼ばれた少女が、小さな声を驚おどろいたように響かせた。

「確かに……最初に部屋に入ったのは私でした……。物の記き憶おくということは……テーブルの記憶を読んだということなんですか……？」

「そういうこと。相手が物だから記憶はバカだし、新しい記憶が上書きされると昔のことはすぐ忘れるけど、一週間以内のことならだいたい読み取れるかな。私の自己紹介はこんな感じ。そうそう。よく間ま違ちがわれるけどエイジじゃなくてキョーコだからね。よろしく」
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　そう言ってキョーコが座る。なぜエイジとキョーコを間違えるのか、レナにはよく意味がわからなかった。

　次に立ち上がったのは中性的な顔立ちをした魔法少女だった。

「えっと、ボクの名前は君きみ塚つかくるみ。趣しゆ味みは料理で、ボクの魔法である〈簡易調理クツキングエンド〉も料理の味を変える魔法なんだ。どんな味にでも好きなように変えられるから、必要なときは遠えん慮りよなく声をかけてね」

　そう言って少し遠慮がちな笑みを浮うかべる。気弱な少年のようにも見える女の子だ。

　次はレナもよく知る魔法少女だった。

「はじめまして。花はな霞がすみハナです」

　穏おだやかで美しい声が響く。レナたちのような十代の魔法少女とは違ちがう、落ち着いた大人の優しさを感じさせる声だった。

　その場にいた全員が聞きき惚ほれるのがわかった。聞き慣れているはずのレナでさえ耳を奪うばわれてしまう。

　ハナは美しいが、腰まで伸のびるブロンドの髪かみも、純白のドレスも、きめ細やかな肌はだも、ハナの穏やかで美しい声にはかなわない。誰だれもが安らぎを覚えずにはいられない。そんなオーラを放っているのだ。

「花霞ハナって、まさかあの、ＳＳ級の……？」

　キョーコの声に、ハナは少し困ったような笑みを浮かべた。

「私には過分な評価だと思うのですが……」

　室内が急にざわめきだした。

　無理もない。なにしろＳＳ級となると、世界で五人しかいないといわれている。その上のＳＳＳスリースターズ級は、全魔法少女を統とう括かつする神様の称しよう号ごうだ。つまりＳＳ級とは、神に次ぐ存在であるともいえる。まさしく生きた伝説だった。

　騒さわぎは収まる気配がなく、むしろどんどん大きくなっていく。興奮した誰かが立ち上がってイスを後ろに吹き飛とばした。けたたましい音が騒ぎをよりいっそう騒がしくする。

　そんな中で、歌が聞こえた。

　美しく澄すんだ、銀細工を思わせる繊せん細さいな声。

　ざわついていた室内があっというまに静かになり、聞き惚れるようにハナの歌声に耳を傾かたむける。騒ぎが収まったのを確認すると、ハナが穏やかに微笑ほほえんだ。

「これが私の魔法〈楽園の歌声フラワリングヴオイス〉です。私の歌を聞くことで、私と同じ精神状態になるんだそうです。大したことはできませんが、みんなよろしくお願いします」

　ハナが座り、次の魔法少女の番だったが、イスをハナの横にぴったりとくっつけてすがりついたまま動こうとしなかった。

「ごめんなさい。この子はまだ小学生で、少し人見知りをするものですから」

　ハナが柔やわらかな表情を浮かべる。

「この子は時とき崎さきアイリ。アイリの魔法である〈共有記憶リーデイングメモリー〉は、触ふれた人の記憶を読むことができます。見てのとおり人見知りの激しい子ですけど、優やさしい子ですから、みなさん仲良くしてあげてください。ほら、アイリも」

　ハナに促うながされてアイリが少しだけ視線を上げる。かすかな動作で首を動かすと、またすぐにハナに抱だきつき顔を隠かくしてしまった。

「うっし。次はオレだな」

　ショートカットの魔法少女が勢いよく立ち上がる。

「オレは嵐あらし山やま龍たつ美み。得意なのはスポーツならなんでも。頭を使うのはちょっと苦手だな。魔法は〈身体強化ドラゴンフオース〉。強化中なら銃じゆうの弾だん丸がんでも止められるぜ。みんなよろしくな！」

　元気よく言って龍美が座る。次いで立ち上がったのは比ひ較かく的てき地味な女の子だった。

「こんにちは……春はる風かぜいのりといいます……。看護学校で女子大生をしています……。私の魔法である〈治癒フアーストエイド〉も傷を癒いやす魔法です……。傷だけでなく壊こわれた物も直せます……。あまり役には立たない魔法なのですが……」

　傷だけでなく物まで直せるというのはかなり便利な魔法だと感じたのだが、本人はそう思っていないようだった。

「クレイジーなダイヤモンドだ！」

　キョーコがなにか叫さけんでいた。やっぱりレナには意味がわからなかった。

「怪け我がをしたり……物が壊れたりしたら言ってください……。私の魔法なんて出番の無いのが一番いいのですが……。よろしくお願いします……」

　女子大生ということはレナよりも年上のはずだが、まるでそんな感じがしない。むしろ妹のようにすら思ってしまう。ずいぶんとダウナーな女の子だった。

　次に立ち上がったのは、背が高くてスレンダーな美少女だった。

　かわいいというよりは、カッコいいという言葉が似合うタイプだ。

　整った顔と切れ長の目は、見ようによっては冷たいナイフを連想させて、レナはつい視線を逸そらしてしまった。

「蓮れん杖じようアキラだ。大学二年生。……まあ、よろしく」

　それだけ言って席に戻る。

　あまりに簡潔な自己紹介に部屋が静まりかえっていると、となりに座っていた金きん髪ぱつの美女がアキラをつつきはじめた。笑みを浮かべてなにかをささやいている。

　はじめは嫌いやがっていたアキラだったが、やがてあきらめたように立ち上がった。

「……魔法は〈意思疎通パール〉。動物と会話することだ」

　そうとだけ言って再び席に戻った。顔を背そむけるようにして横を向いている。よく見れば頰ほおも赤い。あ、この人絶対いいひとだ。レナの中で勝手に好感度が急きゆう上じよう昇しようした。

「オーケー！　じゃあ次はワタシねっ！」

　勢いよく立ち上がった拍ひよう子しに、鮮あざやかな金髪が波打つように背中で躍おどった。

　肌は白く透すき通とおり、瞳ひとみは海のように深くて青い。ハナが穏やかな美少女だとしたら、こちらは雑誌の表紙を飾かざるような光ひかり輝かがやく美少女だった。

「ハローエブリワン！　ワタシは星ほしヶが崎さきリリアンヌ。見ての通り日本人のパパとフランス人のママを持つハーフよ。アキラと同じキャンパスに通う十九才の女子大生。英文学科だけど、授業は色々とってるわ。せっかくの人生なんだから、なんでもやってみないと損じゃない。ちなみにママのいるフランスでは──」

　となりのアキラに無言で腕うでを引かれ、リリアンヌがはっとした表情になった。

「ソーリー。時間がないんだったわ。短くまとめないとね。ワタシの魔法は〈物質転送オービツト〉。こうやって物を持つと──」

　リリアンヌがテーブルに置かれていたペンに触れる。触さわったペンが消えると、反対側の手の中に現れた。

「──こんな感じで移動するの。でもなんでも移動できるわけじゃなくってね、あんまり重い物は移動できないのよね。だからキャンパスまで瞬しゆん間かん移動したりとかはできないのよ。せっかくどこでもドアの代わりになる魔法を手に入れたと思ったのに、これじゃ意味ないって思わない？　ワープできたら毎日あと一時間は寝ねてられるのに。あ、言っとくけどワタシが重いから瞬間移動できないわけじゃないんだからね。重さにすると大体十キロくらいまでしか使えないの。さすがに十キロじゃダイエットしても無理だし──」

「リリィ」

　アキラの短い声が響ひびく。リリアンヌがぺろっと舌を出した。

「また怒おこられちゃったね。とにかくそういうわけだから、みんなヨロシクねっ！」

　明るく告げて席に座る。

　この人となら絶対仲良くなれる。レナは確信した。

　次いで立ち上がったのは中学生くらいの女の子だった。リリアンヌと比べると頭ひとつ分くらいは小さい。腰こしに差した刀が妙みような存在感を放っていた。

「こんにちは。刀とう堂どう茜あかねといいます。中学二年生で、となりのカレンと一いつ緒しよの学校に通っています。魔法は〈分離切断テンコマンド〉っていって、えっと──」

　腰の刀にちらりと視線を落とす。

「──この刀でなら、どんなものでも切れます。鉄でも、こんにゃくでも。あんまり使い道はないんですけど……。よろしくお願いします」

　丁てい寧ねいというよりは硬さを感じる言こと葉ば遣づかいだった。周りが年上ばかりなので気を遣つかっているのかもしれない。

　席に座ると、となりの女の子になにかを話しかけた。

　話しかけられた女の子は、任せろと言わんばかりに大きくうなずいてから立ち上がる。

　たくさんのフリルで飾り付つけられた黒いゴスロリ姿の魔法少女だった。

　室内にもかかわらず手にした黒い傘かさを広げると、妖あやしい笑みを浮かべてレナたちを見た。

「ククク……。我が名は煌すめらぎカレン。我は魔法少女などという下げ劣れつな存在ではない。運命を流る浪ろうし、天命と共にこの世界に生まれ降りた、転生体ルシファーだ」

　あ、痛い子だ。

　全員が思ったであろうことをレナもまた思った。

　となりの茜がため息をついている。またやりやがった……、という顔だった。

「我が正体を信じられぬようだな。無理もない。ならば特別に我が力を見せてやろう」

　幼い声を無む理り矢や理りに低く押し殺した声でつぶやくと、黒い傘を天てん井じように向けて振ふり上げた。

　その瞬間、天井があっというまに闇やみに染まっていった。

　白で統一されていた室内が瞬またたく間まに漆しつ黒こくに覆おおわれ、床ゆかまでもが色をなくしたように黒く染まる。奈な落らくの底に落ちていくような気がしてレナは慌あわてて立ち上がったが、足にはしっかりと床を踏ふみしめる感かん触しよくがあった。

「ククク……。驚おどろいたか。ここは次元の狭はざ間まに在る永遠の虚うろ。取り残されれば永久に帰ることは叶かなわない絶対超ちよう越えつ時空。すべてが我の思いのままになる暗黒空間だ。帰りたくば我に供物を捧ささげ──あうっ」

　茜のチョップがカレンの頭に炸さく裂れつした。

　とたんに周囲の闇が消え、元の白い部屋に戻もどる。

「うう……痛いよう茜」

　カレンが涙なみだ目めで茜を見た。

「カレンはいつもやりすぎなんだよ。すいませんみなさん。こいつの魔ま法ほうは〈幻想投影デウス・エクス・マキナ〉っていって、周囲に映像を映し出す魔法です。さっきのも壁かべを黒くしただけなんで」

「ククク……。さすが前世は悪あく魔ま王と呼ばれただけはあるな。我が力を見破るとは褒ほめて──あっ、ごめんなさい！」

　茜の振り上げたグーを見て首を引っ込めるカレン。

　仲のいい二人だなあ、なんて微笑ましく思っていたら、テーブルに再びフィアが現れた。

「自己紹しよう介かいは終わりましたですか？　まにあって良かったなのです」

　時計を見るとちょうど十二時になるところだった。

　時計の針が頂点で重なりあう。

　ガラスの鐘かねを打つような、涼すずやかで甲かん高だかい音が部屋中に鳴り響いた。

　かなり大きな音なのに、不思議とうるさくない。スピーカーを探してみたが部屋の中には見あたらなかった。まるで部屋全体が音を奏でているようにも聞こえる。

　鐘の音は繰くり返かえし鳴り響き、十二回を数えたところで止まった。

「十二時なのです。さっそく投票をはじめたいと思うのです。お手元の紙とペンをご用意くださいなのです」

　机の下にある紙とペンを取り出す。手て触ざわりのなめらかな白い紙に、漆うるし塗ぬりのような光こう沢たくを持つ黒い万年筆だった。

「先ほども言いました通り、ここにいる十三人の魔法少女の中に、一人だけ魔ま女じよがいるのです。魔女だと思う人の名前を書いて、投票してほしいのです。投票時間は五分間。制限時間を過ぎますとペナルティがありますので注意してほしいのです。

　また投票には禁止事じ項こうがあるのです。投票を妨さまたげるような行こう為い。投票を引き延ばすような行為。投票を強要するような行為。投票を棄き権けんするような行為。投票用紙に自分の名前を書く行為。これらの行為は禁止するのです。違い反はんした人は、魔女を探す意志がないものとして、厳重な処しよ罰ばつをするので注意してほしいのです。

　ここまででなにか質問はありますですか？」

「名前を間ま違ちがえたらどうなるんだ？　オレは一回で全員を覚えた自信はないんだが」

　龍美の質問にフィアが答える。

「一文字だけ違ちがうとかでしたらなるべく融ゆう通ずうを利きかせますが、全然違う名前を書かれるとどうしようもないので、投票の棄権と同じ対応をとるのです。再投票はできないので注意してくださいなのです」

「一人で何票も入れたら……どうなるのですか……？」

「最初に入れた票をカウントするのです。一度入れた票は変えることができないので、注意してくださいなのです」

「一番票を得た方が複数いた場合はどうなるのでしょうか」

「その場合は全員を最多得票者とするのです」

「魔女とはなんだ。どうやって見つければいい」

　アキラの質問に、フィアはニッコリと笑顔になった。

「魔女は神様に逆らった悪い人なのです。ですからみなさまに見つけてほしいのです」

　アキラが苦い顔でフィアを見た。

　フィアの答えは答えになっていない。どうやって見つけるか、という質問には答えないのだろう。

「どうせ練習なのですから、まずはやってみたほうが早いでしょう。そうすればまたなにか疑問に思うところも出てくるかもしれませんし」

　サクヤの言葉に他の少女たちもうなずいた。

　なにもわからない状態では、なにを質問したらいいのかも思いつかない。まずはやってみるべきだろう。きっとそのための練習なのだろうし。

　全員の様子を確認してフィアがもう一度笑顔になる。

「この中に一人だけ魔女がいますので、それをみなさんの力で見つけだしてほしいのです。ではでは、投票を開始してくださいなのです」

　レナはペンを手に取ると、紙を手元に引き寄せた。

　魔女は誰だれなのか。魔女とはそもそもなんなのか。

　それがわからなければ推理のしようもないのだが、実をいうと自己紹介を終えた時点で誰の名前を書くのか決めていた。なにしろ自分で「我は魔法少女などという存在ではない」と宣言したのだから。

　レナが投票を終えると、ほぼ同時に他の魔法少女たちも投票を終えていた。投票先を迷うような人はいなかったらしい。

　レナは口元をゆるめた。きっとみんな同じ名前を書いたのだろう。全員の名前を覚えていない今の段階では、最も印象に残った人を投票するのは当然の流れだ。

「集計が終わりましたなのです。では結果発表なのです」

　その時レナの目に、醜しゆう悪あくな笑みを浮うかべるフィアの顔が見えた。小さな口元が引ひき裂さかれるようにして開き、その奥にみっちりと敷しき詰つめられた牙きばを覗のぞかせる。

　レナは驚いて目を瞬まばたかせた。

　その一いつ瞬しゆんでフィアは元の愛らしい顔立ちに戻っていた。

　見み間ま違ちがえたのだろう。

　神の御み使いであるフィアが、あんな醜悪な笑みをするはずがない。

　フィアが小さな手を振り上げると、空中に四角い光のキューブが現れた。小さな光の粒りゆう子しがいくつも輝いて寄り集まり、キューブの表面に文字を形作った。




　煌カレン　12票

　刀堂茜　　１票




「というわけで最多得票者は12票の煌カレンさんなのです」

　ククク……、と低い笑い声が聞こえた。

「我が正体を教えてやったにもかかわらず、魔女などという下等な存在と見誤るとは。げに救い難がたき衆しゆう愚ぐよ……」

「みんながカレンちゃんに入れたってことは、茜ちゃんの一票はカレンちゃんが入れたんでしょ？　どうして茜ちゃんなの？」

　何気なく尋たずねると、カレンは再び低い笑い声を漏もらした。

「愚おろか者ものどもを騙だますことはできても、我が目を誤ご魔ま化かすことはできん。やつの前世は悪魔王サタン。魔女は奴やつだろうよ」

「王なのか魔女なのかはっきりしろよ……」

　茜がげんなりとつぶやく。

「ではこれで昼の投票は終わりなのです。みなさまお疲つかれさまでしたなのです。本番となる夜の投票は十二時ですので、それまで魔女探しに励はげんでほしいのです」
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　フィアの説明を聞いてレナはちょっとだけ気が遠くなった。

　あと十二時間もある。[image: 31]サーテイワンのアイスは当分食べられないなあと思った。

「それと下のラウンジルームにお昼ご飯を用意しましたのです。粗そ末まつなものですが、召めし上あがってくださいなのです。なにかわからないことがありましたらフィアを呼んでくださればいつでも現れますので、お気軽にお声がけくださいなのです。ではでは、またお会いしましょう、なのです」

　そう言い残してフィアの姿が消える。

　真っ先に立ち上がったのはレナだった。

「ちょうどお腹すいてたんだ。フブキちゃんご飯食べに行こ」

　半ば走るようにして階段へと向かう。

　他の魔法少女たちも後を追うようにして階段を下りはじめた。背後からは、なんだかんだで仲のいい茜とカレンの話し声が聞こえてきていた。







　▼刀堂茜【ゲーム開始３時間前】







「緊きん急きゆう招集？」

　カレンと待ち合わせていた茜は眉まゆをひそめた。

　茜は戦う魔法少女だ。

　あらゆる物を切り裂く〈分離切断テンコマンド〉の魔法を防げる魔法少女は、そう多くない。

　その茜を「緊急招集」するという。しかも「必ず参加のこと」と念押しまでされていた。

　なにかあったのだと考えるのが自然だろう。

「早めに合流しておくか……。てときに、カレンのやつはどこに行ったんだか」

　待ち合わせ場所である展望台は、多くのカップルや家族連れでにぎわっていた。五、六人はいる子供たちをまとめているのは幼よう稚ち園えんの先生だろう。子供たちは優やさしそうな女性の周りではしゃいでいた。

「せんせー、お外なにも見えないよ？」

　ガラスの外を指さして女の子がそんな声を上げた。

　外はあいにくの曇くもり空ぞらだ。わずかに小雨も舞まっているようで、ガラスに細かな水すい滴てきが張り付いている。灰色に煙けぶる街並みは、お世辞にも良い景色とはいえなかった。

「ごめんね。今日は天気が悪いみたいなの」

　先生が謝ると、女の子の顔がくしゃりとゆがんだ。

「えー、やだー！　景色見たい、見たいのー！」

　わがままを言って泣きはじめる。

　先生は困ったように女の子の頭をなでたりして泣きやませようとしていたが、さらに泣き声を強くするだけだった。

　女の子の泣き声に当てられたのか、周囲の子供たちも悲しそうに外の景色を見つめている。泣き出すのは時間の問題だった。

　茜は窓の外に目をやった。

　子供たちのためにもなんとかしてあげたかったが、自然が相手ではどうしようもない。

　思おもい悩なやむ茜の目の前で、急に空が輝かがやきだした。

　光に溶とかされるようにして雲が消え、青い空が現れる。舞い散っていた小雨がやみ、差し込んだ太陽の光を浴びて大きな虹にじの輪を作りだした。

「わあ……！」

　虹は展望室をぐるりと一周するようにして架かかっていた。

　女の子が顔を輝かせる。瞳ひとみに浮かぶ涙なみだはとっくに消えていた。

　他の子供たちも、優しそうな先生も、カップルも、全員が歓かん声せいを上げ、外に広がった光の輪を見つめていた。

　茜もつい見とれ、それから口元をかすかにゆるめた。

　こんなことができるのは一人しかいない。

　展望室内にいないのならば、残るのは外だけだ。茜は外に出ると、タワーの鉄骨に足をかけて屋根へと飛び上がった。

　広い屋根の上には、タワーの鉄骨がさらに空へと続いている。

　その途と中ちゆう。鉄骨の中腹部分に立つ人ひと影かげを見つけて、茜は知らずのうちにため息をついた。

「約束すっぽかしてなにをやっているのかと思ったら……」

　ゴスロリ風のドレスを身にまとった小こ柄がらな少女が、遥はるか高みからニヤリとした笑みを浮かべていた。手には黒い傘かさを持っている。いや、傘と言うと怒おこるのだったか。魔ま界かいに降る呪性の雨を浴び続けた闇やみのアンブレラだ、と本人はいつも主張している。

　周囲を見み渡わたせば、先ほどの見事な虹はどこにもなかった。

　雨に煙る灰色の街並みが広がっている。

　頭上から低い笑い声が響ひびく。

「ククク……。我が〈幻想投影デウス・エクス・マキナ〉にかかればこの程度、児じ戯ぎにも等しいわ」

　かわいらしい声を無理に低く押し殺したような声でカレンがつぶやく。

　茜はついもう一度ため息をついてしまった。

「はいはい。確かに今回はよくやったよ。だから早く行くぞ。魔ま法ほう学園からのメールは見てるんだろ？」

　呼びかけると、フッと小こ馬ば鹿かにしたような笑みが返ってきた。

「我を誰と心得ておる。運命を流る浪ろうする気高き存在、転生体ルシファーぞ。薄うす汚よごれた下界に興味などないわ」

　自分で呼び出しておいてこれである。茜はかちんときた。

「あっそ。じゃあずっとそこにいなよ。あたしは先に帰るから」

　背を向ける。とたんにカレンが慌あわてた。

「あっ。ま、待って……その……」

　どうした？　というように振ふり返かえると、幼い顔が恥はずかしそうにうつむいた。

「えっと……下りられなくて、その……」

　どうやら登ったはいいものの、下りられなくなってしまったようだ。

「ったく」

　茜が手をあげると、なにもなかったそこに一本の刀が生まれた。

　腰こし撓だめに構え、静かに目を閉じる。柄つかに軽く手を添そえると、短い呼気と共につぶやいた。

「刀堂流抜ばつ刀とう術、居の型参番『夏なつ燕つばめ』」

　最小の力で最短距きよ離りを疾はしる、飛ひ燕えんのごとき神速の一いち撃げき。

　抜ぬき手てを見せない最高速の刃やいばが鞘さや走る。

　茜とカレンの距離は、目測でも十メートル以上。四季の名を冠かんした刀堂流四奥義のひとつといえども、斬撃を飛ばす力はない。

　しかし、振り抜いた切っ先の遥か先にある鉄骨に、斜ななめの斬線が刻まれた。

　茜の〈分離切断テンコマンド〉はあらゆる物を切り裂く魔法だ。それがどんな物であっても──たとえ遠く離はなれた物であっても、魔法の力で切断する。

　切り裂かれた鉄骨が崩くずれ、ゆっくりと滑すべるように落ちてくる。その途中でジャンプしたカレンの体を茜はしっかりと抱だき留とめた。

「ククク……。やるではないか」

　押し殺した幼い声が腕うでの中で響く。

「褒ほめてつかわすぞ人間。いや、前世では悪あく魔ま王サタンだったか。かつての仇きゆう敵てきとこのような形で巡めぐり会あおうとは、運命とはわからぬもの……あうっ」

　茜のデコピンがカレンの額に炸さく裂れつした。

　少し赤くなったおでこを押さえながら、カレンが瞳を潤うるませる。

「痛いよう茜……」

「危ないから、高いところにはもう登るなって約束したよな？」

「う……ごめんなさい……」

　小さな声が申し訳なさそうに響く。

　目立ちたがりで変な妄もう想そうに取り付かれているが、その中身は内気で気弱な女の子だ。そんな自分を変えたい、生まれ変わりたいと思って魔法少女になったのだ。

　そんなカレンの頭をなでてやりながら、虚こ空くうを見上げる。

「フィア」

「はいなのです」

　なにもなかった空間に手のひらほどの妖よう精せいが現れる。

　魔法少女たちをサポートするために神によって作り出された神の御み使いだ。

　常に微笑ほほえみをたたえた愛らしいその姿は「笑顔に満ちた世界を作る」という神の理想を体現している、ともいわれていた。

「悪いけどあの鉄骨を直してくれないかな」

「はいなのです！」

　小さな体を舞い踊おどらせて切り落とした鉄骨に触ふれる。フィアの数十倍もありそうな鉄骨が浮うき上がると、空を飛んで元の位置へと戻もどっていった。

　その様子を眺ながめていると、腕の中のカレンが身じろぎした。

「どうした？」

「えっと、あの……」

　茜を見上げると、控ひかえめな笑みを浮かべた。

「助けに来てくれてありがとう」

「……。今さらだよ。そんなこと」

　照てれ隠かくしにカレンの頭をわしゃわしゃとなでる。

　笑えばこんなにもかわいいのだ。その笑顔のためにも、気弱なこの友人は自分がしっかりと守ってやらなければならないだろう。




　刀堂茜は魔法少女だった。

　独りぼっちの友人のそばにいたいと願う、友達思いの魔法少女だった。







　▽１日目 12:15【生存者　残り13名】







　ラウンジルームは広い円形の空間だった。

　中央に大きな柱がひとつあり、四人にん掛がけのテーブルがいくつも並べられている。

　部屋の周囲は全面ガラス張りで、外には真っ暗な世界が広がっていた。夜と勘かん違ちがいしそうになったが、先ほど十二時の鐘かねが鳴ったばかりである。講義室だと思っていた部屋が全然違ちがう場所になっていたことといい、どこかにワープさせられたのは間ま違ちがいないらしい。

「ここはどこなんだろうね」

「少なくとも元いた世界とは違うようだが……」

　睨にらむように外を見つめるフブキの横で、レナはすんすんと鼻を鳴らした。

「なんか……いい匂においがする……」

　導かれるようにしてフラフラと足が動く。

　部屋の中央へと近づいたレナは、柱の根本に小さな扉とびらがあるのを見つけた。大きさはレナの膝ひざくらいまでしかない。

　その扉が開くと、中から大きな鍋なべが現れた。学校の給食で使われるような円えん筒とう型の寸ずん胴どう鍋なべだ。その鍋がひとりでにひょこひょこと歩いている。

　レナはしゃがみ込んで鍋の底を覗のぞき込んだ。

　手のひらくらいの小人たちが、両手で鍋を持ち上げていた。わっせ、わっせ、とかけ声を上げながら歩き、テーブルの前で立ち止まる。持ち上げているといっても鍋は膝くらいまでの高さしかなく、テーブルはレナの腰こしくらいまである。どうやって載のせるのだろうと思っていたら、いきなり鍋を投げ飛ばした。

　盛大な音を立てて、それでもなんとか落ちることなくテーブルの上に着地する。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいているレナの前に皿とスプーンを持った小人たちが次々にやってきては、ガッチャンガッチャンとテーブルの上に投げ並べていく。最後に炊すい飯はん器きを運んでくると、それもまた投げ飛ばした。

「雑だなあ……」

　アニメとかならファンタジーな光景でも、現実に行えばこんなもんである。

　苦笑しながら鍋のフタを持ち上げると、中身はカレーだった。

　ラウンジルームには四人掛けのテーブルしかない。自然といくつかのグループに分かれる形になっていた。

　一番人数が多いのは、ハナを中心としたアイリ、龍美、いのりの四人のグループ。

　次がサクヤを中心としたキョーコ、くるみの三人グループだ。

　アキラとリリアンヌの二人組は集団から少し離れたところに座っている。リリアンヌとは仲良くなれそうな気がしたが、大人びたオーラを放っている二人には、大学生であることもあって気安くは話しかけにくい。

　最後にもう一つの二人組を見つけて、レナは近づいていった。

「一いつ緒しよに食べてもいいかな」

　声をかけられた茜とカレンが驚いたようにレナを見上げた。

「あ、いいですよ。どうぞ」

「ククク。特別に許可して──あうっ」

「先せん輩ぱいに対して失礼だろう」

　涙なみだ目めになるカレンを見て、レナはつい笑い声をあげた。

「気にしなくていいよ。カレンちゃん変わってて面おも白しろいし」

「ほう、なかなか見所があるようだな。特別に貴様を我が配下に──あうっ。……えっと……ご一緒できて、うれしいです……」

　叩たたかれた頭を押さえながら小さく頭を下げる。

　無理に押し殺していないと、年相応のかわいらしい声だった。

「すいません。こいつちょっと常識に欠けるところがあるんで」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。わたしもよくフブキちゃんに怒おこられるし」

「レナは先のことを考えないからだ」

　フブキの冷たい一言に茜とカレンも笑みを見せた。

　それがきっかけで、というわけでもないが、茜たちとはすぐに打ち解けることができた。

「わたしカレーって結構好きなんだよね」

　レナがウキウキしながらスプーンを手に取る。となりのフブキは無表情のまますでに食べはじめていた。

「フブキちゃんもカレー好きなんだ」

　なんとなく意外な気がしていると、静かな目がじっとレナを見つめてきた。

「……？　どうしたの？」

「いや。覚えていないならいい」

　一度だけ首を振ふり、再びスプーンを動かしはじめる。

「変なフブキちゃん」

　笑いながらレナもカレーを口に運び、直後に中身を噴ふき出した。

「辛からっ！　なにこれすっごい辛い!?」

　慌あわててコップをつかみ、中の水を一気に飲み干す。

　茜とカレンも同じように顔をしかめていた。

「これは……結構キツイですね……」

「ううー！　辛いよう茜……」

「ほら、水飲みなよ」

　周囲を見回せば、全員がレナと同じようなリアクションを取っていた。

　そんな中でフブキだけが無表情のままパクパクと食べ続けている。

「どうしたレナ。ご飯を残すなんて珍めずらしい」

「……なんで普ふ通つうに食べられるの……」

「いや。少し辛い」

「少しなんだ……」

　ちなみにまだ口の中が痺しびれている。辛いを通とおり越こして痛かった。

「なんでこんな激げき辛からにしたのかなあ……」

「まあ、魔ま法ほう学園のすることですから……」

　茜の横ではカレンがまだ水を飲んでいる。

　魔法学園を統とう括かつする何者かは、頭が少々アレなだけでなく、舌のほうも常識とは違う次元にあるのだろう。

「ふふふ。どうやらボクの出番のようだね！」

　得意気な声が響ひびく。

　少年のような顔立ちをした魔法少女、君塚くるみが立っていた。

「ボクの魔法は料理の味を変える魔法だからね。まあ見ててよ」

　くるみがレナのカレーに手を伸のばす。

　集中するように目を閉じると、しばらくして手を戻した。

「はい、これで食べても大丈夫だと思うよ」

「えっ？　た、食べても平気なの……？」

　不安気にくるみを見た。舌の上には刺さすような辛さがまだ残っている。

　しかしくるみは少年のような笑みでうなずき返すだけだった。

　レナはカレーをすくい上げると、意を決して口の中に放り込んだ。

　劇烈な辛さを覚かく悟ごしてぎゅっと目を閉じる。しかし口の中に広がるのは、ほのかな刺し激げきと、蕩とろけるような甘みだった。

「……あ、あれ。美味おいしい……。辛くない！」

　声を弾はずませるレナに対し、くるみも自じ慢まんそうに胸を張った。

「だから言ったでしょ。ボクの魔法は味を変えられるって。辛さを抑おさえるくらいなら簡単にできるし、逆にもっと辛くすることだってできるよ」

「くるみさんは料理が趣しゆ味みですからね。だから料理を楽しめるように配はい慮りよされた魔法になったのではないでしょうか」

　着物姿の魔法少女、此花サクヤがたおやかに声を響かせた。

「料理を楽しむ？」

　サクヤの言葉にレナが首を傾かしげる。くるみが少し照れたような表情をみせた。

「味を変える魔法って言ったけど、正確には『同じ料理を作り直して違う味にする魔法』っていったほうが近いんだ」

　レナがもう一度首を傾げた。

「それって、なにが違うの？」

「つまり発動には二つ制限があるんだ。それは、すでに完成された料理があることと、自分で同じ物が作れること。だからカレーを辛くしたり甘くしたりとかならできるけど、豚ぶた肉にくを鶏とり肉にくに変えたりとかはできない。要するに『料理を生み出す魔法』じゃなくて『料理を作る魔法』ってことなんだよ」

「美味しいものを食べることが趣味でしたら、美味しい料理を直接生み出す魔法になったのだと思いますわ」







[image: ]







「……へえー、ソウナンダー」

　完全に理解を超こえて棒読みのレナに、フブキが軽くため息をついた。

「魔法は一人にひとつだけ。ランダムに決まるわけではなく、その人にとって必要な魔法が、その人にとって最も望ましい形となって与あたえられる。食べることが趣味なら食べ物を生み出す魔法に。作ることが趣味なら作る楽しみを与える魔法になるということだ」

「さすがフブキちゃん。なんでも知ってるね」

「レナも同じ授業を受けたはずだが」

「あはは。フブキちゃんは相変わらず面白いなあ」

　レナが明るく笑った。

「授業なんか一度も聞いてたことないよ！」

「………………」

「あれっ？　みんなどうしたの？」

　なんだか妙みような沈ちん黙もくが流れる中で、サクヤが品の良い微笑ほほえみを浮うかべた。

「フブキさんも大変ですわね」

　その一言で周囲にほのかな笑みが広がっていく。

「……今の笑うところ？」

　早くも自分の評価が急降下しているのを感じるレナだった。




「今回はなんなんだろうね」

　食後のコーヒーを飲みながらレナがつぶやく。

「魔ま女じよを探せっていうけど、なんのことかわからないし。ここもなんか変な場所だよね。いつもとは違ちがう感じ」

　フブキが静かにうなずく。

「そうだな。不可解な点が多い。少し調べたほうがいいかもしれない」

「じゃあそうしよっか。少し探検してみたいし。茜ちゃんたちはどうする？」

「うーん、そうですね……」

　悩なやむ茜の横で、カレンが低い笑い声を響かせた。

「ククク。我が千里眼の魔ま術じゆつを用いれば、かような場所など動かずとも把は握あくできるわ」

　胸を張って尊大な態度を取っているが、立ち上がったレナの目には、テーブルの下でしっかりと茜の服をつかむ小さな手が見えた。

　茜が苦笑を浮かべる。

「すいません。あたしたちはもう少しここにいます」

「うん、わかった。じゃあまたね」

　手を振って二人と別れる。

　カレンの横を通り過ぎるとき、レナはちょっとだけ歩く速度を落としてささやいた。

「大好きな友達とは、二人きりでお話ししたいもんね」

　ぼっ、とカレンの顔が真っ赤になった。

「どうしたんですか？」

「ううん。なんでもないよ。ね、カレンちゃん」

「えと、う、あ……。と、当然だ、我に不可能なことなどない」

　慌ててキャラを作るが、顔は真っ赤なままだった。

　心配して顔を近づける茜から距きよ離りをとろうとしてますます不ふ審しんがられている。そんなカレンに微笑みながら、レナはフブキと階段を上がった。

　階段を上ると、投票を行った部屋に出る。

　部屋から聞こえてくるのはサクヤたちの声だった。







　▼此花サクヤ【ゲーム開始３時間前】







　届いたメールを確認し、此花サクヤは婉えん然ぜんとした微笑を浮かべた。

「ふふ。緊きん急きゆう召しよう集しゆうですか。多数の魔法少女を集めて、魔法学園は一体なにをするつもりなのでしょうか。興味が尽つきないとは思いませんか？」

「てめえ、ずいぶん余よ裕ゆうだな」

　高級そうな縦たて縞じまのスーツに身を包んだ男が、殺気をはらんだ声でつぶやく。

　場所はとある倉庫街にある大型倉庫の一つ。

　本来無人であるはずの倉庫内には、サクヤの他ほかにキョーコとくるみ、そしてサクヤたちを取り囲む十数人の男たちがいた。手にはそれぞれ銃じゆうを構えている。

「ふふ。わかりやすくていいですわね」

「誰だれだてめえは」

「まあ、これはご挨あい拶さつが遅おくれました。わたくし、名を此花サクヤと申します。魔法少女の端はしくれですが、以後お見知り置きを」

　着物の裾すそを摘つまんで軽く頭を下げる。頭の簪かんざしがしゃらりと音をたてた。

「なるほど。あんたが最近うちの組を付つけ狙ねらってるって奴やつか。散々うちを狙ってくれたらしいが、それも今日までだ。罠わなとは知らずにこんなところまでご苦労だったな」

「ご心配には及およびません。招かれれば応じるのが魔法少女の務めというもの。たとえそれが罠と知っておりましても同じですわ」

「ずいぶんと余裕だが、殺されねえとでも思ってんのか。だとしたらそいつは半分正解だ。すぐには殺さねえ。女に生まれたことをたっぷりと後こう悔かいさせてやるよ」

「ふふっ」

　自分に向けられる無数の銃じゆう口こうを見つめながら、サクヤは口元に手を当てた。

「どうぞ、ご存分に」

「……やれ！」

　無数の発はつ砲ぽう炎えんが次々に浮かび上がった。

　乾かわいた音が連続して響き、銃じゆう弾だんがサクヤたちを狙って飛来する。

　そのすべてが空中で停止し、巻き戻もどし映像のように銃口へと戻っていった。

　撃うち返された銃が次々と暴発し、男たちが手を押さえてうめき声を上げる。

「ば、ばかな……っ！」

　うろたえる男にサクヤが近づく。

「てめえっ！　〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉があるんだろうが……！」

「もちろんです。笑顔に満ちた、笑顔の絶えない世界を。それがわたくしたち魔法少女の願いですから」

　そう言ってから、ニコリと笑う。

「ですが、どんなことにも事故は付きものでしょう。不幸な事故は」

　サクヤが男の手に触ふれる。腕うでが二倍ほどに膨ふくれ上がり、風船のように破は裂れつした。

　人のものとは思えない絶ぜつ叫きようが響き渡わたる。

　うわあ、とキョーコとくるみがそろって顔をしかめた。

「いともたやすくえげつない行こう為いを行うなあ……」

「あの……ボクからもお願いしてあげるから、これ以上サクヤには逆らわないほうがいいよ。こう見えてサクヤは意外と気が短いし……両りよう腕うでまで失いたくないでしょ？」

　ふふ、とサクヤが品良く声を響かせた。

「貴方あなた様が下したっ端ぱなのは存じております。上役の方がどちらに隠かくれておられるのか、教えてはいただけないでしょうか」

「ふざけるな……ッ！　誰がてめえ──」

　サクヤの手が残された腕に触れる。

　びくっ、と体が跳はねた。

　腕に変化はなかったが、歯の根がガチガチと音を立てていた。

「教えてはいただけないでしょうか？」

「……っ！　……な、なにが……なにが目的だ……っ！」

　脂あぶら汗あせにまみれた男に向けて、華はなやいだ微笑みを浮かべてみせた。

「あなたがたが複数の魔法少女殺害に関かん与よしているのは調べがついています。それに個人的な恨うらみもございまして。ひとり残らず地じ獄ごくに落として差し上げる所存ですわ」

　男の顔がこれ以上ないほど蒼そう白はくになった。

　再び破裂音が響ひびく。獣けもののような絶叫が広い倉庫内に響き渡った。




　此花サクヤは魔法少女だった。

　大義のためなら手段は選ばない、冷れい徹てつな魔法少女だった。







　▽１日目 13:40【生存者　残り13名】







　ラウンジルームの階段を上がると、投票を行った部屋に戻ってくる。

　着物姿のサクヤたちが壁かべに書かれたなにかを見て話し合っていた。

「どうやらこの部屋はバロットルームという名前のようですわね」

「へえー。どういう意味なのかな」

　レナは一秒も考えることなくフブキに尋たずねた。なにしろ英語は７点だ。考えたってわかるわけがない。フブキも予想していたのか、ため息もつかずに答えた。

「バロットは『投票』だ。投票所という意味だろう」

　レナもサクヤの横に立って壁を見上げる。そこにあったのは建物の見取り図だった。

「ナイトスフィア見取り図……。ここは丸い建物だったんだね」

　そこに書かれていたのはボールのように丸い建物だった。

　すぐそばには三つに輪切りにされた断面図もある。

　一番下の階層が「ラウンジルーム」。さっきまで昼食を食べていた部屋だ。

　中央の階層に「バロットルーム」と書かれた部屋があり、その外側を廊ろう下かが一周している。廊下には全部で十三ヵ所の小さな部屋があり「プライベートエリア」と書かれていた。

　一番上の階層は、半球状の空間が中央で二つに区切られていて、それぞれ「レクリエーションルーム」「ウエポンルーム」と書かれていた。

　レナは今いる部屋──バロットルームを見回した。

　壁かべ際ぎわにラウンジルームへと下りる階段がある。その正面となる壁に二つの階段が並んでいた。レクリエーションルームとウエポンルームへ上がる階段だろう。

　左右の壁にはそれぞれ扉とびらがついている。その先が「プライベートエリア」に違いない。

「お二人はこのゲームについてどうお考えですか？」

　サクヤの質問にレナが首を傾かしげる。

「どう、って？」

「わたくしたちはなんのためにここに集められ、魔女探しなどということをさせられているのか、という意味ですわ」

　フブキが見極めるようにサクヤを見つめ、静かに口を開く。

「魔女を見つければゲームは終わりと言っているのだから、誰が魔女なのかフィアは知っていることになる。悪い魔女を見つけてほしい、と言っていたが、それは建前だろう。そもそもフィアは自らの意思を持たない御み使いだ。このゲームとやらを操っている者が他にいることになる」

「ええ、そうでしょうね。本当の目的とはなんなのでしょう」

「まだ推定だが、なんらかの魔法少女昇進試験カレイドアリス・コンテストではないのかと考えていた。こうやって私たちが集められるのは、普ふ通つうは講義や試験を行うためだ。今回は講義ではないのだから、なんらかの試験と考えるのが妥だ当とうだろう」

　サクヤがニコリと笑みを見せる。

「わたくしも同じように考えていました。ですが一つおかしなところがあるのです」

　フブキがうなずく。

「試験の内容を私たちは一いつ切さい知らされていない」

「ええ、何の試験なのかも知らないのに試験をさせられる、なんてのもおかしな話だと思います。他の方にもうかがったのですが、やはり知らないということでした。もちろん、隠したまま行う試験というのもあるかもしれませんが……」

「それにしては試験であることを隠そうとしていない」

「そうなのです。隠すのでしたら別のなにかに見せかけるのではと思いまして。こんな風に集められたら疑うに決まっています。もしかしたらそれが狙いなのでしょうか」

「どういう意味だ」

「試験に見せかけたもっと別のなにか、ということです。それはもしかしたら──」

　なにかを言いかけ、ふふっと微笑ほほえむ。

「──すべては推測にすぎませんが」

「魔ま女じよについてはなにか知っているか」

「そちらについても同様です。なにひとつ説明がない状態で、どうやって魔女を見つけろというのでしょうか」

　困ったように言いながらも、サクヤの表情は笑っていた。

「『魔女』という言葉について良いイメージはありません。サバトの夜に行われるという悪あく魔まの密会。ヴァルプルギスの夜。それほど有名ではなくとも、魔ま術じゆつを行使するために人の命を生いけ贄にえに捧ささげる、という話は世界中に存在します」

「そんなものは迷信だろう」

「そうでしょうか」

　サクヤが婉えん然ぜんとした笑みを見せる。

「多少噂うわさに尾おひれがついているだけで、そういった伝承のいくつかは『過去に存在した魔法少女』ではないかと思うのです。今と違ちがって魔法ではなく魔術と呼ばれていましたし、魔法少女という存在も隠されていたと聞いていますから」

「そういえば魔法学園の授業にも、昔の魔女とか、神話とか、そういうのがあるよね」

　真ま面じ目めに聞いてたことはないけど、の言葉は吞のみ込んだ。

「そうですわね。かの高名なクロウリーや、あるいはジャンヌダルクなんかも、もしかしたら魔法少女の一人だったのかもしれません。フィアさんは、魔女は神様に逆らった悪い人、と仰おつしやっていました。建前とはいえ、神の御使いであるフィアさんは噓うそを申しません。そのフィアさんがそう仰るのですから……」

　ふふっ、と笑みを漏もらす。

「魔女とは一体どういう存在なのか。楽しみですわね」

「次の投票は夜の十二時だったな。その時になにが起こるのか」

「そこが最初のターニングポイントなのでしょう。これが試験なのか、別のなにかなのか、その時に判明するのではと期待しています。時間はまだたくさんあることですし、焦あせらず慎しん重ちように調べていくつもりですわ」

　その後もフブキとサクヤはなにやら難しいことを話しあっていた。

　話についていけなくなったレナは、ふとテーブルの上に目を向けた。

　投票の時には気付かなかったが、テーブルの中央に白い大理石の石板が鎮ちん座ざしている。滑なめらかな表面には傷ひとつない。裏側に回ってみると、文字が刻まれているのを発見した。

『グリモワール』

『定められたルールを遵じゆん守しゆせよ』

　石板の上部に二行だけが刻まれており、残りは大きな空白になっていた。あとからなにかを追加するのだろうか。

「他の部屋には行きましたか？」

　うろうろしているレナに気を遣つかったのか、サクヤが問いかけてきた。

「ううん、まだだよ。これから調べてみようと思ってるところ」

「でしたら、じっくりとご覧になるとよろしいですわ。広い所ではありませんが、いくつか興味深いものがあります。今回のゲームに関するヒントもあるかもしれませんわよ」

　口元に手を当てて上品に微笑む。

「しばらくはご迷めい惑わくをおかけすると思いますが、よろしくお願いいたします」

　その言葉に引っかかりを覚えたが、レナは笑顔でうなずいた。

　サクヤの言い方だと、少なくとも一週間はここにいる、と言っているように聞こえた。




　サクヤたちと別れたレナはプライベートエリアに向かってみることにした。

　話によればアキラとリリアンヌがその中に入っていったらしい。







　▼蓮杖アキラ【ゲーム開始３時間前】







　蓮杖アキラはコーヒーを片手に空を見上げた。

　鈍にび色いろの空は今にも雨が降り出しそうである。大学構内のカフェテラスも人はまばらだった。

　そばにいた小鳥にパンのかけらを与あたえてから時計を確認する。

「約束の十五分過ぎか。そろそろかな」

　大学の校舎から続く道に目を向けると、鮮あざやかな金きん髪ぱつの女の子が出てくるところだった。

「ソーリー！　待ったー!?」

　突とつ然ぜんの大声に周囲の人が驚おどろいた目を向ける。アキラにも好こう奇きの視線が注がれていた。

　出会った当初は恥はずかしくて仕方がなかったが、今ではもう慣れてしまった。これくらいなら静かなほうである。

　手に持ったカップを返事代わりに軽く掲かかげ、そっと口元に運ぶ。

　豆の香かおりが鼻び腔こうを通とおり抜ぬけ、舌の上に広がっていく。かすかな苦みの中にヨーグルトのような風味が感じられた。

　コーヒーはやはりブラックに限る。余計なものを混ぜると繊せん細さいな味が損なわれるのだ。

　慌ただしい足音に視線をあげると、リリアンヌが駆かけ込んでくるところだった。

　白い絹のブラウスと、ふわりとしたロングスカート。全体的に柔やわらかな服装なのに、見事に育ったスタイルがはっきりと見て取れた。鮮やかな金髪と青い瞳ひとみのおかげで、まるでフランス人形みたいだった。

「ソーリー、アキラ。待った？」

　先ほどと同じ問いかけにアキラはうなずいて答えた。

「十五分待った」

「オーノー！　そこは『ううん、私もいま来たところ』と答えるのが様式美でしょっ!?」

　黙だまっていれば人形のように美しい女の子なのに、口を開けばすぐこうである。

「なんだよ様式美って……」

「様式美というのはね──」

「いやいい。その説明を聞きたいわけじゃない」

　ものすごくどうでもいい説明をはじめようとしたので強引に終わらせた。リリアンヌが不満顔でアキラを睨にらむ。

「アキラのそういうところワタシはよくないと思うなっ。もっと人生楽しまないと。あ、アキラのコーヒー美味おいしそうね。いい香りがする。ちょっと待っててっ！」

　来たときと同様に騒さわがしく去っていく。

　そして両手に厚手の紙コップを抱かかえながら小走りで戻もどってきた。

　そんなに急がなくてもアキラは逃にげないのだが、どうでもいいことにばっかり全力投球なのがリリアンヌというちょっと変わった女の子だ。

　アキラの正面に座ると、まだ熱いコーヒーを音を立ててすすった。

「うーん、エクセレント。やっぱりコーヒーはブラックに限るわよネー」

　半ば棒読みの台詞せりふだった。リリアンヌが超ちようの付つくほどの甘党であることをアキラは知っている。確認するために備え付けのシュガースティックに手を伸のばした。

「二本ほど中身が空になっているようだが？」

「まあっ！　ミステリアスね！」

　驚いてみせるリリアンヌに、アキラは苦笑しながらため息をついた。

　リリアンヌの〈物質転送オービツト〉は、そのまま物質を転送する魔ま法ほうである。シュガースティックの中身だけをコーヒーの中に転送したのだろう。まったくもって魔法の無む駄だ使づかいである。

　しかしおかげでアキラが笑顔になったのも確かではある。これもまた「笑顔に満ちた世界を作る」という魔法少女の理念に適かなっているのかもしれない。

　そんなことを思っているあいだにも、リリアンヌは一方的に話し続けた。

　大学の授業のこと。イタリア料理店で食べた手焼きピザのこと。雑誌に載のっていたスイーツのこと。昨日食べたラーメンのこと。

　ほとんど食べ物の話だったが、よく話題が尽つきないなと感心する。アキラはいつもうなずいたり、時折短く問い返したりするだけだ。

　話題が母親との長電話になったとき、ふとリリアンヌが遠い眼まな差ざしになった。

　きっと故郷のことを思い出したんだろう。もう何年も帰っていないと前に言っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。きっと帰れるよ」

　リリアンヌは驚いたようにアキラを見つめ、やがて静かに微笑んだ。

「アキラにはなんでもバレちゃうね」

「まあ、付き合いも長いからな」

　電話でいつでも話ができるから平気、と言っていたが、故郷から遠く離はなれた場所でずっと過ごすというのはどういうものなのだろうか。アキラにはよくわからない。

「……大丈夫だよ。きっと」

　もう一度言って、リリアンヌの手元に視線を落とした。

「そういう無む駄だ使づかいをやめればな」

　運ばれてきたケーキに目を向ける。まあっ！　とリリアンヌが大げさに驚いてみせた。

「スイーツを食べないなんて生きてる意味ないじゃない。ノースイーツ、ノーライフ！　女子パワーの九割はスイーツで作られているのよ！」

「太っても知らないぞ」

　びくっ、とリリアンヌの持つフォークが止まった。

「べ、別にっ？　ワタシ太ってないし？　カロリーとか胸にいくタイプだしっ？」

「そういえば最近はスカートが多いな。前はパンツも結構はいてたのに」

「ソーリー本当は五キロプラスしましたーっ！」

　あっさりと白状した。しながらもフォークを動かす手は止めなかった。

「そもそも帰れないのは飛行機のチケット代が高すぎるからなのよ。電車なんて初乗り百三十円じゃない」

「それは電車だからだ」

「あーあ。ワタシの魔法でワープできたらいいのにな」

「そのための魔法なのに、ちゃんとそう上手うまくいかないようになっているあたり、リリィのための魔法だよな」

「むうー！　肝かん心じんなところで役に立たない魔法なんて意味ないじゃない！」

　むくれてみせたリリアンヌだったが、不意に目を細めてアキラを見た。

「ありがとうアキラ」

「……なにがだよ」

「ワタシのこと気き遣づかって話題を変えてくれたんでしょ」

「……そんな器用な会話はできないよ」

　コーヒーを飲むふりをして顔を隠かくした。

「照れてるアキラもプリティーねっ。これがギャップ萌もえってやつかしら！　でもね、そんなこと気にしなくても大丈夫だよ」

　そう言って、青い瞳でまっすぐにアキラを見た。

「ワタシは、アキラと一いつ緒しよにいられれば、それで十分だから」

　恥ずかしいくらいのストレートな言葉に、アキラはつい視線を逸そらしてしまう。

「そうか」

　自分でも情けなくなるくらいにつまらない言葉だった。

　こういうときは、リリアンヌのようにしゃべれたらいいのに、と思う。しゃべれたところで、なにを言えばいいのか全然わからないのだが。

　ニコニコ顔のリリアンヌから目を逸らしていると、アキラの足あし下もとに一いつ匹ぴきの小鳥が舞まい降おりてきた。リリアンヌが来る前にパンを与えていた小鳥だ。

　小さなさえずりにアキラがうなずくと、小鳥は再び空に舞い上がっていった。

「もうすぐ雨が降るみたいだ。そろそろ移動しよう」

　そう告げると、リリアンヌがイタズラっ子のような笑みでアキラを見つめた。

「心優やさしい魔法少女には、心優しい魔法が与えられるのね」

　アキラは顔が熱くなるのを自覚した。

　確かに子供の頃ころは、動物とお話ができたらいいな、なんて夢見ていたのだが。

　今の自分には似合わない魔法だということくらいは、アキラだってわかっている。

「ものぐさな奴やつには、ものぐさな魔法が与えられるようにな」

「フフッ、そうね」

　皮肉を言ったつもりだったのだが、リリアンヌの声は楽しそうに弾はずんでいる。

　わけもなく恥ずかしくなって、逆にアキラが黙り込んでしまった。

　ちょうどいいタイミングで携けい帯たいが鳴ったので手を伸ばす。メールは魔法学園からだった。

「緊きん急きゆうコールねえ。ふーん。なにかなっ」

　顔を寄せながらリリアンヌが携帯の画面を覗のぞき込んでくる。

　重要な連れん絡らくがあるため今すぐに魔法学園の第百二十四講義室に来るように、という内容だった。しかも必ず集合のこと、とまである。

　はっきりいってアキラたちは魔法少女としての活動をほとんどしていない。「緊急招集」なんてことがあるのは聞いていたが、実際に招集されたのは初めてだった。これが普ふ通つうなのか、めったにない緊急事態なのか判断がつかない。

　アキラの胸に微かすかな不安がよぎる。

　不ふ穏おんな空気が文面から漂ただよっている。なにか良くないことがあったのではないか。

「まあなんでもいっか。行けばわかるわよね」

　リリアンヌが明るく言い放つ。それだけのことで、胸のモヤモヤが晴れていった。

「そうだな」

　自分でも驚くほど軽くなった声だった。

　悩なやんだって仕方ない。リリアンヌの言う通り、行けばわかるだろう。

　立ち上がったアキラの横にリリアンヌが駆け寄り、するりと腕うでをからませる。

「ねえアキラ」

「なんだ」

「こうして歩いてたらね、やっぱりワタシたちって、カップルに見えるのかな」

「見えるかバカ。ただでさえ変な噂うわさが立ってるのに──」

　リリアンヌがアキラの腕を強く抱だき寄せた。
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「ノープロブレムっ！　ワタシはアキラが相手だったら構わないよ？」

　わざとらしいくらいに明るい口調だが、その瞳はわずかにアキラから逸れていた。頰ほおもほんのりと赤い。かすかに震ふるえる腕が、リリアンヌが振ふり絞しぼった勇気の量を伝えていた。

　すれ違ちがう人たちの視線が自分に向けられている気がする。いや、実際に見られているのだろう。アキラとリリアンヌは大学内でもそれなりに有名な二人だ。

「……あたしたちは友達だろう」

　リリアンヌが不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「ワタシはアキラのこと親友ベストフレンドだって思ってたんだけどな。ただの友達フレンドなんだ？」

「………………。友達だろ」

「アキラのいけずー」

　なんだか古くさいことを言いながらも、組んだ腕は放さない。

　二人の歩ほ幅はばは違うため、アキラはリリアンヌにあわせてゆっくりと歩いた。




　蓮杖アキラは魔法少女だった。

　親友との二人の時間をなによりも大切に思う、ごく普通の魔法少女だった。







　▽１日目 15:30【生存者　残り13名】







　レナたちはプライベートエリアと書かれていた場所に入った。

　細い廊ろう下かが円を描えがくように一周している。相変わらず電球のようなものは見あたらず、天てん井じよう全体がぼんやりと白い光を放っている。レナとフブキが並んで歩こうとすると、どうしても肩かたがぶつかってしまうような狭せまい廊下だった。

「ここはなんなんだろうね」

「私的な空間、という意味になるが」

「自分の部屋ってことかな」

　外側の壁かべには等とう間かん隔かくで扉とびらが並んでいた。扉にはどれも「Private Room」と英語で書かれたプレートが取り付けられている。

「直訳すると、個室、だな」

「それくらいならわたしでもわかるよ」

「本当か？」

「……。おじゃましまーす」

　わざとらしく声をかけながらスライド式のドアを開く。

　中はごく普通の部屋だった。テーブルが一つとイスが二つ。壁かべ際ぎわにベッドが置かれ、脇わきには小さな冷蔵庫のようなものもある。窓の外は相変わらず真っ暗な空間だ。

　室内に一つだけあった扉を開けると、洗面所になっていた。その横に曇くもりガラスのドアがあり、中はユニットバスになっていた。

「小さなホテルみたいだね。フブキちゃんの言う通り個室なのかも」

「どちらかといえばレナが正しいだろう。ここは一人に一室用意された自分の部屋だ」

　十三人の魔ま法ほう少女に十三の個室。確かにそういうことだろう。

「誰だれがどの部屋とか書いてないね」

「好きな部屋を使っていいのではないか」

「じゃあ一番いい部屋にしよーっと」

　意い気き揚よう々ようと他ほかの部屋も順番に開けていったが、結論からいうとどれも同じ作りだった。

　五番目か六番目くらいの扉を開けたとき、レナは先客に気がついた。

「あらっ、さっそくお客さんね」

　輝かがやくような金きん髪ぱつの魔法少女がレナを出で迎むかえる。

　向かいのイスには長身の女の子が座っていた。

　人がいると思っていなかったレナはびっくりして固まってしまったが、やがて誘さそわれるようにふらふらと足が動き始める。

「いい匂においがする……」

「なかなか違いがわかるようね。このコーヒーはアキラが淹いれてくれた特別製なのよ」

　自分のことのようにリリアンヌが自じ慢まんすると、向かいに座るアキラが顔を背そむけるようにして横を向いた。

「大したものじゃない。ここは道具もそろってないからな」

「でも、すごくいい匂いです。家で飲むインスタントのとは全然違う」

「ザッツライト！　アキラの淹れるコーヒーは世界一なんだから。特別にアナタにも飲ませてあげるわね！」

　手て渡わたされたカップを受け取ると、濃のう厚こうなコーヒーの香かおりが立ち上ってきた。コーヒーというものはこんなにも複雑で薫かおり高たかいものだったのかと驚おどろいたほどだ。

　口元に近づけてカップを傾かたむける。流れ込んできた夜色の液体が舌の上に広がり、凝ぎよう縮しゆくされた旨うま味みを開放する。氷のように溶とけて広がっていく豆の香りを口の中で味わいながら、レナは思いっきり顔をしかめた。

「うええ、苦いー」

「そんなアナタにはこれっ！」

　リリアンヌが二本の細い紙かみ袋ぶくろを取り出した。先せん端たんを破ると、中に詰つまった白い粉のようなものが見える。

「この白い魔法の粉をかけると、あら不思議。あんなに苦かったコーヒーがみるみるうちに飲みやすくなるのです！」

「それだとコーヒーの味が──」

　アキラの声を無視してリリアンヌがシュガースティック二本分を入れる。

　再び口を付けたレナは顔を輝かせた。

「ほんとだ！　すごい！　いつも家で飲むコーヒーと同じ味がする！」

「そうでしょう、そうでしょう！　アキラの淹れてくれたコーヒーが世界一なら、ワタシのコーヒーは宇宙一なのよっ！」

「さすがリリアンヌさん！　わたし憧あこがれます！」

　あっというまに意気投合するレナたちの横で、フブキが黙だまってブラックのコーヒーに口を付けた。いつもは無表情な目がかすかに見開かれる。同じくブラックのコーヒーを飲むアキラに目を向け、無言でうなずきあっていた。

「フブキちゃん、いつのまにかアキラさんと仲良くなってるね」

　二人はわずかに見つめ合い、やがてフブキが口を開いた。

「苦労人同士」

　なんのことかわからないでいると、もう一言付け加えた。

「きっと茜とも仲良くなれる」

　となりでアキラがうんうんとうなずいている。

「よくわからないけど、みんな仲良くなれるのはいいことだよね」

　レナは深く考えずにうなずいた。




　リリアンヌたちもレナたちと同じことを思ったらしく、ここを自分たちの部屋とすることにしたという。どちらかの部屋、というわけではなく、二人で一部屋らしい。

「一人一部屋と決まってるわけでもないしね」

「確かにそうですね」

　フブキちゃんわたしたちも一いつ緒しよの部屋にしよう、と言おうとしたレナは、ブルッと肌はだが震えるのを感じた。

「少し寒かったか？」

　アキラが立ち上がり、壁にある端たん末まつを操作した。

　すぐに空気が暖かくなっていくのを感じた。

「エアコンもあるんですね」

「エアコンとは少し違うみたいだな。どうもこれは部屋の空気を直接変化させるらしい」

「そうなのよ。さすが魔法学園の施し設せつって感じ。たとえば三十度にすると──」

　リリアンヌが腕を伸のばして端末を操作する。

　とたんに部屋の中が蒸し暑くなった。全身から汗あせが噴ふき出してくる。

「部屋の空気そのものが三十度になっちゃうのよ。逆に三度とかにすると──」

　再び端末を操作する。

　すると、さっきまで真夏のように暑かった室内が一気に冷たく凍こおり付いた。

「うわっ、寒っ！」

　叫さけぶレナの口から白い息が漏もれる。

　エアコンのように徐じよ々じよに温度を変えていくものとは明らかに違う。部屋の空気が一いつ瞬しゆんにして変化していた。

　アキラが端末を操作すると、部屋の空気が元に戻もどった。

「自分の好きな温度に設定できるということなんだろうが、三度なんて誰が使うんだか」

「こういうヘンに融ゆう通ずうの利きかないところがいかにも魔法学園よねっ」

　リリアンヌが笑った。確かにそうだなとレナも笑う。アキラもかすかに苦笑していた。

　その中で、フブキだけが無表情のままだった。

　部屋を出たあとでもそれは変わらなかった。いつも無表情なフブキだが、その目は明らかにいつもと違う。冷たい視線は、怒おこっているようにも見えた。

「どうしたのフブキちゃん？　やっぱり苦かった？」

　リラックスさせるためにあえて軽口で聞いたのだが、フブキは黙って首を振った。

「違う。もしかしたら、この部屋は──」

　なにかを探すように辺りを見回し、やがてドアの表面に貼はられた「Private Room」と書かれたプレートに目を止めた。

「フブキちゃん……？」

　フブキが手を伸ばす。

　横にずらすと、スライドしたプレートがドアから外れた。

「取り外せるんだ。自分の名前と交こう換かんするためかな」

　フブキは答えなかった。じっとした視線で取り外したプレートを見ている。より正確にいうなら、プレートの裏側を見つめていた。その視線が険しいものになる。

「どうしたの？」

「………………。いや、なんでもない」

　静かな動作でプレートを元の位置に戻した。

「レナ、行こう」

　つかんだ手を引くようにして足早に歩み去ろうとする。

　親友の不可解な態度に戸と惑まどいながらも、レナはその後を追いかけた。追いかけながら、ちらりと見えたプレートの裏を思い浮うかべた。

　そこには「Mortuary」と書かれていた。

　英語が７点のレナには、なにを意味するのかさっぱりわからなかった。




「レナ、すまない」

　バロットルームに戻ってくるなりフブキが謝った。

「少し神経質になっていたようだ。私は──」

「大だい丈じよう夫ぶ、気にしてないよ」

　フブキがなにを思ったのかわからなかったが、レナはそう言った。

　こう見えても、レナはちゃんと自分のことをわきまえている。

　頭が良くないことくらい知っているし、フブキと比べれば足元にも及およばないことだってわかっている。そんな自分がフブキのためになにかできるとすれば、それは自分の性格しかないと思っていた。

　難しく考えるのがフブキの役目なら、そんな考えを明るく笑い飛ばすのがレナの役目だ。

　難しいことを考えるのが悪いことだとは思わないが、そればっかりでは疲つかれてしまう。

　いつでも冷静でめったに表情を変えない親友を少しでも笑顔にできたらいいな、とレナは思っているし、それは初めて出会ったあの日からずっと思い続けていることだ。

　笑顔に満ちた、笑顔の絶えない世界を、フブキにも過ごしてもらいたい。

　レナはそう願っている。

　ちなみに、そんなレナの性格がフブキの心労の一つになっているとは考えたこともない。それもまたレナだった。

「ほら、次に行こう」

　フブキの手を引いて階段を駆かけ上がる。

　その先は「レクリエーションルーム」と書かれた部屋だった。

　ハナやいのりたちがいるとしたらきっとこの部屋だろう。







　▼春風いのり【ゲーム開始３時間前】







　どうして争いはなくならないのだろう、と春風いのりは思っていた。

　魔ま法ほうを込めて、手のひらに意識を集中する。

　あたたかな光がじんわりと浮かび、手の下の銃じゆう創そうを癒いやしていく。痛みに苦く悶もんの表情を浮かべていた男の顔から、しだいに脂あぶら汗あせが引いていった。

　入いれ替かわるようにして憎ぞう悪おの色が濃こくなっていく。

「ちくしょう……！　ぶっ殺してやる！」

　剝むき出だしの殺意を目まの当たりにして、いのりはうつむくように下を向いた。

　傷ついた体は癒せても、心までは癒せない。それがいのりの魔法の限界だった。

　銀行内にはフードをかぶった強ごう盗とうたちと、踏ふみ込んだ機動隊員たちが睨にらみあっていた。強盗たちはカウンターの物もの陰かげから、機動隊員たちは透とう明めいな強化ポリカーボネートの盾たてをかざしながら、お互たがいに銃じゆうを向けあっている。人ひと質じちにされているいのりたちは壁かべ際ぎわから見守ることしかできなかった。

　このところ凶きよう悪あく犯罪が急増している。かつては映画かマンガの中でしかなかった銀行強盗も、今では週に一度は起きていた。

　笑顔に満ちた、笑顔の絶えない世界を作る。

　それが全魔法少女の願いのはずだが、現実は逆行している。

　機動隊員の中には防具に身を包んだ魔法少女もいた。

　すべての魔法少女は〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉という契けい約やくを交わしている。

「いついかなる場合においても相手を死に至らしめてはならない」という、いわゆる「非殺の誓い」だ。武装した魔法少女が手にしているのも、ゴム弾だんを装そう塡てんした暴徒鎮ちん圧あつ用散さん弾だん銃じゆうだった。殺さずに相手を気絶させる「優やさしい武器」というわけなのだろう。

　銀行内には、かすかな衣きぬ擦ずれさえ耳に響ひびくほどの静せい寂じやくがたちこめている。暑くもないのに汗が頰ほおを伝い、張りつめた空気が肌を刺さす。

　見守るだけのいのりでさえこれほどなのだ。実際に銃を向けあっている者たちの緊きん張ちようは、いのりの比ではないだろう。

　張りつめた空気は限界に達しつつあった。いつ暴発してもおかしくない。些さ細さいなきっかけひとつで銃じゆう撃げき戦せんがはじまるだろう。

　それは笑顔に満ちた世界からはほど遠い結末だ。

　その時だった。いのりの携けい帯たいが鳴り響いた。流行の歌に乗せた場ば違ちがいなメロディがメールの着信を知らせる。

「撃うて！」

　それは機動隊と強盗たちと、どちら側からの声だったのだろうか。

　無数の発はつ砲ぽう炎えんが一いつ斉せいに瞬またたき、銀行内をオレンジ色に染め上げた。

　銃じゆう撃げき音。破は砕さい音。薬やつ莢きようの排はい出しゆつ音と床ゆかを打つ甲かん高だかい音。誰だれかの怒ど号ごうと悲鳴が響き、両者のあいだにあった木製のカウンターが音をたてて砕くだかれていく。

　ありとあらゆる音が嵐あらしのように荒あれ狂くるった。

　いのりは床に伏ふせて強く耳をふさいだ。できることなんてなにもなかった。いのりにできることは、死者が出ないように願うことだけ。

　いのりの魔法は傷を治すことができる。でも、はじまってしまった銃撃戦を止める魔法ではない。誰かが怪け我がをしなければ役に立たない魔法。いつだって手て遅おくれとなってからしか使えない魔法なのだ。

　涙なみだがあふれた。

　悲しいからなのか、立ちこめる硝しよう煙えんのせいなのか、自分でもわからなかった。

　悲ひ嘆たんに暮れるいのりは、銃撃音の中に交じる不思議な音に気付いた。

　はじめはかすかな音だった。

　やがて誰かの声だと気づく。

　銀細工のように繊せん細さいで美しい声がいくつも重なり、旋せん律りつを作り、意味を作っていく。

　それは歌だった。

　どれだけ銃撃音が響いていようと必ず耳に届く、美しく澄すんだ歌だった。

　やがて銃撃がやんだ。

　銃を持った腕うでが次々と下りていく。まるで力を抜ぬかれたみたいだった。

　いつのまにか正面の自動ドアが開いている。

　そこに、その人はいた。

「みなさん銃を下ろしてください」

　穏おだやかで美しい声が響く。

　外からの光を背中に浴びた姿は、まるで純白の翼つばさを持つ天使のようにすら見えた。

　となりにショートカットの魔法少女がいたし、背中に幼い魔法少女も隠かくれていた。

　だけど、正面に立つその女性の存在感だけが際きわ立だっていた。

　まるで世界のすべてが彼女を祝福しているような、そんな錯さつ覚かくすらいのりは覚えた。

「なんだてめえは！」

　強盗の一人が銃を発はつ砲ぽうした。

　その瞬しゆん間かん、ショートカットの魔法少女が動いた。いのりには視認できないほどのスピードで床を蹴けると、空中で銃じゆう弾だんを受け止め、銃を持った強盗を床に押おし倒たおした。

「あっぶねーなあ。魔法少女だって撃たれれば痛いし、死ぬことだってあるんだぞ」

「龍美、放してあげて」

　穏やかな声に、龍美と呼ばれた魔法少女が振ふり返かえる。

「でもよハナ──」

「いいの。私は戦いに来たわけじゃないから」

　龍美がしぶしぶながら手を放す。

　男は立ち上がったが、もう銃を構えようとはしなかった。

　張りつめていた空気がなくなっていた。穏やかで落ち着いた空気が流れている。

「みなさん、争いなんて止めて、話し合いましょう」

　機動隊も強盗たちも困こん惑わくするように顔を見合わせ、そして全員が銃を置いた。

　最悪の銃撃戦は、一人の死傷者を出すこともなく収束した。

　まさか、この人が──

　戦せん慄りつにも似た思いで純白の魔法少女を見つめた。

　噂うわさに聞いたことがあった。あらゆる争いを収め、一国の戦争すら止める奇き跡せきの魔法少女がいると。数々の功績から、異例の若さでＳＳ級ライセンスが与あたえられたと。

　世界に五人しかいないＳＳ級の歌声は、世界のどこにでも響かせられるという。

　名前は確か、花霞ハナ。

　笑顔に満ちた、笑顔の絶えない世界。その理想に最も近いとされる伝説の魔法少女だ。

　いのりは憧しよう憬けいの眼まな差ざしでハナを見上げた。

　この人ならきっと、争いのない、笑顔の絶えない、平和な世界を作ってくれる。なんの力もない自分の魔法でも、きっと役に立てる。

　いのりは立ち上がった。

　もしも運命というものがあるのなら、この出会いこそがそうに違ちがいなかった。

　魔法学園から届いたメールのことなど、もうすっかり忘れていた。




　春風いのりは魔法少女だった。

　傷ついた人を癒し、世界の平和を願う、愛の魔法少女だった。







　▽１日目 16:40【生存者　残り13名】







　レクリエーションルームへの階段を上がると、そこはドーム型の部屋を半分に割った部屋だった。床からドームの頂上部分に当たる天てん井じようまで、一面がガラスに覆おおわれている。ガラスの外は完全な闇やみだ。にもかかわらず、部屋全体が明るくて、開放感にあふれていた。

「不思議なところだよね」

　ラウンジルームにいた時も感じたが、真っ暗で恐おそろしいはずの景色なのに、不思議なほど閉へい塞そく感かんがない。

　例えるなら星が一つもない夜の空だった。闇の向こうに無限の広がりが感じられる。

「おそらく私たちがいた世界ではないだろう」

　フブキが冷静に答えた。

　じゃあ別の宇宙とかなのかな、と考えたとき、レナの背筋に冷たいものが走った。

　もしも、の話だが。

　入ってきた時の入口はなくなってしまったし、見取り図にも出口は見あたらなかった。もしも帰る方法がなかったら、ナイトスフィアの中に閉じ込められるのだろうか。どことも知れないこの世界に、永遠に──

「ここは神様がお作りになった夢の世界ワンダーランドよ」

　穏やかな声が響く。

「特とく殊しゆな講義や試験などを行うときに神様が用意するの。私も来るのは二回目だけど」

　純白のドレスに身を包んだ魔法少女が微笑ほほえんでいた。落ち着いた大人の雰ふん囲い気きは、見る者すべてに安らぎを与えてくれる。レナが満面の笑みで駆かけ寄よった。

「お久しぶりですハナさん！」

　レナが魔法少女になったばかりの頃ころ、教育担当として色々教えてくれたのがハナだった。魔法の使い方から、魔法少女としての心得、将来の夢、煩はん雑ざつで面めん倒どうくさい申しん請せい書しよの手の抜き方まで、多くのことを学んだ。

　話し合えば必ずわかりあえる、と思うようになったのもハナの影えい響きようが大きかった。

「久しぶりねレナ。フブキさんも元気そうでなによりだわ」

　やわらかな声をかけられて、フブキも小さく頭を下げた。

「どうも」

「フブキちゃん、なんか機き嫌げん悪い？」

「……。別に」

　そう言いながらもぷいとレナから視線を逸そらしている。ハナが声に出さずに笑ってから、背中に手を伸のばした。

「ほら、アイリも。レナは知っているでしょう」

　背中に隠れていた幼い女の子の背を押す。

　顔だけを覗のぞかせたアイリが、おずおずと視線をレナたちに向ける。

「アイリちゃん、こんにちは」

　レナが笑いかけると、ようやくアイリもはにかむように表情をほころばせた。そのままうつむくようにして顔を隠し、ハナの背中に隠れてしまう。

　ハナが苦笑しながらその頭をなでてあげていた。

「ごめんなさいね。この子ったら、なかなか慣れてくれなくて」

「いえいえ、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　極度の人見知りであるアイリが笑顔を見せてくれただけでも、レナとしては十分にうれしい。会ったばかりの頃は、顔を見るだけで泣いて逃にげ出したのだ。

「この子も、レナみたいにもうちょっと明るくなってくれたらいいのにねえ」

　頰ほおに手を当ててしみじみとつぶやく。そんな仕草にレナは小さく噴ふき出してしまった。

「なんかハナさんって、会うたびにお母さんっぽくなってますよね」
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「えっ!?」

　驚おどろきの声を上げて手を離す。取り出した鏡を覗き込みながら「私そんなに老けてるかしら……」と落ち込んだ様子でつぶやいていた。

「おーっす！　レナっちにフブキっちも、久しぶりだな」

　大声に振り返ると、ショートカットの魔ま法ほう少女が近寄ってくるところだった。

「おうフブキっち。いつかの決着をつけようぜ」

　フブキに向けてファイティングポーズをとる。

　龍美は〈身体強化ドラゴンフオース〉を使う、文字通りの戦う魔法少女だ。

　以前に一度レナに怪我をさせてしまい、フブキと大ゲンカになったことがある。

　レナが慌あわててすぐに止めたのだが、それまでのあいだ〈加速限界アクセル〉を使うフブキが龍美に一度も触さわられることなく圧あつ倒とうしていた。レナの制止があと数秒遅おくれていたら、龍美は病院で数ヵ月を過ごすことになっていただろう。

　再戦を迫せまる龍美に向けて、フブキが冷たく言い放った。

「断る」

　ガクッ、と龍美の肩かたが落ちた。

「なんだよ、相変わらずノリの悪い奴やつだな」

「戦う理由がない」

「なるほど。つまり理由があれば戦うってことだな？」

「まあまあ、龍美ちゃん。ここは狭せまいし、アイリちゃんも怖こわがるから。ね」

　レナがなだめるように言うと、龍美はようやく腕を下ろした。

　龍美にはどうも、口よりも先に手がでる癖くせがある。悪い人ではない、というのはわかっているのだが、力で解決しようという考え方がどうにも苦手だった。

「えっと、そっちの人は、はじめましてだよね」

「はい……はじめまして……。春風いのりといいます……。実はハナさんたちとはまだ会ったばかりなんですけど……」

　いのりが大人しい動作で頭を下げる。

　その表情はどこか影かげが差しているようにも見えた。

「なんか疲つかれてるみたいだけど、大丈夫？」

「はい……私は大丈夫です……。ただ……」

　声をひそませると、自分の体を抱だくようにしてぶるっと震ふるわせた。

「なんだか……嫌いやな予感がするんです……。このままだと……本当に……良くないことが起こるような……。こんなゲーム……早く終わらせたいのですが……」

「大丈夫だよ。だってここは魔法学園の中なんだから。変なコトなんて起こらないよ」

「………………。そうですよね……。きっと……考えすぎですよね……」

　いのりが微笑む。レナにはそれが、無理に作った笑みに見えた。

「いのりっちとは銀行強ごう盗とうの時にはじめて会ったんだよな」

　龍美の言葉にいのりがうなずく。

「犯人と警察たちの間で銃じゆう撃げき戦せんが起こってしまいました……。私はなにもできなくて隠かくれているだけだったんですけど……、ハナさんたちが銃撃戦をぴたりと止めてしまったんです……。その時に思ったんです……。笑顔に満ちた、笑顔の絶えない世界……。それを作れるのは、この人しかいないって……」

　控ひかえめな口調ながらも、その言葉には熱がこもっていた。

　銀行強盗の話ならレナも聞いていた。

「ハナさんの魔法でみんなを落ち着かせたんだよね」

　ハナの〈楽園の歌声フラワリングヴオイス〉は、歌声を聞いた者をハナと同じ穏おだやかな精神状態にする魔法だ。派手さはないが、周囲にいる人を幸せにするハナらしい魔法だった。

「そんなに褒ほめられると恥はずかしいですね。あの時はアイリが偶ぐう然ぜん犯人の方たちの記き憶おくを読んでいたので、止めに行くことができたんです」

　ハナの背中に隠れているためアイリの足しか確認できなかったが、もじもじと照れているのがわかった。

「それに、龍美さんのおかげで被ひ害がいが広がるのを防ぐことができました。いのりさんのおかげで怪け我がをした人たちを助けることもできました。私はただみなさんの気持ちを静めただけ。うまくいったのはみんなのおかげです」

　謙けん遜そんではなく、本当にみんなのおかげだと思っているのが花霞ハナという魔法少女である。

　龍美も照れたように笑い、いのりが尊敬の眼まな差ざしでハナを見つめる。

　超ちようがつくほど人見知りなアイリがハナにだけは懐なついているのもうなずける話だった。







　▼花霞ハナ【ゲーム開始３時間前】







　花霞ハナの歌声は世界中に届く。

　美しく、透とう明めいで、澄すんだ歌声が、銃じゆう声せいが鳴なり響ひびく銀行内へと流れていった。

「みなさん銃じゆうを下ろしてください」

　ハナの歌声を聞いた者は、穏やかで満ち足りた気持ちになる。激しい銃撃戦を繰くり広ひろげていた強盗たちと機動隊員たちが、困こん惑わくした表情で手を止めた。殺し合っていたはずの自分の感情の変化に戸と惑まどっているのだろう。そんな中で、強盗の一人が銃を持ち上げた。

「なんだてめえは！」

　叫さけぶ声と共に銃声が響いた。

　魔法の効き目には個人差がある。普ふ通つうならば、ハナの歌声を聞いてそれでも銃を向けることはできない。魔法に対する耐たい性せいが強かったのだろう。

　放たれた銃じゆう弾だんを龍美が受け止めると、そのまま走り出した。十メートルはありそうな距きよ離りを一秒とかからずに走り抜ぬけ、銃を持った男を押おし倒たおす。

「あっぶねーなあ。魔法少女だって撃うたれれば痛いし、死ぬことだってあるんだぞ」

「龍美、放してあげて」

「でもよハナ──」

「いいの。私は戦いに来たわけじゃないから」

　龍美がしぶしぶといった様子で離れる。

　倒された男は立ち上がったが、もう銃を持ち上げようとはしなかった。

　笑顔に満ちた、笑顔の絶えない世界を作る。それが現代の神様が掲かかげる目標であり、全魔法少女の願いでもある。そういうことになっている。

　だけどハナの願いはそんなに大層なものではない。ハナの願いは、ただ一人の女の子を笑顔にしたい。それだけだ。

　携けい帯たいが震え、メールの着信を告げる。そこには「緊きん急きゆう召しよう集しゆう」の文字があった。

　ハナは少しのあいだその文面を凝ぎよう視しした。

　長い魔法少女活動の中で一度だけ噂うわさに聞いたことがある。多くの魔法少女を集めて行われるという「ゲーム」の話を。

　噂では、それが行われたのはもう何十年も前ということだったが──

　背中に震える気配を感じて、ハナは思考を中断した。

　アイリの〈共有記憶リーデイングメモリー〉は触ふれている人の記憶や思考を読み取る魔法だ。ハナが思おもい浮うかべていたことも読んでしまったのだろう。

「大丈夫よアイリ」

　幼い顔が上を向き、おどおどとした視線で見上げてくる。

　人前に出るのが怖くて、人と話をするのも苦手な、だけど本当は明るい女の子。ハナと二人きりの時は、あのね、あのね、と拙つたない言葉遣づかいで一いつ生しよう懸けん命めいに話してくれるのだ。

「大丈夫だからね」

　小さな体を腕うでいっぱいに抱だきしめる。

　あの人はもういない。

　ハナにはもうアイリしか残されていないのだ。

　いきなり抱きつかれたアイリは驚いたように身じろぎをしたが、やがて小さな手を伸ばすと、ハナの頭をそっとなでた。

　びっくりしてアイリを見やる。幼い顔が不安そうにハナを見ていた。

　どうやら不安を見み抜ぬかれてしまったらしい。

「ありがとう。アイリは優やさしいわね」

　アイリがはにかむように下を向く。その頭をもう一度なでてから、ハナは立ち上がった。

　人と話すのが怖いのは、その人がなにを考えているのかわからないからだ。そんな臆おく病びような性格が、人の心を読み取る魔法を生み出してしまった。相手に触れなければ発動しないのは、自ら他人と関かかわれるようになれ、というメッセージだろうか。

　それを伝えるのは、ハナの役目だ。

　どんなに怖い人に見えたって、話せば必ずわかりあえる。怖がる必要なんかまったくない。世界はいつだって平和で、笑顔に満ちあふれているのだから。

　それをアイリに知ってほしかった。

　ハナの歌声は世界中に届く。アイリのために世界を平和にする魔法だ。




　花霞ハナは魔法少女だった。

　誰だれよりもアイリの幸せを願う、母性に満ちた魔法少女だった。
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　レクリエーションルームを出たレナは、そこで足を止めた。となりの階段に目を向ける。その先は確か「ウエポンルーム」と書かれていたはずだ。

「直訳すれば、武器庫、だ」

「やっぱりそういう部屋なのかな……」

　レナは気が重くなるのを感じた。

　武器などというものがあるから戦いが生まれるのだ、と思う。

　世界から銃が一つ残らずなくなれば、銃じゆう犯はん罪ざいはなくなるだろう。武器が一つ残らずなくなれば、戦争もなくなるのではないだろうか。

　武器がなければ戦いを止められない、と龍美は言うのだろうし、茜もきっとそう言うのだろう。もしかしたらフブキだって同じ考えかもしれない。それは理解できる。彼女たちは戦う魔ま法ほう少女だ。戦って世界を平和にする。それでもやっぱりレナは思うのだ。

　武器は平和の証あかしではない。憎にくしみの証だ、と。

　ウエポンルームはレクリエーションルームと同じドームを半分に割った形をしていた。ただしガラスは一枚もなく、白い壁かべに覆おおわれている。

「なに、これ……」

　思わずうめいた。となりのフブキが無表情で部屋を眺ながめている。

　そこには名前の通り数々の武器が並べられていた。

　傘かさや杖つえといった魔法少女らしい武器から、刀やナイフといった一部の魔法少女のためのものもある。レナが使うマジカルステッキも用意されていた。おそらくここに集められた魔法少女たち全員の分が用意されているのだろう。

　そして、並べられているのはそれだけではなかった。

　壁には小型拳けん銃じゆうから機き関かん銃じゆうまで無数の銃が掛かけられている。ショーケースの中にはショットガンが飾かざられていた。となりには片手斧おのからハルバードまでがそろえられている。刃は渡わたり二メートル以上もある大たい剣けんの横に、鎖くさりの先に刺とげ付き鉄球を溶よう接せつしたモーニングスターがあった。手しゆ裏り剣けんや投げナイフ、クロスボウガン、巨きよ大だいな釘撃ち機パイルバンカーにアイアンブーメラン。火か炎えん放射器や液体窒ちつ素そもある。木製の箱にぎっしりと詰つめられているのはダイナマイトだった。よく見ればクレイモアと思われる対人地じ雷らいや、Ｃ４などの高性能爆ばく薬やくも用意されている。壁に立てかけられた黒い筒つつ状じようの物体は対戦車ミサイルだろうか。

　そこはウエポンルームだった。古今東西の武器を網もう羅らした、文字通りの武器庫だった。

「なんで、こんなのが……」

　どうして用意されているのだろうか。明らかに護身用としての用よう途とを超こえている。

　これでは、まるで──

「──……ッ」

　自分の思考を断ち切って階段を駆かけ下りた。

「レナっ」

　あわてて追いかけてくるフブキの足音を聞きながら、レナは自分の思考を恥はじた。

　あんなことを思うなんて間ま違ちがってる。そんなはずがない。ここは神様が作った空間だ。だったら、あるはずがないのだ。

「あ、レナさん。夕食ができたみたいですけど──どうしたんですか？」

　茜の声が聞こえたため、レナは無む理り矢や理りに笑顔を作った。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。なんでもないよ」

　茜がレナの後ろに続く階段を見上げた。

「そういえば、ここってウエポンルームとかいう部屋なんですよね。やっぱりそういう部屋でしたか？」

「あ、うん。そうだね。茜ちゃんの刀とか、カレンちゃんの傘とかもあったよ」

　そう告げると茜が少しだけ苦笑した。

「傘って言うと不ふ機き嫌げんになるんですよ。傘じゃなくて、闇やみのアンブレラらしいです」

　レナは声に出さないで笑った。

　茜もつられたようにもう一度笑い、ラウンジルームへの道を戻もどりはじめた。

　その背中を見ながら、ほっと息をつく。

　言えるわけがなかった。

　まるで、殺し合うために用意された部屋のようだった、などとは。







　夕食はシチューだった。たっぷりの野菜と、とろとろに煮に込んだ大振りの霜しも降り肉。鼻をくすぐるピリッとした香こう辛しん料りようの香かおりがレナたちの食しよく欲よくを刺し激げきする。のだが。

「どう見ても冷え切ってるね……」

「こういうところが魔法学園ですよね」

　レナと茜がそろってため息をつく。

　やっぱり魔法学園を統とう括かつする何者かは自分たちとどこかがズレているのだろう、と思わずにはいられない。

「まあボクに任せてよ」

　くるみがさっそく料理に取りかかる。

　備え付けのコンロに火をつけると、その上にシチューの入った鍋なべを置いた。

「あれ、魔法は使わないの？」

「温め直すだけだしね。それに、今回はそのほうがいいんだ。すぐにわかるよ」

　くるみが少年のような顔を笑みに変える。

　それからしばらくもしないうちに、香こうばしい匂においが漂ただよいはじめてきた。

　元々食欲をそそる匂いだったが、温められたことにより甘みが加わっている。匂いを嗅かぐだけで口の中に味が広がるような、豊かな芳ほう香こうが部屋いっぱいに満ちていった。

　つられるようにして他ほかの魔法少女たちがレナたちの下もとに集まってくる。

「シチューをコトコト煮込んでいくと、しだいにいい匂いが漂ってくる。その匂いにつられてみんなもだんだんと笑顔になっていく。そんな光景を見るのが好きなんだ」

　そう語るくるみもどこか幸せそうだった。

「くるみちゃんは本当に料理が好きなんだね」

　レナの言葉にくるみの手が一いつ瞬しゆんだけ止まり、すぐに恥ずかしそうな笑みをみせる。

　悲しそうな表情を見た気がしたが、レナはなにも言わなかった。




　昼の時と同じようなグループに分かれていたので、レナたちも茜たちと一いつ緒しよに食べることにした。

「スフィア内はどんな感じでしたか？」

　カレンと一緒にずっとここにいたという茜が尋たずねてきた。

「うーんとね、丸かった」

「さすがレナさん、すごくざっくりですね」

「二階に見取り図があるから、あとで見ておくといい」

「ありがとうございます。あとで確認しておきます」

「あれれ？　わたしの感想に感謝は無し？」

　茜たちが無視してシチューを食べはじめたため、レナもスプーンを手に取った。

「あ、そうそう。プライベートルームっていうのがあってね、一人一部屋使っていいみたいだったよ」

「ほう、我が部屋を用意するとは殊しゆ勝しような心がけだ」

「部屋はどこも同じ感じでした？」

「うん、どれも同じだったかな。もう何人かは自分の部屋を決めたみたいだったよ」

　あとであたしたちも移動しないとなあ、と茜がつぶやく。その袖そでをカレンが引っ張った。

「喜ぶがいい。貴様には我が部屋に入る権利を特別に与あたえてやろう。用が済んだら我が部屋に足を運ぶがよい」

「なんだよそれ、もっと素直に──」

　茜の言葉が途と中ちゆうで途と切ぎれ、イタズラめいた笑みを浮うかべた。

「いや、遠えん慮りよしとく。カレンも疲つかれてるだろ」

「えっ？　ク、ククク……。この程度で我が疲れを感じるなどあり得ぬ。だから気にせず我の部屋に来るといい」

「無理するなって。あたしも疲れてるしさ。今日はゆっくり休むよ」

「え、あ……」

　カレンが見開いた瞳ひとみで茜を見上げる。

　その目に、じわりと涙なみだが浮かんだ。

「カレンのこと、嫌きらいになったの……？」

「うわっ!?　ごめん、ウソだよ！　最初からカレンと同じ部屋にするつもりだったよ！」

「ほんとう……？」

「本当だって。カレンを一人になんて危なっかしくてできないよ」

「カレンのこと、嫌いになったんじゃないの……？」

「そんなわけないだろ。だからほら、もう泣きやめって」

「うん……」

　頭をなでる茜の手の下で、カレンがぎゅっと抱だきついている。

　そんな二人の様子を、レナはニコニコと見つめていた。

「うーん、今日もご飯が美味おいしい」

「レナは時々わけが分からないことを言う」

「えー、フブキちゃんも美味しいって思わない？」

「夕食は美味しい」

　茜が遠慮がちにレナたちへと顔を向けた。

「あの……。恥はずいんであんまり見ないでもらえますか……」

「えへへ。そんなことないよ。茜ちゃんもカレンちゃんもかわいい」

「全然人の話聞いてませんね……」

「レナとは時々話が通じなくなる」

「えー、そんなことないよー。そんなフブキちゃんもかわいいよ？」

「……か、かわいいとか、困る……」

「ずっと思ってたんですけど、フブキさんって結構チョロいですよね……」

　茜があきらめたようにため息をつき、しがみつくカレンの頭をゆっくりとなでてやった。




「カレンも、もう少し自信を持てればいいんですけど」

　シチューのおかわりを取りに行ったカレンの背を見ながら、茜がつぶやいた。

「カレンのやつは、学校じゃ大人しくて全然しゃべんないんですよ」

　レナが目を向けても、茜はカレンを見つめたままだった。

「魔ま法ほう少女の時だけ、あんな演技ができるんです。まるで演技をしている自分こそが本当の自分だっていうみたいに。そんなことないって、教えてやりたいんですけど」

「茜ちゃんはカレンちゃんを助けたいの？」

「助けるとかそういうんじゃなくて、なんというか……嫌いな自分を切り捨ててるみたいで、なんか……」

　カレンが言いにくそうに言葉を選ぶ。

「わたしは、カレンちゃんはあのままでいいと思うけど」

　レナの言葉に、茜はムッとしたようだった。

「本当にそう思いますか？」

「うん。無理に変わる必要なんかないよ。それに──」

　言いかけたレナの言葉は、カレンが戻ってきたことによって中断された。

「ククク……。我のいない間に謀はかりごとか？　せいぜい我を楽しませるといい」

　尊大な態度で席に着く。先ほど見せたか弱い一面は微み塵じんも感じられなかった。まるで弱い自分を切きり離はなしているようにも見える。茜が気にするのも無理のない話だった。

　カレンがスプーンを手にとってシチューをすくう。茜がそれを見て気がついた。

「おい、ニンジンが残ってるじゃないか」

「愚ぐ問もんだな」

　カレンが低い声でつぶやく。

「これはエデンの林りん檎ご。食する者を速すみやかに死へと誘いざなう恐おそるべき蛇へびの果実よ」

「ニンジンは野菜だけどな。残すなよもったいない」

「ほう。そこまで言うからには貴様は食べられるのだろうな。この猛もう毒どく、果たして貴様に耐たえられるのか試してみるのも一興か──あうっ」

「いらないよ。自分で食べろ」

「あぅ……。ニンジン嫌きらい……」

「なんでだよ。美味しいじゃないか」

「なんか……味とか、食感とか……あと色もちょっと……」

「あ、そうだ。いいこと思いついた。カレンちゃんちょっと待っててね」

　カレンのシチューを手に持つと、くるみたちの座るグループへと近づいていく。

　ちょうどメガネ姿のキョーコがシチューを口に運ぶところだった。

「ペロ……。これは、青酸カリッ！」

「あれっ、青酸カリって一口で死んじゃうんじゃ……？」

　レナがつい素直な感想を口にすると、キョーコの口がへの字にひん曲がった。

「ちっ。これだから新参は。半年ロムってろ」

「？？？」

　怒おこられているらしいのだが、なにを怒られているのかさっぱりわからなかった。

「あ、レナごめんね。キョーコのことは気にしなくていいから」

　くるみが取りなすように言い、それからキョーコのほうを向いた。

「半年ロムってろはちょっと古くない？」

　キョーコが口をますますひん曲げた。レナにはもうなにがなんだかわからない。

「それでレナ、どうしたの？」

「ああ、うん。カレンちゃんがニンジン嫌いで食べられないっていうから、くるみちゃんの魔法で美味しくできないかなーって」

　そう言ってシチューを手て渡わたす。

　受け取りながらも、くるみが困ったような顔になった。

「美味しくするのは意外と難しいんだよね……」

「ニンジンは美味しくできないの？」

「美味しさは人によって違ちがうというか……甘くしたり辛からくしたりならできるけど」

「くるみの魔法はそういうところで融ゆう通ずうが利きかないからな」

「ニンジンのどこが嫌いなのかわかれば、なんとかなるかも」

「味と食感と色が苦手って言ってたよ」

「つまり全部ダメなんだ……。どう料理したら食べられるようになるかな……」

　くるみが料理方法に頭を悩なやませる。

　その横でサクヤが声をこぼした。

「くるみさんのおかげで料理は美味しくいただけますが、景色が少し寂さびしいですわね」

　周囲は一面のガラスに覆おおわれているが、外はかすかな明かりすらない真っ暗な闇やみだ。

「もう少し見た目にも楽しめますと、もっと美味しくいただけるのですが」

「確かにそうだよね。神様もそういうところ気を遣つかってくれてもいいのに」

「神様、ですか？」

　サクヤが意外そうにレナを見た。

「ハナさんが言ってたんだ。ここは神様が作る夢の世界なんだって。試験だか授業だかで来たことがあるって言ってたよ」

「そうでしたか。神様が、ここを……」

　サクヤが口元に手を当てて考え込む。

　その視線が冷たく感じられて、レナは少しだけぞくりとした。

「サクヤちゃん……？」

「あら、ごめんなさい。少し考え込んでしまいましたわ。わたくしはここには初めて来ましたから、きっとＳ級かＳＳ級に上がるための試験なのかもしれませんわね」

　ニコリと上品に微笑ほほえむ。まるで作ったかのように完かん璧ぺきな笑みだった。

「レナ、できたよ」

　くるみが手にしていたシチューを差し出してきた。

「なんとかシチューを食べられるようにしてみたんだけど」

　受け取りながら、レナはその言い方に引っかかるものを感じた。

　シチューを見ると、ニンジンが見あたらない。これならカレンでも食べられるだろう。

　テーブルにあるくるみのシチューに視線を移す。ニンジンが山盛りになっていた。

　ニコッと笑顔を浮かべる。

「くるみちゃんの魔法ってすごいんだね？」

「いやー、たはは……」

　くるみが引きつった笑みを浮かべた。

「うまく料理方法が思い浮かばなくて……。そしたらキョーコが、魔法なんか使わなくてもこうすればいいじゃないって……」

「私のせいにするな」

　メガネの奥からジト目を向けられて、くるみが首をすくめた。

「まあいいか。ありがとうくるみちゃん」

　礼を言ってカレンのところへと向かう。要は食べられればいいのだ。

　受け取ったカレンが、ほう、と感かん嘆たんの声を上げた。

「苦しゅうない。褒ほめてつかわそう」

「レナさん、これニンジンが無くなっただけなんじゃ……」

「くるみちゃんの魔法だよ？」

　レナは人のせいにした。

　茜がため息をつく。

「便利な魔法ですね……。でもまあお礼は言っておかないとな。ほらカレン、行くぞ」

「う……。し、しかし我は、見知らぬ他人と会話すると呪のろわれた右みぎ腕うでの聖なる封ふう印いんが強化されてしまう病で……」

「設定グダグダじゃないか……。そんなんでどうするんだよ。もっとあたし以外とも話ができるようにならないと」

「でも……」

　カレンの小さな手が茜の袖そでをぎゅっとつまむ。

「茜がいてくれれば、それでいい……」

「……あーもう！」

　茜の手がカレンの頭をぐしゃぐしゃとなでる。怒るに怒れなくなってしまったようだ。

　レナが微笑ましく思いながら見ていると、ふいに閃ひらめくものがあった。

「そうだ。カレンちゃんの魔法でお礼をするっているのはどうかな」

「えっ？」

　カレンが不思議そうな顔をする。

「サクヤちゃんが言ってたの。外の景色が真っ暗なだけだからつまらないって」

　意図を察した茜もうなずく。

「それいいですね。カレンの魔法はこういう時のためだし」

「え、でも……」

　カレンがうろたえながらレナと茜を交こう互ごに見やり、顔を隠かくすようにうつむいてしまった。

　茜の言う通り、素すのカレンは内気な女の子のようだった。自分に自信を持てず、殻からの内側にこもってしまっている。

　だけどレナは、自己紹しよう介かいの時に見たカレンの魔法を思い出した。

　ただ周囲を黒くしただけにもかかわらず、奈な落らくの底に落ちていくような浮ふ遊ゆう感かんすら感じたのだ。それを違う景色に使えたら、もっとすごいことができるはずだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。カレンちゃんの魔法なら必ずできるから」

　そう言ってもカレンは顔を上げようとしない。

　レナはうつむくカレンの正面に立つと、言葉に魔法を込めて言った。

「本当だよ。カレンちゃんの魔法は本当にすごかったんだから。だから自信を持って」

　カレンが驚おどろいたように顔を上げた。

　その瞳ひとみをまっすぐに見つめ、レナはニコリと微笑む。

　カレンは動かなかった。迷っているようにも見える。手にした傘かさを見下ろして、じっと黙り込んでいた。

　その背を押したのは、親友の言葉だった。

「いつも通りにやればいいんだよ。このあいだの虹にじだって、みんな喜んでただろ」

　カレンの目が茜を見た。そして、手にした傘を天てん井じようへと伸のばした。

「開け冥めい宮きゆうの扉とびら！　我が招令に応じて真実の世界を開かい闢びやくせよ、〈幻想投影デウス・エクス・マキナ〉！」

　闇のアンブレラが勢いよく開く。

　窓の外を一条の流星が横切った。

　通り過ぎる一いつ瞬しゆんに強く瞬またたき、鮮あざやかな白い光を残して消える。

　闇を切り裂さく白い光に、全員の目がそちらを向く。

　その視界の両りよう脇わきを、今度は二筋の光が駆かけ抜ぬけていった。

　振ふり返かえる暇ひまもなく四つの赤い流星が前後左右から流れ落ちる。

　深紅の煌きらめきが消えるより先に青い星が降り、闇に残る残光をオレンジの光が塗ぬりつぶす。青と緑の星が重なり合って砕くだけ散ちり、紫むらさきの星ほし屑くずとなって闇の中を舞まい上がる。次々と輝かがやく閃せん光こうにレナは圧あつ倒とうされた。

　赤い星が、青い星が、緑の星が、黄色い星が、空を駆けるたびに部屋を色とりどりに染め上げ、闇の中に光の尾おを刻んでいく。

　窓の外に極ごく彩さい色しきの雨が降る。

　虹を砕いて空に撒まいた、七色の流星群だった。

「わあ……！」

　レナが感嘆の声を上げる。

　あたり一面が色とりどりの星にあふれていた。

「こんなにきれいな魔ま法ほうは初めて目にしました」

　うっとりとため息をつくハナの横で、アイリが瞳を輝かせたままカレンを振り返った。

「お姉ちゃん、すごい……！」

　ハナが驚いてアイリを見下ろす。レナや龍美も思わず見つめてしまった。

「おお……。アイリっちがしゃべった」

「アイリさんが話すの……初めて見ました……」

「いいなーカレンちゃん。わたしもまだアイリちゃんに話しかけられたことないのに」

　注目されていることに気づいたアイリがハナの後ろに隠れる。

　その様子を見ながら、ハナがうっすらと微笑んだ。

「そうよね。本当にきれいだもの」

　それきり誰だれも話さなくなった。

　光を残しては消える流星の舞いに見入っていた。

　星々の騒そう演えんは数分で終わった。

　光の尾もしだいに薄うすれ、窓の外は再び闇に閉ざされた。

　けれど、目の裏には今も七色の軌き跡せきが焼き付いている。鮮せん烈れつな光が記き憶おくの中でいつまでも輝き続けていた。

　誰かが手を叩たたいた。

　小さな拍はく手しゆはすぐに広がり、やがてラウンジルームいっぱいに響ひびき渡った。

「すごかったよカレンちゃん！」

「やるなーカレンっち」

「ボク、すっごい感動しちゃった！」

「あのようなすばらしい景色は、地球上のどこでも見られませんわ」

　次々に上がる賞賛の言葉を前に、カレンは目を丸くしていた。

「なに驚いてるんだよ」

　茜が苦笑しながらカレンの背中に手を当てる。

「みんなカレンのことを褒めてるんだ。もっと自信を持てって」
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「で、でも……あたしは……」

　大勢から褒められることに慣れてないのか、小さな声が途と中ちゆうで切れた。

　カレンの周りには今も人だかりができている。口々に七色の魔法を褒めたたえていた。

　はじめこそ上手うまく答えられないでいたカレンだったが、茜と一いつ緒しよにいる内になんとかぎこちないながらも笑顔を浮うかべられるようになっていた。




　やがて人だかりも薄れ、それぞれの席に戻もどっていく。最後にハナと話していたカレンが、レナたちのほうへと戻ってきた。

「ククク……。喜べ、貴様を──」

　いつもの低い声でつぶやこうとし、それを途中で押しとどめた。口を固く引き結び、なにかをこらえるようにぎゅっと目をつぶる。その背中に茜がそっと手を添そえた。

「ほら、自分で言うんだろ」

「うん……」

　うなずき、もう一度顔を上げた。

「さっき、ハナさんに誘さそわれたの。今回のことが終わってここから出たら、一緒にご飯に行きませんかって」

「わあ、よかったね」

　レナが声を上げると、カレンが視線を逸そらしながら言った。

「それで、その、レナさんも、一緒にどうかなって」

「わたしも行っていいの？」

「うん……」

　たどたどしくも小さな言葉でうなずく。

　低く押し殺したような声ではない、カレンの本当の声で話していた。殻に閉じこもった自分ではなく、これが本当の自分なんだというように。

「レナさんのおかげだから……。あの時、大丈夫って言ってもらえたから、頑がん張ばることができて……」

「それは違ちがうよ」

　レナは首を振って否定した。

「すごかったのはカレンちゃんだよ。もしわたしがカレンちゃんと同じ魔法を使えたとしても、同じ景色は作れない。わたしにはあんなにキレイなものは思いつかないもん。

　わたしはカレンちゃんが羨うらやましいよ。だって、カレンちゃんの中にはあんなにキレイなものがあるってことでしょ。それってすごくステキなことじゃない。だからね──」

　うつむきがちだったその頭に手を乗せる。驚くカレンの頭をそっとなでてあげた。

「──無理なんかしなくていいよ。いつものカレンちゃんのほうがわたしは好きだな」

「レナさん……」

　カレンの瞳がレナを見上げた。

　幼い瞳がじわりと揺ゆれる。硬かたい氷が溶とけていくように、ゆっくりと、透とう明めいな雫しずくが浮かび上がる。やがてカレンの口元に笑みが浮かんだ。尊大で妖あやしい、いつもの笑みが。

「ク……、ククク……。我としたことが情けない。斯か様ような者に正体を暴あばかれるとは。貴様も腕うでを上げたようだな」

　押し殺した低い声を響かせる。

　尊大に胸を張るカレンの頭をなでながら、レナも微笑ほほえんだ。

「そっかー。わたし腕を上げちゃったかー」

「あんまり甘やかさないでくださいよ……」

　そうぼやく茜も、どこかほっとしたように見える。

　なんだかんだいって、やっぱりいつものカレンが好きだったのだろう。

「今こ宵よいは特別に気分が良い。次の晩ばん餐さん会には、我が究極奥義を披ひ露ろうしてやろう」

「なにそれすごそう。楽しみにしてるね」

「ククク……。せいぜい貧弱な想像力を駆く使しするがいい」

　人はいきなりは変わらない。

　それに、ちょっと演技がかったところもカレンの魅み力りよくだとレナは思っている。

　暗い笑みを浮かべるカレンの顔は、レナにはとても晴れやかな笑顔に見えていた。







　時計を見ると十時を少し過ぎたところだった。

　夜の投票まではまだ時間がある。レナは部屋に戻って休むことにした。

　フブキは調べたいことがあるといってスフィア内を探たん索さくしている。

　部屋の温度を設定してベッドに横になると、すぐに睡すい魔まがおそってきた。なんだかんだで疲つかれていたのだろう。まどろむレナの耳に、廊ろう下かで話す誰かの声が聞こえてきた。

「フブキさん。貴女あなたならそろそろ気づいているのではないのですか？」

「……。推測にすぎない」

「よろしいのですか。レナさんには教えなくても」

「教えたところで、どうすればいい」

「あら。あらあらあら」

　サクヤが上品な笑い声を上げた。レナにはそれが、嘲ちよう笑しようする声に聞こえた。

「フブキさんとは思えない発言ですわね。そんなの、決まってるじゃありませんか。わたくしたちにできることは一つだけ。たったの一つだけです」

　わざと空けたような間のあとに、サクヤの声が響く。

「魔ま女じよを〝処しよ刑けい〟するだけですわ」

　その声は笑っていた。獲え物ものを前にした獣けものの声だと思った。







　▼〈魔女〉【ゲーム開始１時間前】







「ファッキン魔女のてめーには教えといてやる。こいつは殺し合いのゲームだ」

　まだゲームのはじまっていない薄うす暗ぐらい部屋でそいつが言った。

「てめーが最後の生存者となったときにこのゲームは終わり、願いが叶かなえられる」

　多くの魔法少女の命を生いけ贄にえに捧ささげて、叶うはずのない願いを叶える。

　それは天使が与あたえた奇き跡せきだろうか。それとも悪あく魔まが仕し掛かけた誘ゆう惑わくだろうか。

　声に出さずに苦笑した。

　どちらでも同じだ。すべての準備が整い、ゲームはもうはじまろうとしている。今さら後あと戻もどりなんてできない。

　胸には密ひそかな決意があった。

　自分の願いが世界の理に反していることは知っている。だから世界そのものを変えることにしたのだ。

　許されることではないだろう。しかし、後こう悔かいもためらいもない。

　たとえ世界のすべてを敵に回してでも、この願いだけは必ず果たしてみせる。

「ひとつだけアドバイスをやろう」

　恩着せがましくそいつが笑う。

「迷うなよファッキン魔女。遠えん慮りよなんかすんな。存分にやれ。盛大にやれ。徹てつ底てい的てきにやれ。一いつ切さいの容よう赦しやも呵か責しやくもなく最後の一人に至るまで完全完かん璧ぺきに狩かり尽つくせ。でなきゃ死ぬのは自分だ。てめーが死ぬか、てめー以外が全員死ぬか。こいつはそういう生きるか死ぬかオールオアナツシングのデスゲームなんだよ」

　言われるまでもない。

　ためらう理由は、自分の中にはもうなにひとつとして残っていないのだから。







　▽１日目 23:50【生存者　残り13名】







「レナ。時間だ」

　フブキの声で目が覚めた。時計を確認すると十二時十分前だった。

「もうみんな集まっている」

　意識がはっきりしない。頭に靄もやがかかっているような気分だった。

「大だい丈じよう夫ぶかレナ」

「フブキちゃん。なんかわたし、眠ねむる前に夢を見たような気がして……。フブキちゃんと、サクヤちゃんが──」

「レナ」

　フブキが優やさしく諭さとすように言った。

「眠る前に夢は見ない」

「………………。それもそうだね」

　ベッドから下りたレナは、簡単に身だしなみを整えてからバロットルームに向かった。

　円形のテーブルにはすでにレナたち以外の全員が席に着いている。

　大半がレナのように眠たそうな顔をしていた。

「遅おそくなってごめんなさい」

「まだ時間前だからノープロブレムだよっ」

　リリアンヌが明るく言った。やっぱりどこか眠たそうだった。

　座ってから程なくして、スフィア全体に鐘かねの音が鳴った。

　ガラスの鐘を打つような、涼すずやかで荘そう厳ごんな音が響ひびく。

　十二回数えたところでフィアが現れた。

「みなさまお久しぶりなのです。魔女は見つかりましたですか？　ではではこれより夜の投票──〈アリスハンガー〉をはじめるのです」

　まだ眠ねむ気けの取れないレナの横で、フブキが小さくつぶやいた。

「魔女の裁判アリスハンガー、か……」

「ルールは前回と同じなのです。魔女と思う人の名前を書いて、投票口に入れてほしいのです。一番多くの票を集めた人が魔女であるとして〝処刑〟されるのです」

　フィアの愛らしい声を聞きながら、レナは胸の奥でかすかにうずくものを感じた。

　気になることは多かった。魔ま法ほう学園の中でまさか変なことが起きるはずはないと思うが、それにしては妙みように不安を煽あおるものが存在するのも確かだ。

　なにもわからないまま、漠ばく然ぜんとした不安だけが胸の中にある。

　魔女とはなにか。いつになったら帰れるのか。なんのためにこんなゲームをするのか。

　フィアは、魔女を〝処刑〟する、と言った。

　まさか本当に〝処刑〟するはずがないだろう。なにかの比ひ喩ゆに決まっている。でも、なんの比喩なのか。それはレナにもわからない。

　疑問は尽きなかったが、考えても答えは出なかった。

「制限時間は五分間なのです。ではでは、投票を開始してください、なのです」

　なんとかなるだろう。そう思うことにした。

　レナが望まなくても、魔法少女として活動していれば危険な目に遭あうことはある。くぐってきた修しゆ羅ら場ばの数も一度や二度ではない。フブキも同じだし、他の魔法少女も同じだろう。それにナイトスフィアは「笑顔に満ちた世界」を目指す現代の神様が作った空間だ。間ま違ちがいが起こるわけがない。

　結局レナは投票用紙にカレンの名前を書いた。

　他ほかのみんなも少し悩なやんだようだったが、やはり同じように名前を書き、投票した。

　最後に残ったのは茜だった。

「レナさん……」

　不安に揺ゆれる声が響く。

「大丈夫、ですよね……？」

　なにが、とは聞かなかった。

「大丈夫だよ」

　レナはそう答えた。根こん拠きよはない。それでも、そう言うしかなかった。

　はっきりとした答えを持っている魔法少女は一人もいない。漠然とした不安を希望的な観測で打ち消している。

「そ、そうですよね。こんなことで、そんなこと、あるはずないですよね……」

　茜もまた、レナの言葉で不安を打ち消したようだった。

　最後の一人が投票をすませると、フィアがくるりと宙を舞まった。

「投票の終しゆう了りようを確認しましたなのです。みなさまありがとうなのです」

　明るい声が響く。

　誰だれもなにも言わなかった。妙に重苦しい空気が流れている。

　魔女とはなんのことなのかまるでわからないままだから探しようがないし、投票先を変える理由もない。投票結果は昼と同じになるだろう。

　魔女とはなんなのか。なんのためにこんな投票ゲームをさせられるのか。〝処刑〟とはなにを意味するのか。

　その答えが、これでわかるだろう。

「……答え？」

　レナの声が震ふるえた。

「答えって、なに……？」

　処刑が本当に〝処刑〟なのかどうか？　じゃあ、もし本当だったら……？

　とんでもない間違いを犯おかしてしまった。そんな後悔が押し寄せてきた。きっとなんとかなる、などと都合のいい言い訳をして、考えることを放ほう棄きしてしまった。

　カレンは魔女ではないだろう。わかっていたのに誰が魔女であるか探そうとしなかった。

　引き返すことのできた分かれ道は至るところに存在し、レナはそのすべてで間違えた。無む邪じや気きにカレンの名前を書いた。

　気がつくとフブキの手を握にぎっていた。震えているのが自分でもわかる。

　取り返しのつかない焦しよう燥そう感かんがレナの身を切り刻む。暑くもないのに汗あせが流れ、視界が不安定に揺れる。

　魔女を〝処刑〟する。その言葉は、本当に──

「大丈夫」

　フブキの落ち着いた声が聞こえた。

「レナは私が守る」

　揺れていた視界が収まり、思考が平静を取とり戻もどす。

　そうだ。すべては推測で、なんの証しよう拠こもないただの妄もう想そうだ。こんなお遊びみたいな投票で誰かの命が奪うばわれるなんて、そんなバカみたいなことあっていいはずがない。

　そう言い聞かせた。強く握り返してくる手のひらの強さが、レナが正しいと言ってくれている気がした。

　根拠のない希望を足がかりにして顔を上げる。

　投票はもう終わってしまった。その結末を、レナは確認しなければならない。

「ではでは、集計が完かん了りようしましたので、結果発表なのです」

　投票結果は変わらないだろう。

　でもそれは、レナが思っていたのとは少し違ちがう理由かもしれない。

〝処しよ刑けい〟が本当に〝処刑〟であるならば、なおさら友達には投票できないだろう。それでも投票をしなければならないとしたら、誰かを犠ぎ牲せいにするしかない。

　投票しても良心の痛まない、投票されてもしかたのない理由のある誰かを生贄に──

　フィアが腕うでを天てん井じように向ける。現れた光のキューブに結果が表示された。




　煌カレン　12票

　刀堂茜　　１票




「というわけで、最多得票者は十二票の煌カレンさんなのです！」

　予想通りの結果に驚おどろきはなかった。注目していたのはその先だ。

　これからなにが起こるのか。それを確かめようと固かた唾ずをのんで見守る中で、カレンが胸を反らすような姿勢で立ち上がった。

「ククク……。まったく愚おろかな奴やつらよ。まだ解わからないのか。我は魔ま女じよなどという存在ではない。我こそは運命を流る浪ろうし、天命と共に現世に舞い降おりた転生体ルシファー。その力の顕けん現げんなのだから」

　いつも通りのカレンにレナはほっとした。

　そうだ。なにを恐おそれていたんだろう。本当に〝処刑〟なんて、されるはずないのに──

　安あん堵どするレナの目の前で、くるん、とフィアが宙を舞った。

　小さな腕を振ふり上げると、光のキューブが形を変えて、巨きよ大だいな三日月の姿になった。




「神様に逆らった悪い魔女に天てん罰ばつを──処刑執行エクスキユージヨン！」




　振り下ろされた光の鎌かまが、カレンの心臓を切きり裂さくように透とう過かする。

　その瞬しゆん間かんだった。

　カレンの体が不自然に傾かたむいた。

　目が焦しよう点てんを失い、バランスを失った体が前のめりに倒たおれる。頭がテーブルを打つ固い音が響いたにもかかわらず、カレンはぴくりとも動かなかった。

「お、おい、どうしたんだよ。今度はなんの真似まねだよ」

　茜が引きつった笑いを浮うかべながらカレンの肩かたを強く揺さぶった。

　その体がぐらりと揺れ、テーブルの下に転がり落ちた。

「お、おいっ!?」

　慌てて抱だき起おこす。首だけが後ろにだらりと垂れ下がった。人の首はあんなにも曲がるものなのかと、場ば違ちがいな感想がレナの頭に浮かんだ。

「演技なんだろ？　どうせまた変な設定なんだろ？　カレンはいつもやりすぎるんだよ。だからあたししか友達ができないんだよ……」

　茜の声は震えていた。崩くずれそうになる笑みを必死に抑おさえながら、カレンの体を揺する。小さな体は揺らされるまま左右に動いている。

「なあ、なにやってんだよ……」

　その声はもう笑っていなかった。涙なみだがにじみ、手は震えている。

「約束したじゃないか。みんなでご飯食べにいくんだろ。あんなに楽しみにしてたじゃないか。今度はすごいものを見せるんだって、寝ねないで考えてたじゃないか……」

　カレンは答えなかった。

　目を閉じたまま、糸が切れた人形のように手足を投げ出している。

「なあ、頼たのむよ。目を開けてくれよ。なにやってんだよ。どうしてだよ。どうしてこんなことになるんだよ。おかしいだろ。こんなの、おかしいだろ……」

　茜の顔がついに崩れた。

　大おお粒つぶの涙が後から後からこぼれ落ちていく。

　涙をぬぐうことも忘れて、カレンの体を激しく揺さぶった。

「目を開けろよ……目を開けろよバカ野や郎ろう！」

　叫さけぶ声が広い室内に反はん響きようする。

　サクヤがそっと屈かがみこみ、動かないカレンの手首に指を伸のばした。

　誰もなにも言わず、黙だまってその光景を見つめている。

　茜のくぐもった泣き声だけが響ひびいている。




　思えば。

　今この瞬間まで、本当の意味でのゲームはまだはじまっていなかった。

　集められた意味を理解せず、これから起こることを知らず、流されるままに行動しているだけだった。

　サクヤが首を振る。




「死んでいますわ」




　自らが入れた票の重さを知った時、ゲームはその姿を変えた。

　コードネーム「アリス・イン・ナイトスフィア」。

　十三人の魔ま法ほう少女は今や十二人となり、なおも球形の監かん獄ごくに閉じ込められている。

〝ゲーム〟がはじまる。

　死と恐きよう怖ふと疑ぎ心しん暗あん鬼きが交差する、命を賭かけた投票ゲームが。
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「ふざけるんじゃねえ！」

　茜の怒ど号ごうが響いた。

　サクヤの胸ぐらをつかみあげる。

「死んでるって、どういうことだよ！　ふざけたこと言ってるんじゃねえぞ！　死ぬなんて、こんなことでそんなこと……あるわけないだろっ!!」

　サクヤはなにもせずに怒ど鳴なられていた。

　激しく響く声とは真逆に、茜の手が滑すべり落ちる。

「なんでだよ……なんでこんなこと……」

　横たわるカレンのそばにうずくまり、嗚お咽えつを漏もらす。

　レナにも信じられなかった。

　死んだ？　本当に？　こんなことで？

　頭が混乱して目の前の現象を受け入れられない。

　それでも、横たわったまま動かないカレンの体からは、生気と呼ぶべきものがなにも感じられなかった。精せい巧こうな人形を見たときのような不気味な感覚が這はい上がってきて、レナは思わず寒気を覚えた。

　沈ちん黙もくするレナたちの前で、フィアがにっこりと愛らしい笑みを浮かべる。

「処刑が完了しましたなのです」

　あまりにも明るく言われたため、しばらく言葉の意味がわからなかった。

　処刑。投票。魔女。

　ぐらりと視界が歪ゆがむのを感じて、イスの上から体が落ちた。

　冷たい汗が頰ほおを伝って流れる。

　処刑。まさか、本当に……。

「ですが、煌カレンさんは魔女ではなかったのです」

「ふざけるな！」

　茜の怒鳴り声が響き、小さなフィアの体を握りしめた。

「どういうことだよこれは！　こんな──こんなことになるなんて、聞いてねえぞ！」

「聞いてない……？」

　ぞわり、と全身の毛が逆立つような寒気が襲おそってきた。

　周囲の空気がどす黒く変色していく。

　愛らしいフィアの笑顔が、突とつ如じよとして真横に引き裂かれた。

　引きちぎるような音を立てながら口元を真横へと広げ、不ふ揃ぞろいの牙きばを見せつける醜しゆう悪あくで歪んだ笑みを形作る。

「ククク……カカカカカカカカカカカカカカッ！」

　耳みみ障ざわりな笑い声がこだまする。

「聞いてねえとはお笑いぐさだなファッキン魔法少女アリス！　何度も教えてやったはずだ。ファッキン魔女に生きる価値はねえから見つけしだい〝処刑〟するってな」

　突とつ然ぜんの変へん貌ぼうに驚く茜に向けて、醜悪な笑みを近づけた。

「それともあれか、オママゴトかなんかと勘かん違ちがいしたってのか？　だとしたらそいつは悪かったな。てめーらのスカスカの脳みそに合わせて説明してやったつもりだったんだが、それでもまだ足りなかったらしい。だけどまあ、もうわかっただろ？　くだらねえ日常は今日で終わり。ここからはクソくだらねえゲームのはじまりだ。魔女を見つけて、処刑しろ。たったそれだけのクソみてえに簡単なゲームだ」

「カレンは魔女じゃないだろうが！」

「てめーらが選んだんだろ」

　茜の腕が痙けい攣れんするように震ふるえる。

　限界まで力を込められたフィアの体は明らかに握にぎり潰つぶされていたが、毒々しい笑みはわずかも揺ゆらがなかった。

「投票は十二票だ。言い訳はできねえ。最も多くの票を集めたから〝処しよ刑けい〟された。ピザの箱みたいに薄うすっぺらな脳みそでもこれくらいは理解できんだろ？　それともあれか？　両手の指を超こえたら数えらんねーのか？」

「てめえ……」

　茜の声が震え、手を放した。

　下ろした腕が腰こしの刀に触ふれる。

　次の瞬間、抜ぬき放はなった刃やいばがフィアの体を両断していた。

　レナにはその動作どころか、わずかな残像すらも見えなかった。

　遅おくれて短い悲鳴がいくつも響く。

　真っ二つに切り離された妖よう精せいの下半身が地面に落ちた。小さな羽を光らせる上半身だけがそのまま宙に浮き続けている。

　いきなり、両断された断面から触しよく手しゆがあふれ出した。触手はそのまま膨ふくれ上がり、体長二メートルはありそうな巨大な筋肉質の上半身を形成する。

　熊くまのような巨きよ体たいの首から上に、手のひらほどの大きさしかないフィアの体がちょこんと乗っている。アンバランスでグロテスクな造形にレナは吐はき気けがこみ上げてきた。

「ケンカなら高く買うぜファッキン魔法少女アリス！」

　フィアが丸太のような腕うでを振ふり上げ、茜に向けて振り下ろす。

「遅おせえ──」

　巨きよ大だいな腕を最小限の動きでかわすと、刀の柄つかに手を触れさせた。

「──刀堂流抜ばつ刀とう術、居の型四番『秋あき笹ざさ』」

　激げつ昂こうする感情とは真逆に、その動作は無気力なまでに緩ゆるやか。

　全身の力を抜いた状態から滑り出された刃はしなやかで無む駄だがなく、触れる物をすらりと切り裂いてしまう。

　舞まい落ちる笹の如ごとく自然体で、空を切る葉の如く鋭するどい、無む避ひ無防の斬線が閃ひらめいた。

　刀がフィアの腕を切り裂き、〈分離切断テンコマンド〉によって増ぞう幅ふくされた剣けん圧あつが天てん井じように鋭い斬ざん痕こんを刻む。ありとあらゆる物を切り裂く魔法だ。防ぐことはできない。

　しかし──

「なっ!?」

　神速の刃は二の腕の半ばまでを切り裂き、分厚い筋肉に挟はさまれてそこで止まった。

　小さなフィアが醜悪に顔を歪ませる。

「おいおい。フィア様は神の御み使いだぜ。貧弱魔法少女アリスの魔法なんざ効かねえよ」

　切きり裂さかれた腕を持ち上げる。挟まれた刀が茜の手から奪うばい取られた。

「理解したか？　理解したら笑えよ魔法少女アリス。それがお前らの仕事だろ」

　丸太のような豪ごう腕わんが茜を直ちよく撃げきする。

　骨を砕くだく音が断続的に響き、壁かべに叩たたきつけられた茜の体が濡ぬれた破は裂れつ音を響かせた。

「安心しろ、峰みね打うちだ。ッてか？　クカカカカカカッ！」

　フィアがけたたましく笑う。

「最初だからこの程度で許してやるよ。だが次はねえ。てめーらクソビッチの体を潰すことなんざ、コーラのボトルを潰すよりも簡単なことなんだ。寛かん大だいな処置に感謝しろよ」

　誰だれも動かなかった。フィアにおびえた視線を向け、圧あつ倒とう的てきな力を前にイスの上で硬こう直ちよくしていた。サクヤとフブキだけが変わることなくフィアを見つめている。

　いのりが慌あわてて茜の下に走っていった。かざした手のひらから淡あわい光が漏れはじめる。

　魔法が発動したということは、少なくとも茜はまだ生きているということだ。そのことにレナは少しだけほっとした。

「胸クソ悪いことにファッキン魔ま女じよは今もてめーらの中で笑っていやがる。こいつは我が慢まんならねえ。カマ野や郎ろうにケツを差し出すよりも我慢ならねえことだ。そこで手を貸してやる。ファッキン魔女を炙あぶり出だすための追加ルール──〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉を決めさせてやろう」

　テーブルの中央に置かれていた石板が浮うかび上がり、わずかに光を放ちはじめた。その表面に書かれていた言葉をレナは思い出す。

『グリモワール』

『定められたルールを遵じゆん守しゆせよ』

　室内の空気がわずかに揺れる。

　言葉にするならばそれは、今度はなにがはじまるんだ、という恐きよう怖ふ心しんの現れだった。

「ファッキン魔女のやつは狡こう猾かつで、てめーらには見つけられそうにもねえ。だからルールで縛しばる。スフィア内で守らなければならない決まり事をひとつてめーらで決めるんだ。このルールは絶対だ。こいつはクソっ垂れマザーフアツカーの魔女でも犯おかせねえ。ただし制限時間は十五分間だ。それ以上は待てねえ」

「ルールとはなんだ。どうやって決めればいい」

　たずねたフブキの眼前にフィアの醜悪な顔が近づけられる。

「てめーらで好きに決めな。決まったらこのフィア様に言え。それで完かん了りようだ。クソするよりも簡単だろ？」

　相変わらずの少ない説明に、サクヤが手を挙げる。

「それはどのようなものでもよろしいのですか？」

「構わねえぜ」

「では、魔女は自ら名乗り出ること、などはいかがでしょう」

　けたたましい笑い声が響ひびいた。

「クカカカカッ。なるほど面おも白しれえ。だがそいつはダメだ。ルールってのはみんなで仲良く守るもんだろ？　特定の誰かだけに強制するものは認められねえ。それでなくともそんなものを認めるわけねえだろう。空気ぐらい読めよクソビッチ」

「制限時間を過ぎるとどうなる」

「どうもならねえ。今回の〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉は制定されない。それだけだ。こいつはあくまでも、愚おろかなてめーらに与あたえられた神様の慈じ悲ひだってことを忘れるな。救いの手をつかむのも、振り払はらうのも自由ってわけだ。ちなみに残りは十二分。長いようで短いぜ」

「決めたルールを破るとどうなる」

　その質問を待っていた、とでもいうようにフィアの口がニヤリと歪んだ。

「〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉は魔女を探すための追加ルールだ。これを破ることはつまり魔女ってことだ。なので〈魔女の裁判アリスハンガー〉同様処刑される」

「つまり死ぬということか」

　フブキのストレートな言葉にレナはびくりと震えた。

　カレンが倒たおれた現実をまだ受け止め切れていない。なにかの間ま違ちがいではないのか。心の奥ではまだその可能性にすがりついている。

　そんなレナの心境をまったく無視してフィアが醜悪に笑う。

「そうだ。具体的には心臓が止まる。なので結果的にはそうなるな。クカカカカッ」

　室内がしんと静まり返った。

　視線こそ向けないものの、全員が同じ方向を見ているのがわかった。

　光の鎌かまで心臓を切り裂かれたあの時の光景が、今も目に焼き付いている。

　心臓麻ま痺ひ。それがカレンの死因だったのだ。

「どうして……」

　小さな声が静かに響く。ハナの声だった。

「どうしてこんなことをしないといけないの……」

　血の気の引いた顔が真っ白になっている。こんな時ですら声の美しさが損なわれることはなく、哀あい愁しゆうを帯びてさらに惹ひきつける声となっていた。

「もうイヤよ……。こんなひどいこと、もうやめましょう……」

　元々ハナは打たれ強いほうではない。世界の平和を真に願えるのも、一種幼よう稚ちともいえる精神のおかげだった。

　よく言えば夢見る少女だが、悪く言えば子供のように幼い精神ということだ。

　両手で顔を覆おおい、すすり泣くように声を漏もらす。アイリがハナの腕にすがりつき、心配するような目で見上げた。

「ありがとうアイリ……」

　幼い頭をなでながら、ハナは涙なみだをこぼし続けた。アイリの瞳ひとみにも透とう明めいな滴しずくが浮かぶ。

　涙を浮かべるのは二人だけではなかった。あちこちからすすり泣く声が響きはじめた時、レナはこの異常事態に気がついた。

〈楽園の歌声フラワリングヴオイス〉。対象者の感情を使用者と同調させる魔ま法ほう。

　ハナの悲しみが歌声となって室内に響き渡っていた。ハナはアイリと抱だき合あうようにして泣いている。自分の魔法に気がついていない。

　レナの目にも涙が浮かび、尋じん常じようではない悲しみが心を支配しようとする。なにもかもすべてを放り投げて泣き出してしまいたいという衝しよう動どうをどうにかこらえ、顔を上げた。

「ハナさん！　ハナさん……っ！」

「レナ……？」

　正気に戻もどったハナが濡れた瞳でレナを見上げた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　しっかりしてください」

「ええ……。大丈夫、大丈夫よ……」

　明らかに大丈夫ではなかったが、泣き止んだことで歌声も止まった。レナの胸を襲おそっていた悲しみが薄れていく。

「〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉は魔女を見つけるために決めると言っていたな。どんなルールを定めれば魔女を見つけられる。いや、そもそも魔女とはなんだ？」

　フブキが空中のフィアに向かって問いかける。

　醜しゆう悪あくな笑みの妖精はニヤついた表情でレナたちを見下ろしていた。

「卑いやしくも魔法少女アリスの分際で神様に最大の反逆をしでかしたファッキン野郎のことだ」

「先ほども仰おつしやっていましたが、神様に対する最大の反逆とはなんのことでしょうか」

　フィアは相変わらず答えない。かわりにフブキが口を開いた。

「考えられるのは『いついかなる場合においても相手を死に至らしめてはならない』という誓せい約やくを課した〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉だろう。笑顔に満ちた世界を作る、という神の理想を体現した誓いだ。これを破ることは神に対する最大の反逆、といえるのではないか」

「つまり魔女とは、殺人を犯した魔法少女、ということでしょうか」

「可能性はある。〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉を破った魔法少女がどうなるのかは知らないが」

「わたくしの知り合いに〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉を破ってしまった方がいます。殺人を犯したわけではなく、その直前で神様に察知されたので今回のケースとは少し違ちがうのですが。そのときは一時的に魔法少女の資格を剝はく奪だつされ、魔法も使えなくなりました。数日で元に戻ったと聞いていますが、いずれにせよ──」

「ねえ、もうこんなゲーム止めようよ……」

　レナの小さな声が、二人の議論を押しとどめた。

「新しいルールを追加するのなら『もうこんなゲームを続けてはいけない』にしようよ。どうしてこんなことを続けないといけないの。どうして、こんなひどいこと……」

「いいねえ。悪くないぜその偽ぎ善ぜん的精神。だがひとつ教えてやろう。〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉はゲーム内に新たなルールを追加するのではなく、ナイトスフィア内に新たな法則を書き加えるものだ。ゲームの中止や、ゲームのルール改変はできねえ」

「じゃあ、もう投票なんかしない。してはいけない。そういうルールならいいの？」

「いいぜえ。それはお前らが守るべき約束事だからな。だが最初に説明したはずだ。投票を棄き権けんするような行こう為いは禁止する。これに違い反はんしたやつは、魔女を探す意志がないものとして厳重な処しよ罰ばつをする、とな」

「処罰、って……どうなるの……？」

　レナの震ふるえる声を、フィアの耳みみ障ざわりな声が笑い飛ばした。

「クカカカカッ！　それくらい薄うすっぺらいてめーの頭でもわかるだろ？　魔女を探す気のねえやつに生きる価値はねえ。つまりはそういうことだ」

「そんな……」

　絶句したレナだったが、すぐに対案が思い浮かんだ。

「だったら、誰かを傷つけてはいけない、ならどうかな」

　フィアが処罰を行うというのなら、その処罰自体を禁じてしまえばいいはずだ。

　レナの提案に、サクヤが婉えん然ぜんとした微笑ほほえみを浮かべた。

「それには反対ですわ」

　まさか反対されるとは思っていなかったため、驚おどろいてサクヤを見た。

　華はなやいだ微笑みがニッコリとうなずく。

「非平和的な手段が物事の解決に役立つこともあるのです」

　わずかも揺ゆらぐことのない笑みが、かえってレナには恐おそろしく感じられた。

「それに先ほどの話を聞いておりますと〝処しよ刑けい〟や〝処罰〟はゲームのルールに則のつとって科されるペナルティと受け取れます。〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉がゲームのルールに干かん渉しようできないなら、〝処刑〟や〝処罰〟も適用外ということになるのではないでしょうか」

　そうなのだろうか。サクヤにそう言われるとそんな気もしてくる。

「じゃあ『悪いことをしてはいけない』ならどうかな」

　不意に上がったくるみの提案に、フィアは耳障りな声で笑うだけだった。

「そいつは悪くねえが、抽ちゆう象しよう的で具体性に欠ける。悪いこととはなんだ？　クソっ垂れマザーフアツカー共にとっちゃ死んだ母親のケツを犯すことなんざ日常茶飯事だが、宗教家共にとっちゃ生き娘むすめが男に見つめられただけで死罪なんだろう？」

「神様に逆らってはいけない、とかなら？」

「悪くはないと思いますが、少し範はん囲いが広くはないでしょうか」

「悪いこと、でしたら……、人の物を盗ぬすんではいけない……などはどうでしょう……」

　茜の治ち療りようを終えて戻ってきたいのりのつぶやきに、サクヤがうなずく。

「面白そうな案だと思います」

「他人から命令されたら従わなければならない、とかならどうだ」

　キョーコの提案には首を振ふって否定した。

「それは危険すぎます。死ねと言われたら、死ななければなりません」

　次々と声が上がっていく中で、フブキが静かに口を開く。

「全員にルールを課しながらも、実質的には魔ま女じよだけに作用するルール。それが望ましいのだろうが、魔女がなんなのかわからなければルールで縛しばりようがない。魔女とはなんなのか。まずはそれを探る必要がある」

「おいおい悠ゆう長ちようなこと言ってんじゃねえぞクソビッチ。残りは五分だ。いつまでもちんたらやってねえでさっさとファッキン魔女を見つけやがれ」

「多数決にいたしましょう」

　サクヤが提案した。

「決めたいルールを紙に書いてください。最も票数の多かったルールを採用したいと思います。とはいえ、みなさんでバラバラに書いてしまうと決まりませんでしょうから、いくつかに数を絞しぼりましょう。

『人の物を盗んではいけない』『神様に逆らってはいけない』あたりでしょうか」

「人を傷つけてはいけない、もだよ」

　レナの指し摘てきにサクヤが笑みを浮うかべる。

「そうでしたわね。失念しておりました。ではみなさま、投票用紙に制定したいルールをお書きください。書いた方からわたくしに渡わたしていただけると助かります」

　レナはテーブルの下から投票用紙を取り出すと、少しだけ悩なやんでから「人を傷つけてはいけない」と書いた。

　折りたたんでサクヤに回しながら、他の魔法少女たちを見る。

　ハナは自分と同じルールに投票するだろう。逆にサクヤは「人を傷つけてはいけない」に反対していた。違うルールを書くのではないか。茜の怪け我がはもう治っていたが、壁かべ際ぎわに座り込んだまま成り行きを見守っている。投票する気がない、というよりは〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉についてよくわかっていない様子だった。フブキは……きっと同じように書いてくれる、とレナは信じた。

　考えるうちに投票が終しゆう了りようした。サクヤが紙を広げて数えていく。

「それでは結果を発表いたします。

『人を傷つけてはいけない』　　　３票

『神様に逆らってはいけない』　２票

『人の物を盗んではいけない』　　４票

　よって〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉は『人の物を盗んではいけない』にしようと思います」

　えっ……？

　レナは驚いて顔を上げた。まさか負けるとは思っていなかった。

　慌あわてて周囲を見て、すぐに気付く。

　ハナとアイリの前に白紙が残されたままだった。

　ハナは深く落ち込み、アイリがすがりつくようにして懸けん命めいに慰なぐさめている。とても投票できるような精神状態ではなかったのだろう。二人は棄権したのだ。

「レナさんも、構いませんわね？」

　レナはしぶしぶながらもうなずいた。結果は結果だ。決まってしまったものは仕方がない。それに「人の物を盗んではいけない」というルールに不満があるわけでもない。それは言われるまでもなく、悪いことに違いないのだから。

　フィアが空中でニヤリと笑った。

「それで決まりか？　なら〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第一の約定は『人の物を盗んではいけない』に決定する」

　浮かび上がっていた石板に光がともる。

「定められたルールを遵守せよ」の文字の下に第一の約定が刻み込まれた。

　フィアの体がくるんと宙を舞まう。

　醜悪に笑んでいた表情が消え、元の愛らしい笑顔に戻った。

「ではではこれで〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉の制定を終わりますです。よりいっそう魔女探しに励はげんでほしいのです。ではまた会いましょう、なのです」

　明るい声を残してフィアの巨きよ体たいがかき消える。

　なんとか乗り切った、という安あん堵どがどっと押し寄せてきた。

　それにしても、とレナは思う。「人を傷つけてはいけない」にまさか３票しか入らないとは思わなかった。自分のように考えてくれる魔ま法ほう少女は、実は少ないのだろうか。

　そう思って室内を見回したときだった。レナの頭にある考えが浮かんだ。

　サクヤは「人の物を盗んではいけない」が最も多かったと言った。流されるままに決まってしまい、まるで疑問に思わなかった。しかし。

　誰かがそれを確認したのだろうか。

　サクヤの両りよう隣どなりにはキョーコとくるみがいたはずだが、二人ともサクヤの仲間だ。多少の「数え間ま違ちがい」があったとしても黙もく認にんするだろう。

　いや、それだけではない。レナでさえ気付いたようなことなのだ。フブキだってとっくにわかっていたはずだ。わかった上で、なにも言わなかった。サクヤの決定を受け入れた。フブキもまた、レナの案に反対だったのだ。

「フブキちゃん、どうして……？」

　フブキがはっとしたように振り返る。それから顔を背そむけるようにして視線を逸そらした。

「……力がなければ、レナを守れない」

　絞り出すようにかすれた声だった。

　やがて他の魔法少女たちも席を立ちはじめる。

「ハナっち、大だい丈じよう夫ぶか？」

　龍美が声をかけても、ハナはぐったりとうなだれるだけだった。

「明日あしたもありますし……そろそろ……休んだほうが……」

　龍美が肩かたを貸して起きあがらせる。プライベートエリアへと向かうハナに、アイリがぴったりと寄より添そっていた。手を握にぎったりしてハナを懸命に元気付けようとしている。

　ハナたちが移動したのに合わせて他ほかの魔法少女たちも席を立ちはじめる。

　誰もなにも言わなかった。疲つかれた表情で自分たちの部屋に向かっていく。サクヤだけがたおやかな笑みで会え釈しやくをしていった。

　最後に残ったのはレナとフブキ、それに茜だった。

　いのりの魔法で完治した茜は、倒れたカレンのそばで立ち尽つくしている。

「茜ちゃん……」

　声をかけたレナは、茜の表情を見て口をつぐんだ。

　茜は、静かに涙なみだを流していた。その表情からはなんの感情も読みとれない。無表情に見開いた目から涙だけがあふれていた。

「部屋に運んでやろう」

　そう言ったのはフブキだった。

「いつまでもここに置いておくわけにはいかない。部屋に運んでやるほうがいい」

　茜の首がぎこちなく動く。

　フブキの顔を見て、それから再び足あし下もとを見下ろすと、無言でカレンの体を背負った。

「あ、手伝うよ……」

　レナの言葉にも反応せずに黙もく々もくと歩きはじめる。

　深夜だからか、プライベートエリアの廊ろう下かは薄うす暗ぐらくなっていた。前を歩くフブキの背中がかろうじて見える程度だ。

　部屋の一つに入り、カレンの体をベッドの上に横たえた。そうしているとまるで眠ねむっているだけみたいに見えて、レナの目に新たに涙が浮かんだ。

　ほんの数時間前はあんなに楽しそうだったのに、あの笑顔は二度と見られないのだ。

　茜の涙はもう涸かれていた。カレンの顔をじっと見つめるその表情は、ハナとはまた違ちがった意味で真っ白になっている。痛ましくてとても声をかけられない。

　長いあいだ立ち尽くした後、カレンの前まえ髪がみをそっと整えてやってから背を向けた。

「あ、あの、茜ちゃん……」

　レナの呼び止める声に茜の足が止まった。

「その、わたし──」

　謝りたかった。

　投票前の茜に、根こん拠きよもなく大丈夫だと言ってしまったことを。

　不安は確かにあったにもかかわらず、ひどいことなんか起こるはずがないと、安易な答えに逃にげてしまったことを。

　もっと考えれば、現実に向けて対処すれば、きっと結果は変えられたはずだ。

　ごめんなさい、なんて言ったところで現実は変わらない。それでも、なにも言わないでいるわけにはいかなかった。

　親友を失った茜をこのまま行かせてしまったら、きっと取り返しのつかないことになる。

　レナはそう思った。

　しかし──

「──……っ」

　振り返った茜の瞳ひとみを見て、レナは息を吞のんだ。

　そこにはなんの光もなかった。死人のように真っ黒な瞳があるだけだった。

　乾かわいた視線がレナを見つめる。

　レナがなにも言えないのを確認すると、ふらつく足取りで部屋を出ていった。

　レナはその場にしゃがみ込んだ。

　なにも言えなかった。なにかを言わなければならないとわかっていたのに、茜の鬼き気き迫せまる迫はく力りよくに圧あつ倒とうされて言葉を失ってしまった。

　真実を伝える魔法なんてなんの役にも立たない。

　肝かん心じんなときに、レナは、たったの一言も言えなかったのだ。

　うなだれるレナの体を寒々しい空気が包む。

　目を上げると、フブキが壁かべの端たん末まつを操作して温度を調節していた。

「どうしたのフブキちゃん……？」

　吐はく息が白い。最低温度に設定したのだろう。なぜそんなことを、と思ったとき、唐とう突とつにあるひとつのことを理解した。

　理解し、そして打ちのめされた。

　このままにはしておけない、というフブキの言葉。低すぎる室温。わざわざドアプレートの裏に隠かくされていた文字。

　そのすべてが、たった一つの事実を示している。

「出よう、レナ」

　促うながされるままに部屋を出る。フブキがゆっくりと扉とびらを閉じた。

　扉の向こうでは今もカレンが眠り続けている。低い室温の中では遺体も傷まずに、いつまでも安置されるだろう。

　そのために作られた。最初からそのための部屋だったのだ。

　初めて訪れたときにフブキが顔色を変えた意味がようやくわかった。

　ここはレナたちが寝ね泊とまりするための部屋ではない。

　本当の用よう途とはプライベートルームの裏に書かれている。

「ここは『Mortuary』──霊れい安あん室しつだ」







　夜はフブキの部屋で過ごした。

　死者を安置するための部屋なのだとわかっていても、疲れ切った体は睡すい眠みんを欲ほつしていた。

　おぼろげな意識の中で眠り、そして目を覚ます。

　すべて夢だったらいいのに。

　そう思って目を開いたが、そこは見慣れた自分の部屋ではなく、狭せまい室内に簡素な家具だけが置かれたナイトスフィアの部屋だった。

「おはようレナ。もう朝食ができているらしい」

　先に起きていたフブキが声をかける。

　いつもフブキちゃんに起こしてもらってばかりだな、とぼんやり思った。

　今もそうだし、昨夜もそうだった。授業中に居い眠ねむりしていると先生に指される前にこっそり起こしてくれるし、家にまで起こしに来てくれたおかげで遅ち刻こくしないで済んだことも一回や二回ではない。

　目の前のフブキはいつも通りだった。

　冷静で無表情な顔からは、親友がなにを思っているのかレナには読み取れない。

　こんな状じよう況きようでもいつも通りなのは、当たり前のことなのだろうか。

　顔を洗ってラウンジルームに下りる。

　すでに多くの魔法少女が席に着いていた。

　一様に表情は暗い。サクヤと一いつ緒しよにいるキョーコやくるみは食事に手を付けていないし、一人離はなれたところに座る茜はそもそも食事を持ってきていない。アキラとリリアンヌは少しずつだが口にしているようだった。

　ハナたちの姿はまだ見えない。昨日の憔しよう悴すいぶりを思い出してレナは心配になった。

　あとで様子を見に行こう、と考えていると、フブキが二人分のトレイを持ってきた。

「少しでも食べたほうがいい」

　スーパーにでも売っていそうな普ふ通つうの食パンに、銀紙で包まれたマーガリン。しなびた野菜からは水気が失われ、コーヒーは相変わらず冷めていた。

　食しよく欲よくをそそるようなメニューでもないのに、レナは手を伸のばした。

　こんな時でもお腹の空すく自分が薄はく情じように思えて、少しだけ悲しくなった。

「いつになったら帰れるのかな……」

　弱気な言葉が口から漏もれる。

　フブキは答えなかった。

　聡そう明めいなフブキならその答えはきっとわかっていたはずだ。それでも口を開くことはなく、静かな視線をじっと手元の食器に落としている。

　レナにだって本当はわかっていた。

　ゲームが終わるまでレナたちは出られない。

　ゲームが終わる時、すなわち魔ま女じよを見つけて〝処しよ刑けい〟するまでだ。つまり──

　静かなラウンジルームで味気ない食事が進む。それでも出て行こうとする者はいなかった。心を癒いやす静かな時間こそが、レナたちには必要だった。

　そのわずかな安あん寧ねいすらも、ナイトスフィアは許さなかった。

　鋭するどい悲鳴が静せい寂じやくを切きり裂さく。

　絹を裂くような声を聞いて、フブキとサクヤが真っ先に立ち上がった。迷うそぶりも見せずに階段を駆かけ上がっていく。レナも慌あわてて追いかけた。

　バロットルームへと駆け上がり、開いていた扉を抜ぬけてプライベートエリアに入る。

　狭い廊下を半周もしないうちにフブキの姿を見つけた。

「フブキちゃん、なにが──」

「来るな！」

　鋭い声にレナの足がびくりとすくむ。

　いつもは無表情な顔を険しく歪ゆがめていた。

「〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉があるのに、なぜ……っ」

　嚙かみしめた唇くちびるの間からうなり声を漏らす。

　フブキは開いた扉の向こうに厳しい視線を送っていた。足下にはいのりがへたり込んでいる。あの悲鳴はいのりだったのだろう。部屋から出てきたサクヤが一度だけ首を振ふった。

　悪い想像ばかりが膨ふくらんで、レナの足が震ふるえた。

　見たくなかった。そんなはずがないと思いたかった。

　ふらつくような足取りで前へと進む。

「レナ」

　フブキが沈ちん痛つうな面おももちで止めようとする。

　首を振ってその制止を振り切った。

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　そうとだけ告げてフブキの横をすり抜ける。

　見ないことは簡単だ。目を閉じて後ろを向けばいい。でもそれではダメだった。

　見つめるのだ。現実を。安易な希望にすがって考えることをやめてしまったら、昨日と同じ過あやまちを繰くり返かえしてしまう。

　入口の手前で立ち止まり、ゆっくりと呼吸を整える。はやる鼓こ動どうが落ち着いたのを確認してから、部屋の中へ足を踏ふみ入れた。

　それは、目の前にあった。

　真っ白なシーツの上に黒い固まりが置かれている。

　ツンとした刺し激げき臭しゆうが鼻を突つく。

　なにかの焼やけ焦こげた臭においが部屋の中に充じゆう満まんしている。

　覚かく悟ごはしていた。それでもレナの足は後ろへと下がってしまった。

「う、そ……」

　それは炭の固まりだった。

　丸まって眠る人の形をした、誰だれかの焼死体だった。

　体の大きさはレナの半分程度。思い当たる人物は一人しかいない。

　それでもフブキがたずねる。

「ここは誰の部屋だ」

　足下のいのりが震える声で答えた。

「アイリちゃん……です……」

「そんな、どうして……っ」

　悲痛な声に振り返ると、青ざめた顔のハナが立っていた。

「アイリ！　アイリ……ッ！」

　転びそうな足取りで駆け寄り、黒くろ焦こげになった小さい手を握にぎりしめる。

　炭化した腕うでがぼろりと崩くずれ落ちた。

「あっ……」

　連れん鎖さするように肩かたから胸へと崩れていく。

「あっ、あっ……」

　瞬まばたきする時間もなかった。小さな体はあっという間に崩れて炭の山になった。

「あああああ……」

　ハナの手から炭がこぼれ落ちる。炭の山が崩れ、ベッドの端はしから流れ落ちた。

「ダメ、ダメよ、アイリがいなくなっちゃう……」

　うわごとのように繰り返しながら、こぼれた炭をベッドの上に戻もどしていく。それでも崩ほう壊かいは止まることなく、床ゆかの上にうずたかく積もっていく。

「なんで、なんで、どうして、アイリ……アイリ……」

　泣きながら何度も何度も繰り返す。

　涙なみだで塗まみれた炭がぐちゃぐちゃとなってハナの体にまとわりつく。

「ハナさん……」

　こらえきれなくなったレナのつぶやきも、ハナの耳には入らない。

　ついにはすがりつくように炭の山を抱だき寄せた。

「ああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　胸を衝つく泣き声が、狭い室内にこだました。
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　泣なき叫さけぶハナを龍美といのりが落ち着かせ、なんとかとなりの部屋へと連れて行く。

　不意にレナたちの目の前にフィアが現れた。愛らしい笑顔で明るい声を響ひびかせる。

「時崎アイリさんの死亡を確認しました。ですがアイリさんは魔女ではなかったのです」

　悼いたむ言葉のひとつもなかった。

　アイリの無む惨ざんな死よりも、アイリが魔女でないことのほうが重要だとでもいうような、機械的で事務的な通告だった。

「こんなの……ルール違い反はんだろうが！」

　キョーコが大声を上げる。

「処刑は投票で行うってアンタが言ったんだろうが！　こんな、こんなことが、どうして許されるんだよ！」

　フィアは仮面のように笑みを貼はり付つけた。

「みなさまには魔女を見つけ、これを処刑してほしいと頼たのんだのです。投票でしかダメだとは言っていないのです」

「そんな詭き弁べんが通るわけないだろ！　中止だ！　今すぐに中止しろ！」

「中止……？」

　愛らしい笑みが急に凍こおり付いた。

　小さな口が真横へと引き裂かれ、不ふ揃ぞろいの牙きばを醜しゆう悪あくに歪ませる。

「おいおいおい、なに言ってんだファッキン魔法少女アリス。てめーの頭にはポップコーンでも詰つまってんのか？　投票で処刑しろとは言ったが、投票以外で処刑するなとは言ってねえ。命令オーダーはたったの一つ。ファッキン魔女を見つけて処刑しろ。それだけだ。ただの一度もこれ以外を告げた覚えはねえ」

「なによそんな──」

　なおも言いい募つのろうとしたキョーコが、ビクリと震えて止まった。

　フィアの腕が膨れ上がり、巨きよ大だいな指先をメガネの魔法少女に向けていた。

「それとも、一度死んでみるか？」

「──……ッ！」

　気の強い表情が青ざめたように歪む。

　開いた口を閉ざし、震える足取りでゆっくりと後ろに下がった。

「クカカカカッ！　それでいいんだよファッキン魔法少女アリス。てめーらはおとなしく魔女を探してりゃいいんだ。さっさとしねーと、次に殺されるのは貴様かもしれねーぜ？」

「……悪あく魔まよ」

　ぽつり、としたリリアンヌの声が響く。

「こんなの魔女じゃない。悪魔よ！　悪魔の仕し業わざよ！」

　リリアンヌのヒステリックな叫び声が響いた。

「もうイヤっ！　こんなところにいたくない！」

「リリィ、落ち着け！」

「イヤ、イヤよっ！　ワタシ帰る！」

「大丈夫だ、心配ない。落ち着くんだ」

　抱きしめて言い聞かせる。胸に顔を埋うずめるようにしてリリアンヌが泣きわめいた。

「なんなのよ……どうしてこんなことしないといけないのよ……っ」

　くぐもった泣き声に、サクヤが答えた。

「アイリさんは全身が炭化するほど激しく焼かれていました。ですがベッドのシーツは真っ白なまま。ずいぶん脆もろくなっていたことから考えても、外から運んできた可能性は低いでしょう。ここで犯行がなされたのです。この場所で、ベッドには焦げ目一つ付けることなく、アイリさんだけを焼き焦がした。そんなことは物理的に不可能です」

　にこり、とサクヤが嗤わらった。




「魔法でも使わない限りは」




　短い言葉が静せい寂じやくの中に響き渡わたる。

　それが意味するところは、つまりただの一つしかない。

　レナの喉のどが痙けい攣れんするように震えた。

「どうして……そんな……」

「あたしの記き憶おくではそんな魔法を使う魔法少女はいなかったはずだが……」

　アキラの言葉にサクヤもうなずいた。

「わたくしの記憶でもそうです。魔法は一人に一つだけ。この中に炎ほのおの魔法を使う魔法少女はいないでしょう。ですが、これは魔法でなければ不可能です。必ずどこかにいるのです。対象だけを焼き、まわりには被ひ害がいを与あたえない、そんな魔法を使う魔法少女が」

「スフィア内を捜そう索さくする必要がある」

　フブキが冷静な声で告げた。

「私たち以外に誰もいないことを確認しなければならない」

「そうですわね。ですがその前にいくつか確認しておきたいことがあります」

「なんだ」

「アイリさんは確か、記憶を読む魔ま法ほうを使うのでしたわね」

　レナはうなずいた。

「そういう魔法を使うって、ハナさんからよく聞かされてた」

　レナ自身は見せてもらったことはないが、ハナがよく自じ慢まんしていたのだ。

　ハナはアイリを実の娘むすめのようにかわいがっていた。だからあんなに取り乱してしまったのだろう。

「なぜアイリさんが襲おそわれたのか。それを考えたときに思ったのです。記憶を読まれては困る人物がこの中にいる、ということではないのか、と」

　フブキが唇くちびるを嚙かみしめた。

「記憶を読まれては困る人物……つまり『魔ま女じよ』か」

「そうです。昨晩少し考えてみました。このゲームを終わらせるには魔女を見つけるしかない。ですが、魔女からしてみたらどうなのでしょう。自ら魔女だと名乗り出ることは、自分自身の命を差し出すことになります。きっと魔女にはそれができなかったのでしょう。ですからもう一つの方法を採とることにした」

「もう一つの方法？」

「フィアさんも仰おつしやっていましたでしょう。このゲームが終わる条件は二つ。魔女がいなくなるか、魔女以外の全員がいなくなるか。魔女は後者を選せん択たくしたのです」

　それが意味するところを察して、レナは背筋が凍り付いた。

　レナはこのゲームを、魔女を見つけるために投票で友達の命を奪うばう、理り不ふ尽じんなゲームだと思っていた。

　だが違ちがった。魔女からしてみれば、これはまったく別のゲームだったのだ。




「自分の正体を隠かくしたままわたくしたちを全員殺すこと。それが魔女の勝利条件ですわ」




　理不尽どころではない。完全に殺し合いのゲームだったのだ。

　サクヤが口元に手を当てて、上品な笑みを浮うかべた。

「もうひとつ確認しておきたいことがあります」

　サクヤが目を向けると、キョーコがメガネの奥でうなずいた。

「キョーコさんの〈物質感応サイコメトリー〉は物質の記憶を読みとる魔法です。ここで犯行がなされたのなら、部屋がなにかを記憶している可能性は高いでしょう」

　レナは自己紹しよう介かいの時のことを思い出した。

　キョーコはバロットルームの記憶を読みとり、一番初めに部屋に入ってきた人を言い当てていたはずだ。

「辛つらい役目になるかもしれませんが」

「わかった。やってみる」

　固い表情でうなずくと、ひざまずいて床ゆかに手を当てた。

　集中するようにメガネの奥の目を閉じる。

「……暗い。電気が消えている」

　キョーコの口から声だけがつむがれる。

「かすかに足音が聞こえる。誰だれか入ってきたみたいだ。ベッドには誰かの気配がある。アイリだろう。足音はベッドの前で立ち止まった。しばらくしてそのまま出て行った……」

　キョーコが目を開ける。全身が汗あせだくになっていた。

「すまないけど、これが限界だ。この魔法は体力を使うんでね」

「犯人の顔は見えましたか？」

　キョーコは残念そうに首を振ふった。

「暗くてわからなかった。〈物質感応サイコメトリー〉の映像は不ふ鮮せん明めいなんだ。それに部屋の明かりが消えていたせいで、映像的な記憶自体がほとんど残されていない。だけどこれだけは言える。昨夜この部屋に入ってきたのは一人だけだった。そいつは歩いてベッドの前まで行き、しばらく立ち止まった後、部屋を出ていった。犯行がなされたとしたらその時だ」

「なにをしていたのかはわからないのか。たとえば、アイリを空中に浮かび上がらせ、そこで焼き焦こがし、再びベッドに戻もどすといったことは」

「そんな大がかりな動作なら音でわかると思うけど……。正直自信はない。なんらかの方法で音を消されたらお手上げだしね」

「これで魔女が誰かわかればよかったのですけど、やはりそう上手うまくはいきませんわね」

「ごめん」

　謝るキョーコに、サクヤが微笑ほほえんだ。

「キョーコさんのせいではありませんわ。少なくとも誰かがこの部屋にやってきたということが確かめられただけでも大きな収しゆう穫かくです。念のために確認しておきますが、昨夜アイリさんの部屋を訪おとずれたという方はいらっしゃいますか？」

　答える声は当然なかった。

「あとで龍美さんといのりさんにも確認をしておきますが、部屋を訪れたのは魔女ということで間ま違ちがいありませんわね」

「スフィア内に私たち以外が隠れている可能性もある」

「そうでしたわね。では魔ま女じよ狩がりを開始いたしましょうか」

　サクヤが華はなやいだ笑みをほころばせる。

　この状じよう況きようを楽しむような表情を見て、レナの心に暗い感情がわき上がった。

　サクヤに悲しむという感情はないのだろうか。アイリの無残な死を少しでも悼いたんでいるのなら、あんな表情はできないのではないだろうか。







　捜索は一番下のラウンジルームからはじめることにした。

　ラウンジルームに隠れ場所はない。レナたち以外に誰もいないことはすぐに確認できた。

　その場にアキラとリリアンヌを残し、階段を上がる。

　バロットルームにキョーコを残し、プライベートエリアの個室を一つずつ確認していく。

　そうやって誰かが残ることで逃にげる場所をなくし、虱しらみ潰つぶしに捜索する作戦だ。もしも誰かが隠れているのなら、この方法で必ず見つけられる。

　ハナの部屋にはレナが入ることになった。

　軽くノックしてから扉とびらを開ける。

　蒼そう白はくな顔のハナがベッドに横たわっていた。その手を龍美が握にぎりしめ、元気付けようと懸けん命めいに語りかけている。

　いのりが小走りに近づいてきた。

「どうしたのですか……？」

　ハナに気を遣つかって小声で聞いてくる。レナも小さな声で答えた。

「わたしたち以外に誰か隠れていないか探してるの」

　となりのフブキが無言でうなずき、部屋の扉を開けて洗面所の中を確認しにいった。

「ハナさんの様子はどう？」

　たずねてみると、いのりはうつむくような表情になった。

「よくはありません……。龍美さんが……元気付けようとしていますが……」

　いのりの視線に合わせてレナもベッドに目を向けた。

　ハナは顔面蒼白のままだった。血の気の引いた頰ほおは蠟ろう人にん形ぎようのように白い。生きているのか心配になるほどの衰すい弱じやくぶりだったが、懸命に言葉をかける龍美に対して、時折うなずくような動作を見せている。

「今は……龍美さんのおかげで保っているような状況です……。私の魔法では……心までは治せませんから……」

　涙なみだ交じりでいのりがつぶやく。

「私たちが悪いんです……」

　悲ひ嘆たんに暮れるかすれた声だった。

「昨日のハナさんはひどいショック状態でした……。それで……安静にしたほうがいいだろうと思って、一人で眠ねむってもらうことにしたんです……。アイリちゃんはとなりの部屋にして……それが……まさかあんなことに……」

　深くうなだれるいのりに対して、レナは背中をさすってあげることしかできなかった。

「いったい誰が……あんなことをしたのでしょうか……」

　ハナに聞こえないように声を小さくしたというよりは、いのり自身の信じたくないという気持ちの表れのようだった。

　レナは、さきほどアイリの部屋で話し合ったことを簡単に伝えた。

　ベッドに焦げ目を付けずにアイリだけを焼くのは物理的に不可能なこと。アイリの記憶を読む魔法を恐おそれた魔女の犯行ではないかということ。夜に誰かがこの部屋を訪れていたこと。キョーコの〈物質感応サイコメトリー〉の話をすると、いのりは驚おどろいたようだった。

「それでは……犯人がわかったのですか……？」

「残念だけど、部屋が暗くて顔まではわからなかったんだって。でも誰かが入ってきたのは間違いないって言ってた」

「そう……なんですか……」

　やがてフブキが戻ってきた。

　無言のまま小さく首を振る。洗面所には誰もいなかった、という合図だ。

「じゃあそろそろわたしたちは行くね」

「あ、はい……。その……なんというか……。頑がん張ばってください……」

　魔女探しを頑張るというのもなんだか妙みような言葉ではある。魔女狩りという言葉にいいイメージはない。だけど励はげまそうとしてくれたのはわかったので、レナは素す直なおに微笑んだ。

「うん。ありがとう」

「レナっち、手伝えなくて悪いな」

　龍美の言葉にも首を振る。

「龍美ちゃんはハナさんのそばにいてあげてください。ハナさんも、ゆっくりしててください。また来ますから」

　ハナがかすかな動作でうなずくのが見えた。

　それを確認してうれしくなったレナは、ふとハナが眠るベッドに意識がいった。

　それはぞっとするような想像だった。だけど言わないわけにはいかない。

　いのりに近づき、そっと耳打ちする。

「ベッドの下がどうなっているか、確認したことってある？」

　いのりがはっと息を吞のんだ。それから蒼白な顔で首を振る。

　殺さつ人じん鬼きがなに食わぬ顔でベッドの下に潜もぐり込んでいる。身も凍こおるような想像だった。

　そんなはずがない。そう信じるためにも、確認する必要があった。

　ハナに気取られてはいけない。よけいな心労を増やすだけだ。

　フブキに目配せをすると、レナは意を決してベッドに近づいた。

　膝ひざを突つき、弱々しい手を握りしめる。

　疲つかれ切ったハナの顔に疲ひ労ろう以上の老いを感じたとき、レナはふと思った。

　レナはハナの私生活を知らない。フブキのように一いつ緒しよの学校に通っているわけではないのだ。知っているのは、魔ま法ほう少女としてのハナだけ。

　ハナはアイリを娘むすめのようにかわいがっていた。

　だけどそれは、ほんの少しだけ違っていたのかもしれない。

　アイリはハナの実の娘だった。ハナは、母親だったのではないだろうか。

「ハナさん……」

　握りしめた手に力を込める。

　なにも言えなかった。

　こんな時になにを言うべきなのか、レナには思いつかない。

　母親にとって娘を殺されることがどれほど辛いのか、想像もできなかった。

　龍美は気がついているのだろうか。ハナを見る目には友をいたわるような感情がある。

　レナは心の中で首を振った。

　知ってても知っていなくても、関係ないのだ。

　アイリはもういない。その事実は変わらないのだから。真実を知る必要はない。

　自分はなんて役立たずなんだろう、と思った。話し合えば必ずわかりあえる、なんて言っていた自分が情けない。真実を伝える力なんて、なんの役にも立たない。このゲームを終わらせる力もないし、大切な恩人を元気づける力もない。レナは完全に無力だった。

　あふれそうになる涙を必死にこらえる。

　泣いてはいけないと思った。

　ハナが感じている悲しみに比べれば、レナの悩なやみなんてちっぽけなものだ。

　フブキが小さく首を振るのが見える。ベッドの下にもいなかったということだ。

　それだけが唯ゆい一いつの朗報だった。

　心を圧おし潰つぶす沈ちん黙もくから逃のがれるようにしてハナの部屋を後にした。







　ナイトスフィアはそれほど広くない。三十分もするとすべての部屋の捜そう索さくが完かん了りようした。

　ラウンジルームにはハナを含ふくめた魔法少女たち全員が集まっている。

　サクヤが代表して口を開いた。

「結論から申し上げますと、わたくしたち以外には誰だれもいませんでしたわ」

「誰もいないって、それじゃあ──」

　声を詰つまらせたのはくるみだ。

　口にしなくても、続きは誰にもわかっていた。

　重い沈黙が流れる。視線をかわさないながらも、お互たがいを見ているのがわかった。

「フィア」

「はいなのです」

　フブキの呼びかけに小さな妖よう精せいが現れる。

「この中には私たち以外いないというのは本当か」

「はいなのです。ナイトスフィアの中にはフブキさんたちしかいないのです」

「絶対か」

「絶対なのです。フィアは神様の御み使いなのです。フィアが噓うそをつくということは、神様が噓をつくということです。それは絶対にあり得ないのです。ですから絶対なのです」

　フィアにしては珍めずらしく強い口調だった。

　神様の御使いであるフィアにとっては、神様への侮ぶ辱じよくはなによりも許せないのだろう。

「外はどうなってんの」

　低く押し殺した茜の声が響ひびいた。

「スフィアの中にはいなくても、スフィアの外にならいるかもしれないんでしょ」

　何人かが驚いたように茜を見つめ、それからフィアに目を向けた。

「外まではわからないです。ですがナイトスフィアのあるこの世界に入ってきたのはみなさんだけなのです。神様がそう設定したのですから、他の人は誰も入れないのです」

「外から誰かが来ることはないってこと？」

「はいなのです」

「私たちが外に出るのは自由なわけ？」

「はいなのです。出入りに関して制限はありませんです。ですが重力は空間全体にかかっていますため、一歩外に出ると真っ逆さまなのです。この世界はナイトスフィア以外なにもないので、一度落ちたら無限の闇やみを永遠に落ち続けるのです。オススメしないのです」

　茜は黙だまって腰こしの刀に手を当てると、神速の斬撃を閃ひらめかせた。

〈分離切断テンコマンド〉の魔法がラウンジルームのガラスを粉々に切きり裂さく。無数のガラス片が外の世界へと落ちていった。

　レナはとっさに身構えた。

　宇宙空間で宇宙船の壁かべが壊こわれたときのような急激な空気の流出を想像したのだが、レナの想像とは違ちがってなにも起こらなかった。どうやら空気はスフィアの外にもあるらしい。

　茜は切り裂かれた壁の隙すき間まから首だけを外に突き出した。なにかを確認するように視線を上へと向け、また戻もどってくる。

「壊れた壁はずっとこのまま？」

「はいなのです。自動で修復したりとかそういった機能はナイトスフィアにはないのです。大切に扱あつかってくださいなのです」

　目の前で壁を切り裂いた茜への皮肉かと思ったが、そういうわけではないようだった。ニコニコとした笑みで空中に浮ういている。

　茜はそれ以上なにも言わなかった。聞きたいことは聞き終えたのだろう。刀を腰の鞘さやに戻すと、腕うでを組み能面のような表情で壁にもたれ掛かかった。

　茜は元々よく話す性格ではなかったし、どちらかといえば無愛想といえただろう。

　それでもここまで冷たい気配を放ってはいなかった。

　たったの一晩でまるで別人のようになっている。

　それが自分のせいに思えて、レナは胸が痛んだ。

「外に隠かくれるのは無理だと思いますが、一応調べたほうがよろしいでしょう。例外を残しますと後に禍か根こんが生まれますから」

「でも、外の様子なんてどうやって……」

　疑問に思うレナの目の前で、サクヤが軽く床ゆかを蹴けった。

　着物姿が宙に浮き、つま先がなにもない空間に触ふれると、光の桜が舞まい散ちってサクヤの体を浮き上がらせた。

「わたくしの〈桜反射リフレクシヨン〉は物質を同じ力で撥はね返す魔法です。このように使用すれば宙に浮くことも可能なのですわ」

　とん、とん、と空中を蹴るたびに、光の桜が舞い散っている。

「わたくし一人でも構わないのですが、念のために証人がいたほうがいいかもしれませんわね。レナさん、頼たのんでもよろしいでしょうか」

「え？　わたし？　別にいいけど……」

「ありがとうございます。ではわたくしの体に摑つかまってください」

　レナは首に腕を回すようにしてサクヤの背中にしがみついた。

「しっかり摑まっててくださいね。では行きますわよ」

　強く空中を蹴ると、二人はスフィア外の虚こ空くうへと身を躍おどらせた。

　ラウンジルームもそれなりに広かったが、眼前に広がる圧あつ倒とう的てきな闇とは比べようもない。無限の広がりの中に放り出されて、レナは途と方ほうに暮れるような心細さを感じた。

「誰かが隠れているとすれば天てん井じよう部分でしょうか」

　サクヤから恐怖するような感情は少しも感じられなかった。なにもない空間を、とん、とん、とリズミカルに蹴りながら登っていく。

「もしかしたら壁に張り付くようにして隠れているかもしれません。レナさんもしっかり探してくださいね」

　外は星ひとつない完全な暗くら闇やみのためなにも見えない。

　しかし上層部にあるレクリエーションルームの巨きよ大だいなガラス壁へきから光が漏もれていたため、ナイトスフィアの外がい壁へきは光に照らされていた。

　壁に誰か隠れていないか確認しながら天井部分にたどり着く。

「誰もいないね」

「そのようですわね」

　天井部分に誰もいないのを確認すると、そのまま二人は下層部へと移動をはじめた。

　真下にまで移動し、ナイトスフィアを見上げる。

　下側にまで光は届かないためほとんど見えなかったが、それでもぼんやりとしたシルエットは確認できる。誰もいないのは間ま違ちがいなかった。

「杞き憂ゆうのようでしたわね」

　サクヤが戻ろうと空中を蹴る。しかしレナはナイトスフィアを見上げたままだった。

「どうしました？」

「わからないけど、なにか、あるような……」

　しかし誰もいないのは間違いない。完全な球形をした外壁には隠れる場所もなかった。

「なんでもない。やっぱりわたしの勘かん違ちがいかも」

「いえ。レナさんの勘はよく当たるようですから」

　着物の袖そでからペンライトを取り出すと、ナイトスフィアに向けてスイッチを入れた。

　丸い光の輪が基底部を照らし出す。

「なに、これ……」

　思わずうめいた。

　半球状の外壁を埋うめ尽つくすようにびっしりと赤い線が描えがかれている。

　まっすぐに走り、あるいは弧こを描き、複雑に絡からみあって無数の模様を作り出している。

　それはまるで魔ま法ほう陣じんだった。

「魔術ウイツチクラフト」

　サクヤがつぶやく。

「かつての魔ま法ほう少女が使用したとされる魔法体系の一つですわ。何百年も前に廃すたれ、すでに使い手はいないはずなのですが」

「そんな物が、どうしてここに……？」

「それはわたくしにもわかりませんわ」

　ナイトスフィアは無言のまま虚空の中に浮いている。

　サクヤの言葉が星明かり一つない虚空へと吸い込まれ、消えていった。




　ラウンジルームに戻ってくると、真っ先にフブキが駆かけ寄よってきた。

「大だい丈じよう夫ぶかレナ。遅おそいから心配した」

「心配してくれてありがとう。わたしは大丈夫。それより、フィア」

「はいなのです」

「ナイトスフィアの底にあったあれはなんなの。あの、魔法陣みたいなのは……」

　問い質ただすと、ニッコリとした笑みが返ってきた。

「あれはこの世界に空間を与あたえ、重力を与え、〈ナイトスフィア〉を生み出すための永続型魔術なのです」

「どうして、そんなものが……」

「それは、このナイトスフィアがはるか昔に作られた物だからなのです。昔の魔法少女は魔法の代わりに魔術を使っていました。ですが魔術が進化するにつれて、邪じや法ほうに手を染める魔法少女が現れはじめたのです。そのため当時の神しん座ざ執しつ行こう人が魔術の使用を禁止し、現行の奇き跡せき行使権を付ふ与よする形に──」

「そんなことはどうだっていい！」

　響いたのは龍美の怒ど鳴なり声ごえだった。

「カレンが死に、幼いアイリが殺されたんだぞ！　なんのためにこんなことをしなきゃならない！　いつまでこんなゲームを続けなくちゃならないんだ！」

「それはあなたたちには関係ないのです」

　フィアが笑みを貼はり付つけたままで言った。

「みなさんの目的は魔ま女じよを見つけることなのです。魔女はとてもとても悪い人です。今すぐに見つけてほしいのです。その他ほかのことはどうでもいいのです」

「どうでもいい、だと……？」

　龍美の髪かみがざわりと揺らめいた。

　怒いかりに任せてフィアをつかむ。

「二人も死んだんだぞ！　それのどこがどうでもいいってんだ!!」

「なにか文句でも……？」

　フィアの体がひび割れた。

　膨ふくれあがった腕が〈身体強化ドラゴンフオース〉で強化されているはずの龍美の手を引きはがす。長身の龍美よりもさらに一回り大きくなったフィアが、口元を引き裂く醜しゆう悪あくな笑みを見せつけた。

「ずいぶんでけえ態度だなファッキン魔法少女アリス。言ったよなあ。次に逆らったら容よう赦しやしねえって。手加減しねえから覚かく悟ごしな──！」

「やめてっ！」

　飛び出したのはハナだった。龍美に抱だきつくようにしてフィアとのあいだに割り込む。

「お願いします！　なんでもするから、だから龍美まで奪うばわないで……！」

「ハナ……」

　龍美が驚おどろいたように胸の中のハナを見下ろす。

「お願い龍美……あなたまでいなくならないで……。私を一人にしないで……」

　泣きすがるハナを、龍美の腕がゆっくりと抱きしめた。戦う意志がなくなったのを感じたのか、フィアの体が風船のように小さくしぼみ、いつもの妖よう精せいの姿に戻った。

「了りよう解かいしましたなのです。今回は特別なのです。でも、次また同じようなことがあったら、今度こそお仕置きをしなければならないのです。絶対絶対忘れないでほしいのです」

　場ば違ちがいなほど朗ほがらかな声だった。

　龍美は憎にく々にくしげな視線を向けていたが、やがて小さく吐はき捨すてた。

「わかったよ。ハナに免めんじて許してやる。だがこのゲームが終わったあとにお前は──いや、お前ら全員、この手で殺してやる。絶対に殺してやる。覚えていろ……！」

　剝むき出しの殺意をぶつけられても、フィアの微笑ほほえみは変わらなかった。

　そのまま姿がかき消える。後には気まずい沈ちん黙もくが残された。

　アイリを襲おそったのがなんらかの魔法であることは間違いない。そしてスフィア内に魔法少女はレナたちしかいない。

　この中にいるのだ。アイリを殺した「魔女」が、今もレナたちの中に潜ひそんでいる。

　一ヵ所に集まっていた魔法少女たちは徐じよ々じよに距きよ離りを離はなし、自分たちのグループだけで話し合いをはじめた。

　誰だれが犯人なのか。誰が魔女なのか。これからどうすればいいのか。

　それを話し合っているのだろう。

　わずか一日で、スフィア内はまったくといっていいほどに変わってしまった。

　昨日の投票後も劇的に変化したが、それでもまだみんなで力を合わせようという空気があった。少なくともそう信じられた。

　だけど今はそれもない。誰もがお互たがいを疑い、距離を取っている。

「どうしてこんなことになっちゃったんだろう……」

　フブキは答えなかった。

　テーブルにはまだ朝食が残されていたが、とても食べる気にはなれなかった。

　心も体も疲つかれ果てている。誰も疑いたくない。しかし現実がそれを否定する。

　もうなにも見たくなかった。

　このまま黙だまって寝ねて、起きたら、すべてが夢であってくれればいいのに。そんなことを思いながらラウンジルームのイスに座っていた。誰が魔女なのかなんて、そんなことを考えられる精神状態ではなかった。

　フブキがレナの手を握にぎりしめた。なにも言わずに、黙って力を込めてくれた。

　沈しずみ込むレナを元気づけようとしてくれたのだろう。

　同じ状じよう況きようにいるにもかかわらず、レナは自分自身にさえ落ち込んでいるのに、フブキには他人を思いやる余よ裕ゆうがあった。

　フブキの手を弱々しく握り返す。

「わたしもフブキちゃんみたいに強くなれたらいいのに」

　こんなところで落ち込んでいるのではなく、暗い顔でうつむく仲間たちに声をかけて回るべきだろう。わかっていても、弱り切った心では立ち上がることさえできない。

「わかっていたのに、昨日の投票を止められなかった。茜ちゃんに声をかけられなかった。ハナさんになんて言えばいいのかわからなかった。わたし、なにもできなかった」

　ぽたりぽたりと涙なみだがこぼれる。

「なんにもできなかったよ……」

「そんなことはない」

　氷のように落ち着いた声が響ひびく。

「レナは強い。私は自分とレナのことしか考えられないのに、レナはここにいる全員のことまで考えている。悲しんでいる人を助けられなくて、そのために涙を流している。誰にでもできることではない。レナの優やさしさに比べれば、私の力こそなんの役にも立たない」

「そうかな……。わたしには、フブキちゃんの強さがうらやましいよ……」

　言葉だけでは人は救えない。辛つらいことに立ち向かえる強さこそが必要なのだ。

「力は戦う強さを与えるだけ。本当に必要なのは心の強さ。力を使う者が正しい優しさを備えていなければ、ただの暴力でしかない。私にはそれがない。私は、私の力を、私のためにしか使えない。私は、弱い」

　初めて聞くフブキの言葉に、レナは顔を上げた。

　無表情なままの親友がじっとレナを見つめる。

「誰かのために涙を流せる。それは素す晴ばらしいことだ。こんな状況だからこそ、レナの優しさがみんなを救う力になる」

　レナには信じられなかったが、フブキは小さくうなずいた。

「このゲームは全員で力を合わせなければクリアできない。バラバラになっていてはダメだ。情報を共有し、意志を統一しなければ、魔女は見つけられない。協力する必要があるんだ。しかし私が呼びかけてもダメだろう。疑ぎ心しん暗あん鬼きの心を溶とかすことはできない。レナの力が必要だ。レナの他人を思う優しさだけが疑い合う心を解きほぐせる。レナの力がなければ、このゲームはクリアできない」

　無表情で淡たん々たんとしていたが、力強い言葉だった。

　レナの力が必要だと、フブキは本気で思っているのだろう。

　だけどレナには自分が信じられなかった。

　こんなひどいゲームをどうにかする力が自分にあるなんて、とても信じられない。

　しばらくフブキはレナのそばにいたが、やがて「少し調べてくる」と言って席を立った。

　見ればフブキだけでなく、何人かの魔法少女もラウンジルームを出ていた。

　フブキの言葉は正しいのかもしれなかったが、立ち上がり、声を張り上げ、みんなをまとめるだけの力が、レナの中には残っていなかった。

　落ち込むレナの耳に、やがて透すき通とおるような音が響いた。

　澄すんだように甲かん高だかい荘そう厳ごんな鐘かねの音がスフィア内に響き渡る。

「時間なのです。〈昼〉の投票──〈魔女の審問会アーリーオーダー〉をはじめるのです。みなさまバロットルームにお集まりくださいなのです」

　現れたフィアが朗らかに宣告した。







　円形のテーブルに十一人の魔法少女が座る。

　空席なままの二つのイスを見て、レナは気分がふさぎ込むのを感じた。

　フィアがニッコリと笑う。

「みなさまそろいましたので、さっそく〈魔女の審問会アーリーオーダー〉をはじめるのです。すでに一度行っていますのでルールは平気だと思うのです。夜の投票には影えい響きようしませんのでお気軽に投票してくださいなのです。時間は五分間なのです。それでは開始してくださいなのです」

　レナは疲れ切った腕うででペンをつかみ、そこで動きが止まった。

　魔女は誰なのか、と考えた時に、誰の名前も浮うかばない自分に気がついたのだ。

　レナに言えることは、フブキは絶対に魔女ではない、ということだけだ。後はわからない。考えるための材料がなにもなかった。

　それでも誰かの名前を書かなければいけない。

　そっと盗ぬすみ見みるようにして、テーブルに座る魔ま法ほう少女たちを見た。

　みんな重い表情でペンを握っている。すでに投票を済ませている者もいたが、大半がレナと同じように迷っていた。

　この中に、アイリにあんなひどいことをした魔女がいるだなんて、とても信じられない。

　それでも誰か一人を選べというのなら──

　レナの目は一人の魔法少女の前で止まった。

　高い背をまっすぐにのばし、鋭するどい視線で手元の投票用紙を睨にらみつけている。その鋭い眼まな差ざしはまるで狼おおかみのように獰どう猛もうだった。

　理由なんてそれだけだった。でも、これは練習のようなものだとフィアも言っていた。投票結果には影響しないのだ。だったら別にそんな理由でも構わないだろう──

　疲ひ弊へいした頭が言い訳じみた考えを垂れ流す。

　深い理由があるわけでもないまま投票用紙に「蓮杖アキラ」と書いて投票した。

　その瞬しゆん間かん、背筋をすっと冷たいものが走り抜ぬけた。

　昨夜の投票の時にも似た感覚があった。

　本当にあんな理由で投票してしまってよかったのだろうか。

　昨夜も、きっとなんとかなるだろう、という根こん拠きよもない希望にすがって投票し、カレンが〝処しよ刑けい〟されてしまったのだ。

　ここはいつもの魔法学園ではない。すでに二人も死んでいるデスゲームの最中である。あんな悲ひ惨さんな出来事をもう忘れてしまったというのか。

　後こう悔かいがじわじわと忍しのび寄よってくる。

　辛い現実から目を背そむけ、考えるのを放ほう棄きしてしまった。きっと大だい丈じよう夫ぶだ、なんて安易な考えに逃にげてしまった。今この場で起きていることを、正面から受け止められなかった。

　レナの手が小刻みに震ふるえだす。

　また、あんなことが起こるのではないか──

　後悔しても遅おそい。投票は終わってしまった。

「……お願い……！」

　かみしめた唇くちびるの隙すき間まから祈いのりの言葉が漏もれる。なにに対しての祈りなのかもわからない。それでも願わずにはいられなかった。

　部屋の中央でフィアがくるりと舞まい踊おどる。

「投票の終しゆう了りようを確認しました。ではでは、結果発表なのです！」

　振ふり上げた手の先に光のキューブが現れる。

　小さな光が寄り集まって瞬またたき、投票結果を表示した。




　蓮杖アキラ　　　　４票

　星ヶ崎リリアンヌ　３票

　愛葉レナ　　　　　１票

　黒金フブキ　　　　１票

　此花サクヤ　　　　１票

　刀堂茜　　　　　　１票




　自分に一票入っていた。その事実が予想以上の衝しよう撃げきとなってレナに襲いかかった。

　自分が魔ま女じよではないかと疑われた。

　レナがアイリをあんな無残に焼き殺したのだと、この中の誰かが思ったということだ。

「なんで──！」

　問いかけようとして、その声が途と切ぎれた。

　愕がく然ぜんとして立ちすくむ。

　自分はいったいどんな理由で投票した？

　目つきが怖こわかったから。

　それだけだ。たったそれだけの理由で、アキラに投票してしまったのだ。

「というわけで、最多得票者は４票の蓮杖アキラさんなのです」

　フィアの声が明るく響く。

　アキラは蒼そう白はくとなった顔で投票結果を見つめていた。

　もしこれが本番だったら。そう考えてレナはぞっとした。

　アキラは死んでいただろう。あまりにも理り不ふ尽じんな理由で投じられたレナの一票によって。

　練習だなんてとんでもなかった。次は誰だれが〝処刑〟されるのか。それを残ざん酷こくなほど明確な形でレナたちに示したのだ。

「ではこれで〈魔女の審問会アーリーオーダー〉を終わるのです。みなさまお疲れさまでしたなのです。〈魔女の裁判アリスハンガー〉は夜の十二時ですので、それまで魔女探しに励はげんでほしいのです。ではでは、また会いましょうなのです」

　くるん、と舞い踊り、フィアの姿が消えた。

　沈ちん黙もくが響き渡る。探り合うような視線を交わす中で、アキラが勢いよく立ち上がった。

「あたしは魔女じゃない！」

「ワタシだって魔女じゃないわっ！」

　となりのリリアンヌも慌あわてたように立ち上がる。

　投票数はアキラが最多の４票で、リリアンヌがそれに次ぐ３票だった。

　このままだと処刑は二人のどちらかになるだろう。

「いるんだろ、この中に魔女が！　出てこい！」

　アキラが叫さけぶ。

　答える声はない。無言のままアキラを見つめ、あるいは押おし黙だまるように視線を逸そらしている。ただ一人茜だけが、異様な雰ふん囲い気きでアキラを見上げている。

　魔女が名乗りでないのは当然である。

　だけどそれ以上に、誰もが目立つのを避さけようとしていた。

　下手へたに声を上げて注目を集めれば、次は自分に投票されるかもしれない。

　投票による恐きよう怖ふがみんなの心を縛しばり付けている。

　反応がないことにアキラが焦あせった表情を浮かべた。

「なんで出てこないんだ！」

　アキラが隠かくし持もっていた拳けん銃じゆうを構えた。

「お前が魔女なんだろう！」

　正面に座っていたいのりが短い悲鳴を上げる。

「ち、違ちがいます……。私は魔女じゃないです……」

「じゃあお前か！」

　照準をとなりにスライドさせる。

　青白い顔のハナが恐怖に目を見開いた。となりに座る龍美の体にすがりつき、言葉にならない声を漏らす。

　銃じゆうを構える腕がたじろぐように揺ゆれた。

　ハナは明らかに怯おびえていた。

　アイリを失ったショックから立ち直る暇ひまもないまま銃じゆう口こうを突つき付けられて、理性が崩ほう壊かいする寸前だった。

「もうやめてよ！」

　レナが叫んだ。

「こんな方法、間ま違ちがってるよ！」

「うう、うるさい！」

　銃口がレナに向けられる。

「あたしは、あたしは魔女じゃないんだ！」

　アキラの顔は恐怖に歪ゆがみ、病的なまでに白くなっていた。拳銃がカタカタと小刻みな音を鳴らしている。引き金にかけた指が半ばまで動いた。

「レナッ！」

　フブキの鋭い声と同時に轟ごう音おんが響ひびいた。

　暴発した銃じゆう弾だんが硬こう直ちよくするレナに突き刺ささる、その眼前で、フブキの腕が高速で閃ひらめいた。

　──ギィンッ！　と甲高い音を響かせて銃弾が弾はじかれる。

　突き出された巨大な刃やいばが、銃弾を頭上へと逸らしていた。

　アキラが呆ぼう然ぜんとした表情で後ずさる。

「あた、あたしは……」

「なにやってんだてめえ！」
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　怒ど鳴なり声ごえをあげたのは龍美だった。

　テーブルの上を駆かけると、呆然とするアキラに肩かたから体当たりする。

「こんな物を使ったら、あいつらの思うつぼだろうが！」

　吹ふき飛とばされたアキラから銃を取り上げた。

「わかんねえのかよ！　あいつらはオレたちに殺し合いをさせたいんだ！　オレたちを煽あおり、混乱する様子を眺ながめてあざ笑ってやがるんだよ！」

　龍美の怒ど声せいに圧あつ倒とうされると同時に、レナは驚おどろいてもいた。

　ただ状じよう況きように流されていたレナと違ちがい、龍美はこの状況をちゃんと分ぶん析せきしていた。その上で、これはフィアたちが仕組んだ悪あく趣しゆ味みなゲームだと考えたのだ。

「どうせこの銃はウエポンルームから持ってきた物だろう。あの部屋は、まさにこういう事態を引き起こすために用意されたんじゃねえか。相手の策略にまんまと乗せられてどうするんだ。フブキっち、あんたもだ。その武器は──」

　そのときだった。

　龍美の言葉が不自然に途切れた。

　瞳ひとみが焦しよう点てんを失い、力の抜けた手から銃が滑すべり落ちる。遅おくれるようにして膝ひざが地面を突き、ゆっくりと前のめりに倒たおれた。

「え……？」

　目の前にいたアキラが呆然とした声を上げる。

　レナにもなにが起こったのかわからなかった。

　龍美が倒れ、動かなくなった。

　その事実だけが視覚情報として脳に送り込まれても、それがつまりなにを意味するのか、呆ほうけた頭では理解できなかった。

「龍美……？」

　蚊かの鳴くような声が響く。

　ハナだった。

　立ち上がる際にイスが倒れたことにも気付かず、もたつく足取りで龍美へと駆け寄った。

「龍美……？　どうしたの、どこか具合でも悪いの……？」

　気き遣づかう声はかすかに震えていた。

　うつ伏ぶせになっていた体を抱だき起おこすと、首だけが力なくだらりと垂れ下がった。

　昨夜見たのと同じ光景に、全員の目が釘くぎ付づけとなる。

　倒れた龍美の上にフィアが現れ、くるりと宙を舞った。

「処刑が完かん了りようしましたなのです」

「処刑……？」

　ハナが呆然とフィアを見上げた。

「はいなのです。龍美さんはアキラさんの持つ銃を奪うばい取りましたため〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第一の約定『人の物を盗ぬすんではいけない』に違い反はんしました。よって魔女として処しよ刑けいされましたなのです。ですが、残念なことに龍美さんは魔女ではなかったのです」

　フィアの声が明るく響く。

「みなさんで決めたルールなのです。気をつけて魔女探しに励んでほしいのです。フィアはこんな辛つらいこともう見たくないのです」

　悲しみを表すように、小さな手で顔をおおい隠す。そのまま姿がかき消えた。

　いきなりのことに誰も反応できない。

　龍美が死んだ。

　その事実を受け止めるにはあまりにも時間が短すぎた。
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「どうして……」

　ぽつりとした声が漏もれる。

「どうして、みんないなくなっちゃうの……？」

　弱々しい声を漏らしていたハナが、どんよりとした目でアキラを見上げた。

「あなたのせいよ？　あなたのせいで龍美が死んだのよ……？」

「あたしは……そんなつもりは……」

「あなたが殺したのよ！」

　奇き声せいじみた声が響く。

「この人殺し！　あなたが魔ま女じよなんでしょう！　だから龍美を殺したんでしょう！」

　アキラの胸ぐらをつかんで揺さぶる。

　アキラは抵てい抗こうもできないままハナの罵ば声せいを浴び続けていた。

「返してよ！　龍美を返してよ！　アイリを返してよ！　私のアイリを返しなさいよ!!」

「ハナさん、落ち着いてくださいませ」

　たおやかな声と共にサクヤがハナの腕うでをつかんで止めた。

　つかみかかっているアキラから引きはがすと、抵抗もなくあっさりと腕を放した。

　そのまま床ゆかにへたり込む。

「あああああ……っ！」

　龍美の遺体にすがりつき、声を上げて泣き出した。

　たったの半日で、アイリと龍美の二人を続けて失ったのだ。その悲しみがどれほどのものなのか、レナには想像もつかない。

　アキラが呆然と座り込んでいる。

　そのかたわらでリリアンヌが立ち尽つくしていた。

「イヤよ……そんなのイヤ……っ」

　青ざめた顔で何度も首を振ふる。震ふるえる足取りで、一歩、二歩、と後ろに下がった。

「死にたくない……ワタシはまだ死にたくないのよっ！」

　階段を駆け上がりレクリエーションルームへと駆けだした。

「リリィ！」

　アキラが慌てて追いかける。

「待ってください!!」

　叫さけび声を上げたのはレナだった。

　驚いたリリアンヌとアキラが立ち止まる。他ほかの魔ま法ほう少女たちも同様にレナを見た。

　レナはアキラに向けて深く頭を下げた。

「ごめんなさい。実はわたし、アキラさんに投票しました」

　アキラが目を見開いた。

「でも魔女だって思ったわけじゃなかった。魔女だなんて思える人は誰だれもいなかった。でも投票はしないといけなくて、それで──」

　先を口にしようとして言いよどんだ。

　余りにも情けなくて、理り不ふ尽じんな理由だ。けれども言わなければ話は先に進まない。

　視線を下に向けたまま白状する。

「──目つきが怖こわかったから、それだけの理由で投票しました」

「なんだよそれ！」

　アキラの声が響いた。

「そんな……そんな理由で、あたしを殺そうっていうのかよ！」

　浴びせかけられる怒声をレナは黙だまって受け入れた。

　アキラの怒いかりはあまりにも当然だ。自分にそんな理由で票が入っていたら、やっぱり怒りを感じるだろう。しかもこの投票には命がかかっている。冷静でいられるはずがない。

　それでも、とレナは顔を上げた。

「アキラさんは誰に、どんな理由で投票しましたか？」

　不意に浴びせかけられた質問に、アキラは黙り込んだ。

　レナは首を回して他の魔法少女たちにも問いかける。

「みんなはどうなのかな。この人が魔女だって自信を持って投票した人はいる？」

　全員を見回すようにして質問を投げかけたが、答える声はなかった。

「わたしも投票する前に考えた。でも、全然わからなかったの。魔女は誰なのか。魔女ってそもそもなんなのか。わたしはそれを、なにも知らなかった」

　テーブルに手をつき、全員に向けて言った。

「話し合おうよ」

　呼びかけた声は意外なほど大きく響いた。

「みんなバラバラになったらダメだよ。力を合わせて魔女を探さないと、また……」

　視線が龍美へと向いた。

　強く瞳を閉じて、あふれようとする感情を押し殺す。今はまだ悲しむべき時ではない。

「……こんなひどいこと、もう起こしちゃいけない。みんなで話し合って、どうすればいいか考えないと。話し合えばきっとなんとかなるはずだから」

「さすがレナさんですわ。いい考えだと思います。わたくしも賛成しますわ」

　サクヤがたおやかに声を響ひびかせる。

「こうも投票がバラバラになってしまうのはよくありません。少しでも魔女を見つける可能性を高くしなければなりませんわ。みなさまで話し合い、魔女を見つけだしましょう」

　同じようにフブキもうなずく。

「龍美がこのゲームをああいう風に考えていたことも、ついさっき知ったくらいだ。全員がこのゲームについて、魔女についてどう考えているのか、情報を交こう換かんする必要がある。その上で、これからどうするのか決める必要があるだろう」

　元々議論はサクヤとフブキが中心に進めていた。この二人が賛成したことで、他の魔法少女たちも同じような態度を取りはじめる。アキラとリリアンヌも席に戻もどった。

　話し合いをする前に、龍美の遺体をフブキとレナの二人で運んだ。

　カレンに続いて二度目だからか、スムーズに部屋へと運ぶことができた。たったの二度でこんなことに慣れてしまっている自分に嫌いや気けがさした。

　バロットルームに戻ると、最初に口火を切ったのはサクヤだった。

「まずこのゲームの最終目標を確認しておきましょう」

　発言するのは主にフブキとサクヤだが、どちらかといえばフブキは口数が少ない。自然とサクヤが先導する形になっていた。

「わたくしたちの目標は魔女を見つけ、処刑すること。ですから、わたくしたちが最優先で決めなければならないことは、誰が魔女なのか、ということです」

「あ、あたしは魔女じゃない！」

　アキラの叫びに、サクヤはにっこりと笑った。

「ですから、それをみなさまで話し合って考えたいと思うのです。とはいえ、いきなりわかるものでもありません。まずは状じよう況きようを整理しましょう。魔女についてわかっていることはふたつ。魔女は神様に対して最大の反逆をした悪い魔法少女であること。もうひとつは、昨晩のうちにアイリさんをなんらかの方法で……襲おそったということです」

　最後に一いつ瞬しゆん言いよどんだのは、ハナに配はい慮りよして言葉を選んだからだろう。

「このナイトスフィアにはわたくしたちしかおりません。それはみなさんで確認しましたし、フィアさんも明言しておられます。魔女はわたくしたちの中にいるのです」

「でも、そんなのどうやって見つければいいの……」

　くるみがぽつりと漏らす。

　それが最大の問題点だった。

　魔女とはなんなのか。その情報があまりにも少ない。これだけで見つけるなんて不可能だ。レナはそう思っていた。

　しかしフブキとサクヤは違ちがうようだった。

「魔女は昨夜のうちにアイリさんの部屋に忍しのび込み、なんらかの魔法を用いて襲っています。推測ですが、アイリさんに記き憶おくを読まれることを恐おそれたのではと思われます。ここからいくつかのことがわかりますわ。

　記憶を読まれたくなかったということは、魔女の記憶の中に、自分が魔女であることを示す証しよう拠こがあるということです。おそらくは『魔女』が自分であると、フィアさんに伝えられたのではないでしょうか。そしてそれは、少なくとも最初の投票の前でなければなりません。そうでなければあの投票は成立しませんから。

　ですがもちろん、全員がそろっていたあのバロットルームで伝えるのは無理でしょう。誰かに見つかってしまうとこのゲームは破は綻たんします。そんなリスクは冒おかせません。ではどうすればいいのか。最も簡単で確実な答えは、スフィアに来る前に教えること、です」

「つまり魔女は、最初からこのゲームを知っていたってこと？」

「そうなりますわね」

　そのことはレナの記憶に印象深く刻まれた。

　魔女は最初からこのゲームを知っていた。

　それは非常に重要な情報である気がしたのだ。

「あのフィアさんがどれだけ教えてくれるのか疑問はありますが、まったく知らなかったということはないでしょう。ゲームのルールについてもある程度知っていた可能性があります。その上で、このゲームに参加した」

　何人かの息を吞のむ音が聞こえた気がした。

「知ってて参加したのか……。こんなゲームに、自ら参加したっていうのか……！」

　アキラが戦せん慄りつとも怒ど号ごうともつかない声を響かせた。

「どんな理由で『魔女』に選ばれたのかはわかりませんが、『神様に逆らった悪い人』というのが関係しているのでしょう。フィアさんが与あたえてくれた数少ない『ヒント』ということになりますわね」

「そもそもこのゲームはなんのために行われているんだ」

　そう問いかけたのはフブキだった。

「悪いことをした魔女を見つけろというが、フィアやこのゲームを仕切っている何者かは、魔女が誰であるのかを知っていることになる。探させるのが目的ではないだろう。

　初めは昇しよう進しん試験ではないかと考えていた。しかし、魔法少女としての適性を見るためにこんな殺し合いを行うはずがない。むしろこんなゲームで勝ち残るほうが魔法少女には向いていないだろう。なんのためにこんな殺し合いをさせている。なにが目的だ。私たちにいったいなにをさせたいんだ」

「それは考えても仕方ないのではないでしょうか」

　サクヤがたおやかに言う。

「ここが神様の世界であることからみても、このゲームは明らかに神様の力によって動かされています。なにを思ってわたくしたちに殺し合いをさせるのか、どんな理由であったとしてもきっと理解できないでしょう。それでも強しいて理由を考えるとするならば、わたくしたちの手で魔ま女じよを処しよ刑けいするため、なのかもしれませんわ」

「どういう意味だ」

「現在の神様は、わたくしたちに『いついかなる場合においても相手を死に至らしめてはならない』とする〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉を立てさせるほどの平和主義者です。ですがそれでも、許されるべきではない魔法少女がいた。神様に逆らった悪い魔法少女は処刑されなければならなかった。しかし処刑や殺人は許されない。でも、事故ならばどうでしょう。ゲームの結果命を落としてしまったのならば、それは殺人ではない。事故です。ですから許される。そう考えたのかもしれませんわ」

「そんなバカな理由だというのか……？」

　無感情なフブキの声がよりいっそう低くなった。

　サクヤが婉えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「わたくしもこれが正しいと思っているわけではありません。一部ではスナッフムービーが流行はやっていると耳にしたこともありますし、理不尽な理由ならいくらでも思いつけます。このゲームがなんのために行われているのか、考えても答えは出ないということです」

　フブキは黙り込んだ。

「それに、わかったところでなにも解決しません。神様の御ご意志によるものにしろ、悪あく趣しゆ味みなフィアたちのイタズラにしろ、わたくしたちがするべきことはひとつだけ。魔女を見つけることだけです。それに変わりはありません」

　フブキはしばらく黙り込んでいたが、やがて小さくため息をついた。

「その通りだな。議論を乱してすまなかった」

「いいえ、そんなことは御ご座ざいません。こうやってみなさまの意見を述べ合うのがこの話し合いの目的なのですから。そうですわよねレナさん」

　レナはうなずき、それからおずおずと口を開いた。

「サクヤちゃんの話を聞いてて思ったんだけど、わたしたちはみんな〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉を立ててるんだよね」

「もちろんそのはずですわ」

「でも、魔女はアイリちゃんに、その……ひどいことをしている。〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉を破ったことにはならないのかな」

「そうですわね」

　サクヤが広げた扇せん子すを口元に当てて考え込む。

「ここにいるみなさんはまだ魔法少女であるように見受けられます。治外法権、ということでしょうか。元々例外だらけのゲームですから、外の世界のルールはスフィア内では適用されないのかもしれません。さすがに強ごう引いんすぎる考えかとは思いますが」

　そうなのかもしれないな、とレナは思った。

　だけどもうひとつの可能性も頭に浮うかんでいた。

　あまりにもバカバカしくて言う気にもなれない。そんなことあるはずがない、とレナ自身でも思う。それでも、もしかしたら、と思うのだ。

　アイリは「殺されて」はいないのではないか。

　もっと別の、想像を超こえたなにかに襲われたのではないか。ゲームの結果死亡しても「事故」であるとサクヤが推理したように、アイリもまた「殺人」とは認定されなかった。

　そう考えてぞっとする。

　アイリは〝処刑〟されたということか。

　そういえば魔法学園の授業でそんな話を聞いた記憶がある。哲てつ学がくじみていたためほとんど眠ねむっていたのだが、その一文だけは印象深くてなんとなく覚えていた。

　殺人が罪になるのは、殺意を以もつて人を害したときである。死し刑けいが殺人にならないのは、そう法律で決められているからだ。罪と罰ばつは神が定めるのではない。人が定めるのだ、と。

　全身が凍こおりつくような気分だった。

　そんなことあっていいはずがない、と強く思う。

　アイリが殺されてもいい理由なんて、世界中のどこを探したってあるはずがない。

「どうしてこんなことをするんだろう……」

　思わずつぶやきがこぼれた。

　サクヤがたおやかな表情を浮かべる。

「それはもう、神様にお聞きするしかありませんわね」

　そう答えたが、レナはゲームにではなく、魔女に対して疑問を抱いだいていた。

　殺し合いになるとわかっていたのに、どうしてこんなゲームに参加したのだろうか。

「魔女は……その……魔法を使って……アイリちゃんを襲ったんですよね……？」

　いのりが小さな声でつぶやく。

「でも……魔法は一人に一つだけ……。炎ほのおを操るような魔法なんて……誰だれにも使えないはずなのですが……」

「確かにその通りです。ですがわたくしの考えでは、そのような魔法を持つ可能性のある方が、少なくとも三名おります」

　サクヤの言葉に室内がざわめいた。すぐとなりのくるみが驚おどろいた声を上げる。

「三人も……!?　いったい誰なの……！」

「確かに魔法は一人に一つしか与えられません。ですが、誰がどんな魔法を持っているのか、どうしてくるみさんはご存じなのですか？」

「え？　だって最初の自己紹しよう介かいの時に──」

　言いかけたくるみの表情が凍り付いた。

「──そんな、まさか」

「ええ、その通りです。おそらくはあの自己紹介の時に、噓うその魔法を教えたのでしょう。魔女はナイトスフィアに来る前からこのゲームについて知っていたはずです。初めからわたくしたちを騙だまそうとしていたとしたら……」

「つまり──」

　キョーコが勢いよく立ち上がる。メガネの奥の鋭するどい瞳ひとみを、レナへと向けた。

「──アンタが魔女か。愛葉レナ」

「えっ……？」

　いきなりのことにレナの口から間ま抜ぬけな声が漏もれた。

「自己紹介をしようって言い出したのはアンタだ。今にして思えばずいぶん急なタイミングだったよな。まるで最初から自己紹介をすると決めていたみたいじゃないか」

「ち、違うよ……！　わたしはそんなつもりじゃ……！」

　レナは立ち上がって言い返そうとした。

　その瞬しゆん間かん、ギョッとしたようにして立ちすくんでしまった。

　全員がレナを見ていた。冷たい視線が向けられている。疑いと、恐きよう怖ふと、冷れい蔑べつの視線が突つき刺ささる。

「ち、違う……、本当に、そんなつもりじゃ……」

　震ふるえた声を響ひびかせても、突き刺さる視線の温度は変わらなかった。

　それどころかキョーコが嘲ちよう笑しようめいた表情を浮かべる。

「ずいぶん慌あわててるようだけど、自分が魔女だってバレたのがそんなに驚いた？」

「違うの！　わたしじゃない、本当だよ、信じてよ！」

　どれだけ言葉を尽つくしても、冷ややかな視線は変わらなかった。剝むき出だしの敵意を浴びてレナは足がすくんでしまう。

「レナは魔女ではない」

　立ち上がったフブキが静かな声を響かせる。

「レナは誰よりも優やさしい魔法少女だ。あんな無残なことをできるわけがない」

「はっ。友達を疑いたくないのはわかるけどね、そんなことを言われて、はいわかりました、って納なつ得とくできるわけないでしょ。それとも、証しよう拠こでもあるってわけ？」

　小こ馬ば鹿かにするようにたずねる。証拠なんてあるわけないと思っているのだろう。

　フブキは迷いなくうなずいた。

「証拠ならある」

「なっ……!?　だったら見せてみなさいよ！」

「それを持っているのは私ではない。レナだ」

　今度はレナが驚く番だった。

「ええっ!?　でも、わたし、証拠なんて……」

「心配いらない。レナの魔法は人を傷つけるためのものなんかではない。それを見せてやればいいだけだ」

「フブキちゃん、なにを……あ、そうか！」

　気がついたレナは息を深く吸い込むと、言葉に魔法を込めて吐はき出した。

「本当だよ。わたしは魔女じゃない」

　レナの〈真実の言葉ベストアンサー〉が、その言葉が真実であるとキョーコたちの心に語りかける。

「……ふん。どうやら魔女じゃないってのは本当みたいだね」

　渋しぶ々しぶながらもそう認めた。鼻白んだ様子でイスに座り直す。レナは安あん堵どの息をついた。

「フブキちゃんのおかげだね。ありがとう」

「礼はいらない。レナのことはなにがあっても私が守る」

　淡たん々たんと無表情に告げる。それでもレナはもう一度「ありがとう」と伝えた。

　サクヤが華はなやかに声を響かせる。

「レナさんを疑っていたわけではありませんが、こうして示すのはよいことですわね」

「でも──」

　傍そばにいたくるみが控ひかえめに言葉を響かせる。

「──レナの魔法が、その、本当だって証拠がない気がするんだけど。実は相手を洗脳する魔法かもしれないし……」

　くるみの言葉にレナはショックを受けた。くるみに疑われたことよりも、自分の魔法が疑われたという事実がなによりも衝しよう撃げき的だった。

「可能性はあるだろう。だがそれはありえない」

　静かな声でフブキが否定する。

「魔法とは、その人にとって必要な魔法が、その人にとって最も望ましい形となって与あたえられる。他人を洗脳し意のままに操る、いってみれば人の尊厳を冒ぼう瀆とくするような魔法を、レナが使えるようになるはずがない」

　フブキの言葉に、レナは救われた思いだった。自分の親友は、自分のことをちゃんとわかってくれていたのだ。

「まあ、そう言われれば……。じゃあ、サクヤが疑っているのは誰なの？」

　サクヤがふふっと微笑を漏らす。

「噓の魔法を教えた可能性があるのは、春風いのりさん、蓮杖アキラさんのお二人です」

「どうして……私が……」

「あたしは噓なんかついてない！」

　名前を挙げられた二人が一いつ斉せいに抗こう議ぎした。サクヤが微笑みを崩くずさないままに告げる。

「今名前を挙げた方は、自己紹介の時に魔法を使わなかった方です。つまり、実際にその魔法を使えるのかどうか確認できなかった方、ということですわ。くるみさんと茜さんも使いませんでしたが、お二人は別の機会で魔法を使うところを確認しておりますので」

「わ、私の〈治癒フアーストエイド〉は本物です……。茜さんの傷を治しました……」

「ええ、そうですわね。フィアさんの攻こう撃げきを受けた茜さんは瀕ひん死しの重傷を負いましたが、いのりさんの魔法でたちどころに回復しました。直接確認してはおりませんが〈治癒フアーストエイド〉が人を癒いやす魔法というのは本当なのでしょう」

　華やいだ笑みを浮かべ、そしてアキラへと視線を向けた。

「アキラさんの魔法は、確か〈意思疎通パール〉と言いましたでしょうか。動物と話ができる魔法と伺うかがった記き憶おくがあります」

「そ、そうだ。動物と会話する魔法だ」

「それを証明できますか？」

　にこやかに告げられる言葉に、アキラは表情を青ざめさせた。

　慌てて周囲を見回しはじめる。

　しかしレナは知っていた。ナイトスフィア内を一通り探たん索さくしたが、動物類は一いつ匹ぴきもいなかった。アキラの魔法を証明できる存在は、ここにはいないのだ。

「アキラの魔法は本物よっ！」

　リリアンヌが甲かん高だかい叫さけび声ごえを上げる。

「ワタシはアキラとずっと一いつ緒しよにいたから知ってるし、実際に鳥や猫ねこと会話するところも見たことがある。アキラの〈意思疎通パール〉は本当に動物と話ができる魔法なのよ！」

「アンタはアキラの友達なんだろ。友達のために噓をついてるかもしれないじゃない」

「シャラップ！　噓なんかつくわけないでしょっ！」

「じゃあ他ほかに誰がアイリにあんなことをできるっていうのよ」

「知らないわよっ！　だいたいアンタ、さっきから人のことを疑ってばかりだけど、実はアンタが犯人なんでしょ!?」

「はあ!?　なんの根こん拠きよがあって──」

「自分が犯人だってバレないように、アキラに罪をなすりつけてるんでしょう！」

「そんな適当な理由で疑ってんじゃないわよ！」

「待て、結論を出すにはまだ早い」

　口論の声が高くなっていった二人のあいだに、フブキが冷静な声を響かせた。

「サクヤは、疑っているのは三人いる、と言っていた。しかしまだ二人しか出ていない。残る一人は誰だ？」

　リリアンヌもはっとしてサクヤに目を向けた。

「そ、そうよっ！　きっとそいつが犯人なのよ！」

　サクヤはたおやかな笑みのまま、ふふっ、と妖あやしげな吐と息いきを漏もらした。




「残る一人は──リリアンヌさん、貴女あなたですわ」




「……えっ？」

　間の抜ぬけた声が響いた。

「なっ、なんでワタシが……！」

「リリアンヌさんの〈物質転送オービツト〉は確か、物質を転送する魔ま法ほうでしたわよね」

「そ、そうよ！　ザッツライト！　炎なんて関係ないじゃない！」

「たとえば、こう考えられるのです。アイリさんと共にどこかへと転送し、そこで焼いたあと、再び部屋に戻もどってくる。これならばベッドに焦こげ跡あと一つ残すことなく狙ねらった相手だけを焼くことができます。それと一つ申もうし添そえておきますと、ウエポンルームには強力な火か炎えん放射器もありました」

「そんなことできないわよっ！　ワタシの魔法は重い物を転送できないんだからっ！　そう言ったじゃない！」

「それを証明できますか？」

「なっ……！」

　リリアンヌは絶句した。

「証明って……ワタシがウソをついているっていうわけっ!?」

　リリアンヌの剣けん幕まくに、サクヤは笑みを貼はり付つけたまま答えなかった。

「悪あく魔まの証明だな」

　フブキが静かな声で言った。

「存在するものを証明することは簡単だ。だが、存在しないものを証明することは難しい。リリアンヌが噓うそをついていないと証明することは無理だろう」

「証明できなければ同じことです。容疑者は二人。アキラさんとリリアンヌさんですわね。もっとも、キョーコさんの〈物質感応サイコメトリー〉の結果を考えますと、リリアンヌさんよりは──」

「あなた、なの……？」

　ひどくかすれた声が聞こえる。ハナが虚うつろな眼まな差ざしでアキラを見ていた。

「あなたが、アイリを、殺したの……？」

「ひっ……っ！　ち、違ちがう、あたしじゃないんだ！」

　アキラが悲痛な声を上げる。ハナは異様に見開いた目をアキラへと向け続けていた。

　誰だれもが黙だまっていた。

　リリアンヌでさえも、アキラをかばおうとはせずにうつむいている。色白の顔を蒼そう白はくにして、小刻みに震ふるえる体を自分の両りよう腕うででしっかりと抱だきしめていた。







　話し合いを続けられる状態ではなくなってきたため、一度解散することになった。

「みなさまも疲つかれているでしょうし、一度休んだほうがいいでしょう。疲れていてはよい意見も出てきません。それぞれ考えをまとめて、夜の十一時にまたここに集合しましょう」

　サクヤがそう締しめくくると、魔法少女たちはそれぞれ席を立ち始めた。

　多くは自分の部屋へと向かい、数人がラウンジルームへと下りていく。

　時計を見ればもう二時を回っていた。昼食はとっくに用意されているだろう。

　レナもフブキに促うながされてラウンジルームへと下りていった。

　昼食はペペロンチーノだった。

　すっかり冷えていたが、それでも口に含ふくむと豊かなソースの味が口いっぱいに広がる。

　一口食べたとたんに、思い出したように体が空腹を訴うつたえはじめた。

　考えてみれば昨日の夜からろくに食べていない。

　くるみに味を整えてもらっただけあって、料理は美味おいしかった。美味しいから涙なみだが出た。こんな時でも美味しいと感じてしまうことが不ふ謹きん慎しんに感じられて、泣きながら食べ続けた。

「これからどうしたらいいのかな……」

　考えるべきことはたくさんあった。だけどどうすればいいのかわからない。

　話し合えばわかりあえる、なんて口では言っていても、実際にはその役はほとんど果たせていなかった。

「少し休むといい。考えることはそれからでもできる」

　フブキが優しく言ってくれる。

　休んでもいいのだろうかと思ったが、疲れているのも事実だった。

「じゃあ少しだけ部屋に戻るけど、フブキちゃんはどうするの」

「少し調べることがある」

　まるで機械のように見えることもあるが、フブキだってレナと同じ女の子だ。頑がん張ばればその分だけ疲れはたまる。

「フブキちゃんも、疲れたら休んでね」

　冷静な目が少しだけレナを見つめ、それから無言でうなずいた。

　プライベートエリアの前でフブキと別れる。

　細い廊ろう下かを一人で歩く途と中ちゆうで、レナは壁かべにもたれかかるアキラの姿を見つけた。

　一いつ瞬しゆん、声をかけるのをためらった。

　話し合いの結果、アイリを襲おそった魔女である可能性が一番高いのはアキラということになった。今のままでは〈魔女の裁判アリスハンガー〉で〝処しよ刑けい〟されるのはアキラだろう。

　レナにも真相はわからない。魔女は本当にアキラなのかもしれないのだ。

　それを確かめるためにも、アキラに向けて一歩を踏ふみ出した。

「どうしたんですか」

　沈しずんだ瞳ひとみがレナを見つめ返してきた。

　一目見て憔しよう悴すいしているとわかるほど、疲れ切った目だった。

「頭の中から消えないんだ」

　自分の死が近いことを恐おそれているのかと思っていた。

　しかし、アキラの口から漏れたのは違ちがう言葉だった。

「龍美が倒たおれたあの時のことが忘れられないんだ。人殺しと言われたあの声が消えないんだ。あたしが、あんなことをしなければ……」

　広げた両手がブルブルと震えている。

「アキラさんのせいじゃないです！」

　思わずそう言ったが、アキラは聞いていなかった。

「あたしは弱虫なんだ。自分じゃなにもできない。大学でもリリィとずっと一緒だった。周りから見ればリリィがあたしにつきまとってるように見えたかもしれないけど、本当はあたしがリリィから離はなれられなかっただけなんだ。

　怖こわかった。アイリがあんなことになって、次はあたしかもしれないと思ったらわけもなく怖くなって、それでウエポンルームから銃じゆうをこっそり持ってきたんだ。ああ、そういえば、レナにも謝らないといけないな」

　うつろな目がレナに向けられる。

「撃うっちゃってゴメン。そんなつもりはなかったんだ」

「いえ、わたしは大だい丈じよう夫ぶなので……」

　そう言ったものの、あの瞬しゆん間かんを思い出してレナは背筋が凍こおり付くのを感じた。

　あの時は間かん一いつ髪ぱつでフブキが助けてくれた。ほんの一瞬でも遅おくれていたら、銃じゆう弾だんはレナの体を貫かん通つうしていただろう。

「使うつもりはなかった。持っていれば安心できるような気がしたんだ。でも、全然意味なかった。あんなものがあったってあたし自身が強くなるわけじゃない。あたしは弱いままだった。だから、つい手に取ってしまったんだ。使うつもりはなかった。本当なんだ。でも、そのせいで……」

　うずくまって頭を抱かかえる。

「消えないんだ。龍美があたしに向かって言うんだ。あんたのせいで死んだんだって、あんたが魔ま女じよなんだろうって……」

　アキラが視線を上げる。

　その先はハナの部屋だった。

「謝りたいんだ。謝ってもどうにもならないけど、最後にそれくらいはしないと──」

「最後なんて、そんなこと言わないでください」

　思わず言葉が口をついて出た。

「まだ時間はあります。話し合えば、きっといい方法があるはずです」

「でも……」

　どうすればいいのかなんてことはレナだってわからない。

　でもあきらめてはいけないと思った。

　自分の不注意で龍美を死なせてしまったことを、こんなにも悔くやんでいる。アイリを惨ざん殺さつした魔女ならば、きっとこんな反応はしないだろう。

　サクヤなら、そんなのは根拠のない推測ですわ、と言うのかもしれない。

　だけどレナは自分の直感を信じた。

　人を信じる心まで失ってしまったら、なにを信じればいいのだろうか。

「まずはハナさんのところに行きましょう」

「だけど、どんな言葉をかければいいのか……」

「大丈夫です。話し合えば、きっと伝わります」

　弱り切った視線がすがりつくようにレナを見た。

「あたしの代わりに、ハナに謝ってくれないか。あたしの言葉は届かなくても、レナの魔法なら、きっと届くはずだから」

　ハナは今も自分の部屋にいるだろう。アイリに続いて龍美までも失ったショックは、そんな簡単に癒いえるものではない。アキラは自分ではなく、ハナの心配をしているのだ。

　アキラは魔女じゃない。レナは今この瞬間に確信した。

「わたし一人じゃできません。アキラさんも一いつ緒しよに行きましょう」

「でも、あたしには──」

「なにもできないなんて、そんなことないです。謝りたいという気持ちがあるのなら、なおさらアキラさんが行かないと」

　うなだれるアキラの手を両手で握にぎりしめる。

　小さな手だなと思った。

　落ち込んでいるのはハナだけではない。

　アキラだってハナと変わらないくらい打ちのめされている。

「言葉を伝えるのに特別な魔ま法ほうなんていりません。そんなことは誰にでもできるんです。だって、ほら──」

　迷うアキラに優やさしく言葉をかける。

「──魔法なんかなくったって、アキラさんがハナさんのことを心配してるってことは、わたしにはちゃんと伝わっているじゃないですか」

　顔を上げるアキラに向けて、レナは笑顔を浮うかべてみせた。







　扉とびらを開けると、ハナはベッドに沈み込むようにして寝ね込こんでいた。そばにいのりが付き添そっているが、その存在に気がついているのかも怪あやしい。

「ハナさん、体調はどうですか」

　声をかけると、ハナの首がのろのろと動いた。

　うつろな視線がレナを見つめ、それから後ろのアキラへと移る。

　光を失っていた瞳が、驚おどろいたように見開いていった。

　いのりが怒いかりの表情で腰こしを上げる。

「今いま更さら……なにをしに……！」

「すまなかった」

　アキラがはっきりとした声で頭を下げた。

「謝っても許されることじゃないってわかってる。それでも言わせてほしいんだ。あたしの不注意であんなことになってしまって、本当にすまなかった」

　毒気を抜ぬかれたようにいのりの表情が抜け落ちる。

　無言の静せい寂じやくが流れた。

　十秒か、あるいは十分だったのか。長く重苦しい沈ちん黙もくの後、ハナが緩ゆるやかに首を振ふる。

「アキラさんのせいではありませんから……」

　喉のどから絞しぼり出だしたような、か細い声だった。

「私も取り乱してしまってすみませんでした。ひどいことを言ってしまいましたよね。こちらこそごめんなさい」

「いや、いいんだ」

　アキラがそうとだけ言って首を振る。

　レナはハナの手を握りしめた。

「うまい言い方が思いつかないんですけど、ハナさん、元気を出してください」

　ハナの目がレナを見つめ、ふっとゆるんだ。

「私は──」

　なにかを言いかけ、それから軽く目を閉じる。

「レナはもう気がついているかもしれないけど、実はアイリは私の娘むすめだったの」

「なんとなく、そうじゃないかなとは……」

「やっぱりレナならわかってくれる気がしてたわ。父親はもういないんだけど……あ、心配しないで。生活は大変だったけど、ちゃんと幸せだったから」

　そう語るハナの視線は、どこか遠くを見つめるようだった。

「あの子は人見知りが激しいから、外じゃずっと私の後ろに隠かくれてたけど、家ではいろんなことを話してくれたわ。学校でこんな勉強をしたとか、こんな先生がいるとか、給食が美味おいしかったとか、でもお母さんのご飯のほうが美味しいとか。きっと学校じゃあんまり話もできないんでしょうね。だから私に話したくて仕方がなかったのよ。あのね、あのね、って、いっぱい話してくれたわ。友達ができないのは心配だったけど、そうやって私に話してくれるのは本当にうれしかった。それにね、ふふ、これはあまり話してくれなかったけど、結構仲のいい男の子もいたみたいだしね」

　実際にハナは遠いところを見ているのだろう。

　なによりも遠いものになってしまった過去の日々を。

「そういえば、カレンさんの魔法をもう一度見るのを楽しみにしていたわ。おとぎ話みたいなファンタジーが好きだったから、幻げん想そう的な光景に惹ひかれたのかもしれないわね」

　ハナはアイリとの思い出をいくつも語ってくれた。

　そのどれもが楽しそうであり、幸せな家庭が簡単に想像できただけに、よけいにレナの胸を締しめ付つけた。

　アイリはもういない。だからこそ、アイリとの思い出をレナに知ってほしいのだろう。それがわかったから、レナも真しん剣けんに話を聞いた。ハナが語る思い出のひとつひとつを決して忘れないように心に刻み込んだ。

「あっ、もうこんな時間？」

　時計を見たハナが驚いたように声を上げた。

「こんなに話しちゃってごめんなさい。迷めい惑わくじゃなかったかしら」

「そんなことは全然ないです」

　レナは優しく首を振った。

「アイリちゃんとはなかなか話せなかったので、初めて知ることがいっぱいでうれしいです。アイリちゃんのこと、本当にかわいかったんですね」

「それはもう。だって私の娘だもの。かわいくないわけがないでしょう？」

　ハナの美び貌ぼうを見ればそれも当然だろうと思ったが、こうやって自じ慢まんしてくるのは初めてだったので、レナはつい苦笑してしまった。

　気づいたハナが口元に手を当てる。

「ごめんなさい。親バカだったかしら」

「親バカでもいいと思いますよ。でも、ひとつだけひどいこと言ってもいいですか？」

「あら、なにかしら。ドキドキしちゃうわね」

「さっきの仕草、やっぱりちょっとおばさんくさかったです」

「ひどーい！　これでも四捨五入すればまだ二十歳はたちなんだからね！」

　頰ほおを膨ふくらませて怒りを表現する。かわいらしい仕草にレナはちょっと笑ってしまった。

「すみません。でも二十歳って聞いて実は少しびっくりしました。なんだかハナさんってお姉さんっていうか、学校の先せん輩ぱいみたいだなって思ってたので」

「まだ現役でもいけるかしら？」

「高校生も四捨五入すれば二十歳ですね……。そういう意味では間ま違ちがってなかったかも」

「女子高生かあ……。生まれ変わって青春時代をやり直すのも悪くないわね」

　漏もれ出たハナの言葉に、レナは思わず反応した。

　今の言葉にハナの本音が交ざっている気がしたのだ。

「ハナさん……」

「ふふ、冗じよう談だんよ。まだやることがあるもの」

　笑顔で受け流す。その表情の奥にある真意を見み抜ぬくことは、レナにはできなかった。

「レナにも心配をかけてしまったわね。いのりさんも、ずっとそばにいてくれてありがとう。私はもう大だい丈じよう夫ぶよ」

　レナはほっと息を吐ついた。

　本調子とは言えなくても、ハナが笑みを浮かべてくれて、ずいぶんと安あん堵どした。

　辛つらい状じよう況きようなのはわかっているが、それでもやっぱり元気を出してもらいたかったのだ。

「それと、こんな時にこういうことを言うものじゃないのかもしれないが……」

　アキラが恐きよう縮しゆくしたように口を開く。

「あたしは魔女じゃないんだ。それを信じてほしい」

　ハナはわずかに黙だまったあと、ゆっくりと、微笑ほほえみを浮かべた。

「ええ、もちろん。わかっています」




　ハナの部屋を出ると、自分が魔ま女じよではないとみんなを説得したい、とアキラが言った。レナも手伝いたかったのだが、頭の奥が重くて、思考が上手うまくまとまらない。疲ひ労ろうがたまっているせいで、立っているのも辛い状態だった。

「すみません、力になれなくて」

「いや、いい」

　短く答え、それから付け加えた。

「はじめはどうすればいいかわからなかった。魔女ではないなんて、どうやっても信じてもらえないと思っていたんだ。だから、仕方ないって、あきらめてた。でもレナのおかげで話してみようという気になったよ。簡単じゃないことはわかってるけど、もしかしたらわかってもらえるんじゃないかとな。ありがとう」

「いえ、わたしはなにもしてないです」

　ゆるやかに首を振る。

　プライベートエリアの出口の前でアキラと別れた後も、レナの心は軽くなっていた。

　心から話し合えば、どんな人とでもわかりあえる。その考えは間違っていなかったのだと改めて思うことができていた。







　部屋に戻もどったレナは軽く仮か眠みんを取った。

　まどろむ意識の中で誰だれかの気配を感じる。目を開けると、目の前にフブキがいた。

「おはようフブキちゃん」

「今は夜の八時だ。おはやくはない」

「うん。いつものフブキちゃんだね」

　レナは目を覚ますように腕うでを伸のばす。それからフブキに向き直った。

「フブキちゃん。わたし決めたよ」

　なにを、とフブキが目で問いかけてきた。その視線は心配するような色をしている。

　安心させるようにレナはにこりと微笑んだ。

「わたしはもうゲームには参加しない」

「レナ……なにを……」

「こんなゲーム……ううん。ゲームなんて言葉で誤ご魔ま化かしちゃダメ。こんなひどいことはこれ以上続けたらいけない。わたしはもう、投票はしない」

「しかし……」

「投票がはじまる前にこんなことはもう終わりにしたいの。これ以上誰だれ一人ひとりの犠ぎ牲せい者しやも出さずにここから帰る方法を探したい。どうすればいいかはまだわからないけど……でも、あきらめなければきっと見つかるはず。だからフブキちゃんにも手伝ってほしい」

　フブキは迷ったようだったが、すぐにうなずいた。

「わかった。全員が助かるのならば反対する理由はなにもない。しかし、私はレナを守ることを最優先としている。そのためならば、私はレナの望みとは違ちがう行動を取るかもしれない。そのことは覚えていてほしい」

「うん、ありがとうフブキちゃん。わたしもフブキちゃんのこと大好きだよ」

「い、いきなりそんなこと……困る……」

　フブキは顔を真っ赤にさせてうつむいた。

　そもそもフブキは夕食ができたことを知らせに来たのだという。レナは部屋を出てラウンジルームへと向かった。

　足取り軽く向かいながらも、胸にはひとつの決意があった。

　このゲームを終わらせる。そのための方法を探すつもりだった。

　魔女を探すつもりはない。それではダメだ。

　友達の名前を書いて死し刑けい台へと送り出す、悪あく魔まのゲームに参加することになってしまう。友達を疑い、親友を裏切り、投票によって〝処しよ刑けい〟するこの状況を受け入れることになる。そんなのは絶対にあってはならないことだ。

　レナは唐とう突とつに気がついた。

　そうだ。魔女を探してはいけないのだ。

　魔女を探すということは、誰を殺すのか決めるということだ。

　一人殺せばその分だけ心が黒く染まる。二人殺せば黒ずんだ感情がさらに鬱うつ積せきしていく。鈍にぶい痛みに精神が摩ま耗もうし、一人、また一人と死んでいくことに心が慣れてしまう。やがては人を殺すことに慣れ、友達の名前を抵てい抗こうなく書けるようになってしまうだろう。

　そうなってはもう、悪魔に魂たましいを売うり渡わたしたのと同じではないか。

　このゲームはなにかの試験なのではとフブキが言っていた。

　きっとそうじゃない。

　これは魂を刈かり取とるゲームだ。

　魔ま法ほう少女の魂をどす黒く染め変える、悪魔の儀ぎ式しきなのだ。

　レナの見る限り、その企たくらみは成功しているように思える。誰もが犠牲者を出すことは仕方がないと思っている。レナだけがこれ以上犠牲者を出さない方法を探していた。

　見つけなければならない。

　このゲームを終わらせる方法を、〈魔女の裁判アリスハンガー〉がはじまる前に。

「よしっ」

　レナは自分に気合いを入れた。

　明るく、前向きに、元気よく。それが数少ない自分の長所であるとレナも自覚している。

　難しいことを考えるのはフブキやサクヤの役目だ。自分にできるのは、前を向いてみんなを元気付けることだけ。

　決意を新たにしてラウンジルームへの階段を下りる。

「ふざけないでよっ！」

　レナの耳にいきなり罵ば声せいが飛び込んできた。

「どうせあんたが魔女なんでしょ!?」

　叫さけんでいるのはキョーコだった。メガネの奥から鋭するどい視線を浴びせている。

「魔女じゃないっていうなら、証しよう拠こを見せてよ」

　今度はくるみだった。キョーコのように鋭くはないが、声に敵意を孕はらんでいる。

　二人の視線の先にいるのは、アキラだった。

「あたしは、本当に……」

　二人の剣けん幕まくに気け圧おされるようにして声をかすらせる。

　責め立てているのは二人だけではなかった。キョーコのそばにはサクヤがいる。近くにはいのりもいた。全員がアキラに敵対している。

「なんで……？」

　レナの口から呆ぼう然ぜんと声が漏れた。

　アキラのそばには誰もいない。明らかにアキラ一人だけが攻こう撃げきされていた。

　続けざまに浴びせられる罵声を、アキラは耐たえ忍しのぶように聞いている。離はなれていても足が震ふるえているのが見えた。

「頼たのむ、信じてほしい……、あたしは魔女じゃないんだ……」

　聞いているほうが辛くなるくらいの涙なみだに濡ぬれた声だった。

「本当なんだ……どうしたら──」

「人殺しのくせに！」

　キョーコの言葉が刃やいばとなってアキラの心を突つき刺さした。

「あんたが龍美を殺したんじゃない！　アイリだって、あんたが殺したんでしょう！　そうやって私たちを騙だまして、今度はいったい誰を──」

「やめてっ！」

　たまらずにレナは叫んだ。

「なんで、なんでこんなことになってるの……!?」

　いったいなにがあったというのか。

　レナが部屋で休んでいる間に、スフィア内の空気は変へん貌ぼうしてしまっていた。

　簡単に信じてもらえないのはわかる。だけど、こうまで執しつ拗ようにアキラを責め立てる必要があるのだろうか。

　全員の目がレナを見た。その目には、非難の色があった。

「レナさんも魔女の味方をするのですか？」

　サクヤの言葉が静かに、どこか冷れい徹てつに響ひびく。

「味方って……」

「それともレナさんが魔女なのですか？」

　信じがたいものを見る思いだった。

　レナが魔女でないことは、サクヤも認めたはずだ。

　なのになぜ、今いま更さらそんな台詞せりふが出てくるのか。

「じゃあ……じゃあアキラさんが魔女だっていう証拠はあるの!?」

「いいえ。御ご座ざいませんわ」

　サクヤはきっぱりと否定した。

「ですが誰かが魔女なのです。わたくしにはそれがアキラさんだと思えてなりません」

「そんな……」

　レナは二の句が継つげなかった。

　あまりにもむちゃくちゃな理由だった。

　そんな理由で決めつけられてしまっては、話し合いもなにもあったものではない。

「レナ」

　冷静な声を聞いて、レナは思わず振ふり返かえった。

　そうだ、フブキちゃんなら、きっとわかってくれるはず。

　だけど振り返ったレナの目に映ったのは、困ったような顔をする親友の姿だった。

「レナ、もうやめてくれ。レナまで疑いたくない」

　諭さとすような声を聞いて、自分の希望が打うち砕くだかれたことを知った。

「どうして……？　どうしてフブキちゃんまでそんなことを言うの……？」

　こんなことは、明らかにおかしいことだった。

　誰もが疑ぎ心しん暗あん鬼きになっている。いや、これはもう疑いという生易しいものではない。明らかな殺意を持って攻撃されていた。

「もうアキラが魔女でいいでしょっ！」

　ヒステリックな叫び声が響く。

　金色の髪かみを振り乱みだす姿を見て、レナはこれ以上ないほどの衝しよう撃げきを受けた。

「どうして……リリィちゃんまで……」

　こんなことがあっていいのだろうか。

　あんなに仲のよかった二人なのに、今では殺意を向けている。

　投票による恐きよう怖ふはそこまで人を変えてしまうのだろうか。

「リリィ、どうして……」

　アキラの顔が痛ましいほどに歪ゆがんだ。

　よろめくような足取りで下がり、イスの脚あしにけつまずいて転てん倒とうする。そのまま床ゆかにへたり込み、愕がく然ぜんとした表情でリリアンヌを見上げていた。

　浮うかんだ涙がぼろぼろとこぼれ落ちていく。

「リリィだけは、信じてくれると……」

「シャラップ！　人殺しの魔ま女じよのくせに──」

「リリィちゃん！　お願いだから、そんなこと言わないでよ……」

「なにを──」

「リリィちゃんが助けてあげなかったら、誰だれがアキラさんを助けてあげるの……？」

　リリアンヌの顔が歪んだ。震える口でなにかを言いかける。

　しかし飛び出してきたのは鋭い言葉だった。

「一票のあんたになにがわかるのよ！」

　リリアンヌは恐怖に震えていた。

　見開いた目は血走り、爪つめの先を神経質に何度もかじっている。

「ひどいことを言っちゃいけないっていうのなら教えてよ！　どうしたらワタシは助かるの！　どうしたらワタシが魔女じゃないって信じてくれるの！　死にたくない……こんなところで死にたくないのよ！」

　レナはうつむいて黙だまり込んだ。

　疑心暗鬼になるリリアンヌの気持ちが少しだけわかってしまったのだ。

　たったの一票でもレナはひどいショックを受けた。

　その一票は疑いの一票であり、死刑台へと上がる最初の一段だ。

　一票なら処刑に選ばれることはないだろう。

　だけど三票なら。四票なら。

　それはもう死刑台のロープが目の前にぶら下がっているのと同じだ。あとたったの一歩を踏ふみ違えるだけで、束ねられたロープが首を絞しめ上げる位置にまで来ている。

　次に死ぬのはもしかしたら自分かもしれない。そんな思いの中で少しも焦あせりを感じない人間はいないだろう。時計の針が時を刻むたびに一歩、また一歩と死刑台が近づいてくる。まともな精神を保てるわけがない。

　そうなったとき、レナはどうするだろうか。

　目をつぶり耳をふさぎ、すべてから逃にげ出すのだろうか。

　それとも他ほかの誰かに罪をなすりつけて逃げようとするのだろうか。

　その犠ぎ牲せい者しやがフブキだったとしても、レナには同じことができるだろうか──

　わからなかった。心の中が黒い感情で満たされていく気がして、考えたくなかった。

「そうだ。いいこと思いついた。レナが代わりに投票されなさいよ」

　血走るような目がレナを見た。

「みんなの前でこう言うの。『ワタシが魔女だから、次の投票はワタシに入れて』って。そうすれば──」

　いきなり現れたフブキの手がリリアンヌの喉のどを絞め上げた。

「レナは魔女じゃない」

「くっ……この……っ！」

　引きはがそうともがくが、フブキの腕うではびくともしなかった。細い指がリリアンヌの喉にめり込んでいく。徐じよ々じよに持ち上げられ、ついにつま先が床から浮き上がった。

「レナを傷つけるやつは私が許さない。レナの敵は私の敵だ」

「フブキちゃん、やめて！」

　レナが止めると、フブキはすぐに手を放した。

　床にへたり込んだリリアンヌが激しくせき込む。

　フブキの冷徹な視線がリリアンヌを見下ろした。

「レナに感謝しろ。レナが止めなければ、今ここでおまえを殺していた。お前の命はレナに救われたんだ。それを忘れるな」

「フブキちゃん！」

　激しい怒いかりと共に叫んだ。レナ自身が驚おどろくほどの声だった。

「……ソーリー。気にしないで。今のはワタシが悪かったから……」

　リリアンヌが声をかすらせる。

「レナにあんなこと言うなんて、ワタシがどうかしてた……」

「リリィちゃん、どうして──」

　──あんなことを、と聞こうとして、その言葉を止めた。

　青色の目からぼろぼろと涙がこぼれていた。

「ワタシの中で、ワタシのものじゃない感情があふれてくるの……。死にたくなければアキラに投票しろって、声が聞こえるの……。どんなに耳をふさいでも聞こえるの。殺せ、アキラを殺せって……ワタシの中から聞こえてくるのよ……！」

　錯さく乱らんするように泣なき叫さけぶ。

「もうイヤ！　聞きたくない！　ワタシこんなこと思ってない！　思ってないのに……どうして声が止まないのよ……！　なんなの、なんのよぉ……。もうやめてよぉ……！」

　半はん狂きよう乱らんとなった声が、広いラウンジルームに響き渡わたった。







　明らかに異常だった。

　誰もが攻撃的になっている。

　ほんの数時間前は悲ひ嘆たんに暮れていたはずのキョーコやいのりたちでさえもが、今ではアキラを攻撃していた。

　死の恐怖が迫せまるだけで、人はこんなにも簡単に非情になれるのだろうか。

　いくら投票が集まっているとはいえ、あのリリアンヌが、仲のよかったアキラに向けて、アンタが死ねばいいんだと叫ぶことができるだろうか。

　二人の仲は、男女の仲よりもはるかに親密だった。一日や二日で築けるものではない。長い年月を共に過ごしてきたのだろう。

　そんな相手に対して半日と経たたない間に殺意を向ける。

　あり得ないことだ。どう考えたって人間の精神構造上あり得ない変化だ。

　魔法でも使わない限りは。







「失礼します……」

　ノックと共にドアを開いた。

　透すき通とおるような歌声がぴたりと止まる。

　微笑ほほえみをたたえた美しい魔法少女が窓の外を見ていた。

〈楽園の歌声フラワリングヴオイス〉は自らの感情を歌に乗せて感染させる。アキラに対する自らの感情を全員に感染させていたのだろう。

　ハナの歌声は世界中に届く。ちっぽけなスフィアの中など、片手を伸のばした距きよ離りよりも狭せまいはずだ。眠ねむっていたレナだけがそれを回かい避ひできた。

　笑顔に満ちた、笑顔の絶えない世界を作る。それがハナの願いだったはずだ。

　レナに魔法少女の心得を教えてくれた先せん輩ぱいでもある。どんな人とでも話し合えば必ずわかりあえる、と思えるようになったのも、ハナの影えい響きようが大きかった。

　そのハナが。

「どうして……どうしてですか!?」

　振り返った拍ひよう子しに輝かがやくような髪が舞まい踊おどる。浮かべる微笑みには、慈じ愛あいが満ちていた。

「お帰りなさい、アイリ」

　えっ……？

　なにを言われたのかわからなかった。

　突とつ然ぜんのことに対応できないレナの体を、ハナの腕がやわらかく抱だきしめる。

「帰りが遅おそいから心配したのよ。最近は物ぶつ騒そうなんだから気をつけてね」

　言い間ま違ちがいかなにかだと思った。そう思いたかった。

　だけど一点の曇くもりもない笑みを向けられて、レナは自分の推測が正しかったことを知ってしまった。

　愛まな娘むすめと友人を立て続けに失うことがどれほど辛つらいのか、レナには想像もできなかった。

　魂たましいを引ひき裂さかれた痛みは、引き裂かれた者にしかわからない。

　ハナはもう壊こわれていた。

　レナを、死んだはずの愛娘と思い込んでしまうほどに。

「ハナさん……」

　ぼろぼろと涙なみだがこぼれ落ちた。

　後から後からこぼれてくる涙を拭ぬぐうこともできない。

　辛いことばかりが起こるため、もうどうしたらいいのかわからなくなってしまった。

「アイリ……？　どうしたの……？」

　レナは首を振ふった。優やさしい腕の中で、何度も何度も首を振った。

「ハナさん、違ちがうんです……。アイリちゃんはもう……」

　ぼんやりとした表情がレナを見つめている。

　これ以上なにも言えなかった。痛ましい微笑みに目も向けられない。

　レナは笑みを作った。涙に塗まみれた顔のまま無む理り矢や理りに笑おうとした。そうでもしなければ、レナ自身が泣き崩くずれてしまいそうだった。

「わたしはレナです。愛葉レナ。ハナさんの一番弟で子し、だとわたしは思っています」

「レ、ナ……？」

　感情を失っていた瞳ひとみにゆっくりと光が戻もどる。

「あら、ほんとね。レナじゃない。じゃあアイリは……？」

　腕の中でうつむく。ハナが、ああ、とうつろな声を響ひびかせた。

「アイリはもう死んだのよね」

　胸を衝つく言葉に涙をこらえきれない。抱きしめられたままレナは嗚お咽えつを漏もらした。

「そんな顔しないで」

　ハナが優しく言った。

「もう大だい丈じよう夫ぶ。少し取り乱しただけだから。もう歌は歌わないわ。こんなことをしてもアイリが帰ってくるわけじゃないものね」

「わたしは……、みんなで力を合わせたいって思ってます」

　レナはなんとか口を開いた。

「みんなでバラバラになったってダメです。みんなで協力して──こんなゲームを終わらせたいんです」

「うん、レナはそれがいいと思うわ。きっとレナにしかできない。レナの優しさがみんなに届けば、きっと信じてくれる──って、フブキさんがもう言ってくれたかしら？」

「う……」

　見み抜ぬかれたことがなんとなく恥はずかしくて、つい視線を逸そらしてしまった。

　ハナがもう一度笑った。今度は血の通った、あたたかな笑みだった。

「レナたちは本当に仲がいいわね。まるで正反対の性格だけど、そういう組み合わせのほうが上手うまくいきやすいっていうものね。レナたちならきっとできる。そんな気がするわ」

「ハナさんもです！」

　とっさにハナの手を握にぎりしめた。

「わたしだけじゃなにもできません。ハナさんの力も必要なんです。お願いします。このゲームを終わらせる方法を一いつ緒しよに探してください」

「でも、私は──」

　ハナがなにかを言いかけ、それから軽く目を閉じた。

「そうね。こんなゲーム、早く終わらせないといけないわね」

　まるで他人ひと事ごとのような口調だった。

「頑がん張ばってねレナ。あなたたちならきっとできるわ」

「……ハナさんもです」

「そうね。頑張りましょう」

　ハナの笑顔に送り出されるようにして部屋を出た。

　そっと扉とびらを閉める。そのまましばらく動けなかった。

　ハナは頑張ってねと言ってくれた。でも手伝うとは言ってくれなかったのだ。







　深夜十一時。投票まであと一時間。

　レナがバロットルームに入ると、すでに全員がそろっていた。

　室内に会話はなく、重たい空気が流れている。

　ハナの魔法が途と絶だえたとはいえ、アキラを責め立てた記き憶おくはそのまま残っている。

　誰だれもがアキラの存在を意識的に避さけ、気まずい沈ちん黙もくをただよわせていた。

「これで全員そろいましたわね」

　サクヤのマイペースな声が聞こえる。

　レナは静かにうなずいてフブキのとなりに座った。

「それではさっそくはじめましょう。誰か意見のある方はいますか？」

「わたしからいいかな」

　真っ先にレナは立ち上がった。

　向けられるいくつもの視線を順番に見つめ返す。

「この中に魔ま女じよの人がいるんだよね？　お願いがあるの。どうか、名乗り出てほしい」

　魔法は使わなかった。

　そんなものは必要ない。本心から出た言葉ならば、想いは必ず伝わるのだから。

「魔女がなんでこんなゲームに参加したのかはわからない。きっとなにか理由があるんだと思う。でも、こんなことを続けるなんて間違ってるよ。こんなゲームで誰かが死ななくちゃいけないなんて、おかしいよ。どうしてこんなひどいことを続けないといけないの」

　レナは切々と訴うつたえ続けた。

「お願い。考え直して。みんなを殺して自分だけ助かろうなんて、そんなのひどすぎるよ。もしもこのゲームに強制的に参加させられたのだとしたら、こんなこと本当はおかしいんだって思っているなら、名乗り出てほしいの。そしたらわたしは絶対に投票しない。約束する。だからみんなで解決法を探そう。これ以上一人の犠ぎ牲せい者しやも出さずにこのゲームを終わらせる方法を考えようよ」

　レナの声は決して大きくなかった。

　だけどバロットルームの中に確かな力を以もつて響き渡った。

「誰かを犠ぎ牲せいにしないといけないなんて、そんなルールに従う必要はないよ。フィアも言ってたじゃない。魔女を探せなくなったらこのゲームは終わりなんだって。みんなで力を合わせて立ち向かえば、このゲームは必ず終わらせられるはずだから」

　声が残ざん響きようとなって聞く者の胸に響き渡り、そして、沈黙が流れ落ちる。

　名乗り出る者は、いなかった。

「お願い……もうこんなこと、やめにしようよ……」

　レナの声が力なく響く。

　再び流れた沈黙を破ったのはサクヤの声だった。

「レナさんの思いを無む駄だにするようで気が引けるのですが……」

　サクヤの声が幾いく分ぶん小さくなって響く。

「……いえ、その前にフィアさんに確認してみたほうがいいでしょう」

「はいなのです」

　小さな妖よう精せいが姿を現す。

「このゲームの終しゆう了りよう条件をもう一度お願いできますか」

「はいなのです。ナイトスフィアから出る方法は二つだけです。魔女を処しよ刑けいするか、魔女以外が全員処刑されるか。この二つだけなのです」

「他の方法はないの？」

　レナの問いかけにフィアがにっこりと笑う。

「ありませんなのです」

「どうして!?　魔女を見つければそれで終わりでもいいでしょ！」

「魔女は神様に逆らった悪い人なのです。だから処刑しないといけないのです」

「なんで……なんでこんなことしないといけないの……。こんなゲームだって知ってれば参加しなかった。もう終わりにしてよ。こんなゲームはもう終わりにしてよ！」

　泣なき叫さけぶレナに向けて、フィアがニコッと満開の笑みを花はな咲さかせる。

「ガタガタうっせーんだよガキが」

　笑顔のまま吐はき出された低い声に、レナの肩かたがびくりとすくんだ。

「てめーらはフィアの言うことだけを聞いてりゃいいんだよ。なんも難しいことなんかねえ。魔女を見つけてぶっ殺すだけだ。ピザを食うより簡単だろ？　グダグダ泣き言垂れてる暇ひまがあったらさっさとファッキン魔女の野や郎ろうを見つけやがれ、このクソビッチが」

　口くち汚ぎたなく罵ののしられて、レナは体が硬こう直ちよくしてしまった。

「ああん？　なんだその態度。マグロかてめーは。やる気がねーってんなら処分すっぞ。魔女探しに非協力的なクソ野郎は処分するって教えたよな？　いっぺん死ぬか？」

　めきり、とフィアの腕うでから軋きしむ音がした。

　小さな腕がひび割れて膨ふくれ上がり、茶ちや褐かつ色しよくの筋肉質な腕に作つくり替かえられていく。

「その心配はない」

　レナの正面にフブキが回り込み、フィアからの視線を遮さえぎった。

「疲つかれているだけだ。少し休めば元に戻る」

「ならよかったのです！」

　膨らんでいた腕が急速にしぼんで元に戻った。

「フィアもこんなこと本当はしたくないのです。ですが魔女は本当に本当に悪い人なので、罰ばつを下さなければならないのです。辛いお気持ちはわかりますが、是ぜ非ひとも魔女を見つけだしてほしいのです」

　かわいらしい顔を悲ひ嘆たんに暮れさせて、滔とう々とうと心にもない言葉を述べる。

「わたくしたちは魔女を見つけて〝処刑〟するしかありません」

　サクヤの言葉が響いた。

　いつものようにたおやかな笑みを含ふくんだものではない、真しん剣けんな声だった。

「魔女を見つけた後、どうするおつもりですか。アイリさんのように焼き殺しますか。それとも違う方法にいたしますか？　幸いここには武器だけは豊富にあるようですし」

　部屋中に集められた数々の銃じゆう器きや刃は物もの類が思おもい浮うかぶ。その一つを取って魔女に向けて発はつ砲ぽうする。あるいは切っ先を突つき立たてる。

　レナは無言で首を振った。

　できるわけがない。

　無理に決まっているから、みんなで解決法を探したいのだ。

「ええ、そうでしょう。わたくしもそんなことはしたくありません。しかし幸いというべきか、わたくしたちにはもっと簡単な方法が与あたえられています」

　レナはサクヤを見た。

　なにが言いたいのかわからなかった。

　華はなやいだ顔が婉えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「投票です。銃じゆうを撃うつよりも、ナイフで刺さすよりも、もっと簡単に処刑ができるのです」

「なにを言って……」

「他ほかに方法がないのです。それはフィアさんにも確認しましたでしょう。魔女を見つけ、投票で処刑する以外に、わたくしたちには選せん択たく肢しがないのです」

　レナは反論しようとした。

　だけど開いた口から声が出ることはなかった。

「それに、レナさんはお忘れかもしれませんが、魔女は幼いアイリさんを殺害しているのです。どんな理由があろうとも、許されることではありません」

　レナは押おし黙だまった。

　魔女がしたことは決して許されない。サクヤの言う通りで、なにも言えなかった。

　魔女を見つけてどうするのか。

　それはレナの中に重い問題としてのしかかった。

　誰の命も犠牲にすることなくこのゲームを終わらせることは本当にできないのだろうか。

　魔女の命を奪うばうことでしか、自分たちは助からないのだろうか。

　結局、自分は口だけなのだろうか。

　誰の犠牲も出したくないと理想を述べるだけでは、問題はなにも解決しない。

　フブキやサクヤのように、冷れい徹てつな意志によって行動しなければならないのだ。

　レナの思考は暗く沈しずみ込んでいた。

　力なき正義は無力であると誰かが言っていた。

　なにも為なせない正義に存在価値はないと誰かが言っていた。

　その言葉が真実であることは、今この場が証明している。

　理想を掲かかげるレナの言葉は、理り不ふ尽じんな現実の前ではまったくの無力だった。

「フィアさんは噓うそを申しません。そのフィアさんが仰おつしやる以上、わたくしたちにできることは魔女を処刑することだけなのです」

　サクヤの声がレナの耳にこだまする。

　その声を振ふり払はらうことはできない。サクヤの言葉はあまりにも正しかった。

「そうか……」

　となりに座るフブキから、小さなひとりごとが聞こえた。

「魔女を見つける方法がわかった」

　驚おどろいてフブキを振り返る。

　気づいたフブキがすぐに小さく首を振った。

「だが今はまだ無理だ」

　レナにだけ聞こえる声で否定する。

　それはいったいどんな方法なのか。それを聞こうとしたレナの耳に、かすかな誰かのささやき声が届いた。




「龍美を殺したんだもの。処刑されて当然じゃない」




　はっとして前を見た。

　ほとんどの魔ま法ほう少女がうつむいている。誰が言ったのかはわからない。

　だけど、決定的な言葉だった。

　殺人犯なのだから投票したって構わないだろう、と言外に呼びかけている。

　答えを求めてあえぐ魔法少女たちの胸にするりと染み込んでいくのをレナは感じた。

　この瞬しゆん間かんを狙ねらったのだ。

　全員の意識が逸それ、答えを待ち望む一いつ瞬しゆんを狙って、小さく響ひびくように一言だけを発した。

　アキラに投票を集めるために。

　誰が──などと考えるまでもない。かすかに耳に届く程度の小さな声を、この場にいる全員に聞かせるなんて、物理的に不可能だ。

　魔法を使ったのだ。声を届かせる魔法を──

　ハナはただ微笑んでいた。ピクリとも動かない表情に、レナは悲しみとも恐きよう怖ふともつかない感情を覚えた。

「……あたしじゃない、あたしじゃないんだ……」

　歯の根を打ち鳴らす音と共に、か細い悲鳴が聞こえた。

　アキラの唇くちびるが真っ青に変色していた。全身が小刻みに震ふるえ、血の気の失せた頰ほおは病的なまでに白くなっている。

「違ちがうよ！」

　言葉に魔法を込めてレナは叫んだ。

「アキラさんは魔ま女じよじゃない！　そんなはずない……！」

〈真実の言葉ベストアンサー〉が響く。

　それがなんの意味もないことは、レナ自身がわかっていた。

　レナの魔法は、レナが真実だと思っていることを伝える魔法だ。

　レナはアキラが魔女ではないと信じている。

　それを伝えたところでなんになるというのだろう。

　無力感に苛さいなまれるレナに向けてくるみが問いかける。

「じゃあ、魔女は誰だれなの……？」

　答えられなかった。悔くやしさを嚙かみしめてただうつむいた。

　能面のような顔で黙っていた茜の口がうっすらと開く。

「あたしはカレンの仇かたきをとる」

　かちり、と刀に触ふれる音が響いた。

「誰が魔女でもいい。首しゆ謀ぼう者しやを見つけだして、必ずこの手でカレンの仇をとる。望んでるのはそれだけだから」

　感情の起き伏ふくを感じさせない淡たん々たんとした声に、その場が静まりかえる。

　それが決定打だった。

　魔女は誰なのかと議論する声はもう上がらない。

　息の詰つまるような沈ちん黙もくの中で、やがて涼すずやかで荘そう厳ごんな音が鳴った。

　鐘かねの音が鳴る。十二時の鐘がスフィア内にこだまする。

〈魔女の裁判アリスハンガー〉がはじまった。







「十二時なのです。みなさますでに席に着いているようですので、さっそく〈魔女の裁判アリスハンガー〉をはじめたいと思うのです」

　フィアが朗らかな笑顔を振りまいた。

「投票には禁止事じ項こうがあるので、念のために確認しておくのです。

　投票を妨さまたげるような行こう為い。投票を引き延ばすような行為。投票を強要するような行為。投票を棄き権けんするような行為。投票用紙に自分の名前を書く行為。これらの行為は禁止するのです。違い反はんした人は、魔女を探す意志がないものとして、厳重な処しよ罰ばつをするので注意してほしいのです。

　以上の点に注意して、魔女と思う方の名前を投票してくださいなのです。最も多くの票を集めた方を魔女として〝処しよ刑けい〟しますです。時間は五分間なのです。ではでは、投票を開始してくださいなのです！」

　投票用紙を前にしてもレナは動かなかった。

　友達の名前を書くなんて、そんなことできるわけがない。

　そんなレナの耳に、なにかをひっかくような固い音が響く。

　顔を上げると、半数近い魔法少女たちがペンを動かしていた。ゆっくりと、まるで祈いのるような速度で、投票用紙に誰かの名前を刻んでいく。

「そんな……」

　愕がく然ぜんとすると同時に気づいてしまった。

　昼に練習の投票を行うのは、疑ぎ心しん暗あん鬼きを生むためだと思っていた。

　もしかしたら違うのかもしれない。

　サクヤは簡単だと言っていたが、投票によって殺してしまうかもしれない、と思いながら名前を書くなんて、まともな精神でできるわけがない。

　練習という形で先に投票を行っているからこそ、かろうじて投票用紙に名前を書くことができる。魔女と思う人の名前を書くのではなく「みんなと同じ名前を書く」という機械的作業にすることで少女たちの脆ぜい弱じやくな精神を守っているのかもしれなかった。

　死し刑けい台へ突き落おとすことはできなくても、死刑台へとつながる一段一段を積み上げていくことならばかろうじてできる。たとえその先に待つ結果が同じだとしても。

　それは、つまり。

「あたしじゃない、本当だ、信じてくれよ……」

　アキラの目からぼろぼろと涙なみだがこぼれていた。

　誰もがうつむき、固く目を閉じていた。自分たちが積み上げた投票の結果から目を逸らそうとしている。

「お願いだよ……本当に、あたしじゃないんだ……」

　アキラは必死に訴うつたえていた。

　すでにレナ以外は投票を終えている。今いま更さらレナ一人が投票先を変えたところで、結果は変わらないだろう。それでもアキラは訴えていた。

「頼たのむよ、本当にあたしじゃないんだ……信じてくれよ……どうしたら信じてくれるんだよ……どうしたら……」

　涙があふれ、いくつもの水すい滴てきとなってテーブルの上に落ちる。

「死にたくない……こんなことで、死にたくないんだ……」

　レナの目にも涙が浮うかんだ。

　この人は魔女じゃない。あの時の直感は正しかったと改めて感じた。

　だけど、どうすることもできなかった。

　レナが持つたったの一票ではなにも変えられない。

「残り二分なのです」

　明るい声で機械的にフィアが告げる。

　レナは首を振った。

　別の誰かに投票するということは、あなたが魔女だから死んでください、と告げることに他ならない。

　できない。できるわけがない。別の誰かに投票するなんて、できるわけがなかった。

「投票を棄権するような行為は処罰の対象となりますです」

　構わないと思った。

　これ以上誰かを疑うくらいなら、いっそ──

　レナはペンを置いた。投票はしない。その決意表明だった。

「レナッ！」

　フブキがレナのペンに手を伸のばそうとする。

「投票を強要するような行為は処罰の対象となりますです」

　フブキの手が止まった。

　レナは少しだけ安あん堵どした。これは自分のわがままだ。フブキまで巻き込みたくない。レナはペンを取ると、握にぎりしめるようにして手の中に隠かくした。

「残り一分なのです」

　カタカタと音が鳴る。レナは気がついた。自分の手が震えていた。

　氷みたいに冷たい汗あせが流れ、肺が握り潰つぶされたように苦しくなる。

　もうすぐ死ぬ。

　自分の寿じゆ命みようがあと六十秒もないのだという事実に、心臓を素手で握られるような生々しい恐怖を感じた。

　アキラの名前を書けばいい──。

　悪あく魔まの声が聞こえた。

　どうせもう投票結果は決まっている。今ここでもう一票増やしたところで結果は変わらないし、自分の責任でもない。もはや死んだも同然なんだ。あきらめるしかない。アキラも恨うらんだりはしないだろう。だから書けばいい。そうすればお前は助かるんだ──。

「イヤだッ!!」

　大声で悪魔の声を打うち払はらった。

　震える手に力をこめる。

　投票しないと決めたのだ。悪魔に魂たましいを売り払ってまで生き延びて、なにが魔法少女だ。友達を裏切るようなことは絶対にしない。

　殺し合いのゲームから、わたしは下りる──

「残り三十秒です」

　背筋が冷たく凍こおりついた。

　死ぬのだ。残り数十秒で。視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。心臓が激しく鳴り響き、冷たい汗が滝たきのように流れ落ちていく。手の震えは今や全身にまで及およんでいた。ガタガタと音が鳴る。レナの座るイスが激しく震えていた。

　怖こわい。

　死がこんなにも恐おそろしいものなのだと、レナは今ようやく思い知った。

　この恐怖に圧おし潰されてみんな壊こわれてしまったのだ。

　抗あらがわなければならない。示すんだ。誰も投票しなければこのゲームは崩ほう壊かいする。このゲームを企たくらんだ何者かの意図を打ち砕くだくことができるのだ。

「残り十秒です」

「レナッ！」

　いつでも冷静沈ちん着ちやくな親友が焦あせりに顔を歪ませている。

　フブキを悲しませてしまうことはとても辛つらい。それだけが心残りだった。だから笑った。せめて最後は笑顔でいようと、精せい一いつ杯ぱいの力で頰を動かした。




「レナ──私の名前を書いてくれ」




　声が響ひびいた。

「お願いだ。レナがいなくなったら、私は……」

　氷のように変わることのなかった瞳ひとみに、透とう明めいな雫しずくがにじんだ。

　レナの心が揺ゆれた。

　フブキになら投票が集まることはないだろう。魔ま女じよではないと思っている人の名前を書く。それはこのゲームに対する反逆だ。ゲームに参加したとはいえないだろう。

　──助かるのだ。

　恐きよう怖ふとは違ちがう理由で手が震ふるえた。

　焦りと安堵と希望と絶望が次々と心を染め変えていく。ペンを握りしめる力が弛ゆるんだのに気付いて、慌あわてて手を閉じた。

　投票用紙に親友の名前を書く。悪魔に魂を売り渡わたすよりも蔑さげすむべき行為だ。

　できるわけがない。そんなこと、できるわけが──
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「残り二秒、一秒、──」




　すとん、と投票用紙の落ちる音がした。

　レナの手が投票口の上で震えていた。

　汗と涙がとめどなく流れて、レナの顔をぐちゃぐちゃに汚よごしていた。

　書いてしまった。レナは恐怖に負けた。悪魔に親友を売り渡したのだ。

「投票の完かん了りようを確認しましたのです。みなさまお疲つかれさまでしたなのです」

　振ふり上げた手の先に光のキューブが現れ、細かな光の粒りゆう子しが文字を形作る。

「では、結果発表なのです！」




　蓮杖アキラ　８票

　黒金フブキ　１票

　花霞ハナ　　１票




「というわけで、最多得票者は８票のアキラさんなのです！」

　表示された結果を前にして、アキラの目から涙があふれ出した。

　崩くずれるようにテーブルに手をつく。水滴の音がいくつもいくつも響いては消えていく。

　フィアの体が舞まい踊おどる。光のキューブが形を変え、三日月型の鎌かまに生まれ変わる。伸ばされた小さな腕うでが、アキラへと向けられた。

　もう残り幾いくばくもない最後の時間で、アキラはリリアンヌを見た。

　投票結果を見たくないとでもいうように、リリアンヌは組んだ腕の中に顔を伏ふせている。

　その姿を見つめる優やさしげな視線を見てレナは驚おどろいた。

　死を目前とした人に、あんなにも優しい顔ができるだろうか。

　もしかしたら、だからこそなのかもしれない。

　自らの死が逃のがれられないものと知り、なにもかもを失ったからこそ、本当に大切なものだけが最後に残されたのだろう。

　アキラの目がレナを見た。

　涙でぐしゃぐしゃに汚れているのに、青空のように澄すみ切った表情だった。

「レナ。リリィを頼む」

　伏せられていた顔が驚いたように跳はね上がった。

「なんで……？」

　答える声はなかった。

「神様に逆らった悪い魔女に天てん罰ばつを──処刑執行エクスキユージヨン！」

　三日月の鎌がアキラの心臓を貫つらぬく。

　テーブルについた腕から力が抜ぬけ、崩れるようにして倒たおれた。

「なんで、なんで、どうして……っ」

　リリアンヌがすがりつく。

　テーブルに倒れたままのアキラはもうなにも言わなかった。閉じた瞳でどこでもない場所を見つめている。この場の誰だれよりも穏おだやかな表情をしていた。

「アキラ……アキラ……っ」

　リリアンヌの瞳に大おお粒つぶの涙なみだが浮かんだ。

「アキラあああああああああああああああああっ！」

　泣きすがるリリアンヌの頭上でフィアが踊る。

「処しよ刑けいの完了を確認しました。ですが、蓮杖アキラさんは魔女ではなかったのです」

　わかっていた。そんなことは、彼女の涙を見れば誰の目にも明らかなことだった。

　それでも止められなかった。

　響き渡るリリアンヌの泣き声を聞きながら、レナは後こう悔かいと無力感を嚙かみしめた。

「ううううう……！」

　優しいだけではなにもできない。

　力ずくでフィアを止めることもできないし、目の前で死んでいくアキラを助けることもできない。それどころか死ぬのが怖くてフブキの名前すら書いてしまった。

　自分はなんて意味のない存在なんだろう。

　みんなを笑顔にする力なんて、この体のどこにも宿っていなかった。このちっぽけなスフィアの中でさえ救えない、無力で、愚おろかな、ただの女の子だ。

「泣かないで」

　穏やかな声がレナの耳に届く。

「少なくともあなたのおかげで、私は自分の間ま違ちがいに気がつけたんだから」

　ハナの声に救われるようにして、レナは顔を上げた。

　目の合ったハナが優しく微笑ほほえむ。

「こんなことをしてもなんの意味もないって、本当は最初からわかっていたはずなのにね。レナに言われるまで、そんなことにすら気がつけなかったんだから」

　両手で祈いのるようにして拳けん銃じゆうを握りしめ、自らの顎あごに押し当てた。

「ありがとうレナ。手伝えなくてゴメンね」

「ハナさ──」

　轟ごう音おんが響いた。

　突つき抜けた銃じゆう弾だんが天てん井じように小さな弾だん痕こんを刻む。

　仰のけ反ぞった体がゆっくりと傾かたむき、床ゆかに倒れる音を響かせた。

「あ……」

　伸ばそうとしたレナの腕がだらりと垂れた。

　力の抜けた体がイスの上に落ちる。

　もう、涙すらも流れなかった。

　真っ白になった頭のまま、呆ぼう然ぜんと赤い壁かべを見つめていた。

　いのりの悲鳴が響く。混乱するバロットルームの中央で、小さな妖よう精せいがくるりと舞った。

「花霞ハナさんの死亡を確認しました。ですが、残念なことにハナさんは魔女ではなかったのです」

　フィアの明るい声も、レナの耳には届かなかった。







[image: ]







　▽３日目 00:10【生存者　残り８名】







　床に倒れるハナの遺体に目を向けながら、サクヤがフィアに呼びかけた。

「なんと言いますか……綺き麗れいにしていただくことは可能でしょうか」

「はいなのです。おーい、みんな集まれー！」

　フィアの号令に、ラウンジルームの階段から小人たちがわらわらと集まってきた。

　手にバケツや雑ぞう巾きんを持ち、床や壁を拭ふき清めはじめる。十数人の小人がハナの下したに集まり、いっせーのせ、で持ち上げた。先導するリーダー格の小人がプライベートエリアへの扉とびらを開ける。手のひらほどの小さな体でも、スライド式の扉は難無く開いた。

　ハナの遺体を運び、清せい掃そうを終えると、来たときと同様に階段を駆かけ下りていく。

　ものの数分でバロットルームは何事もなかったように元の白さを取とり戻もどした。

　そこにはもうハナがいた痕こん跡せきはない。倒れたイスもきちんと立てられている。天井に残る小さな弾痕だけが、ここで起きたことを示す唯ゆい一いつの痕跡だった。

「狡こう猾かつな魔女はまだみなさんの中に潜ひそんでいます。そこで、魔女を見つけだすためのルール、〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉を決めてほしいのです」

　テーブルの中央にぼんやりとした光が灯る。グリモワールの石板が浮うかび上がった。

「どなたか提案する方はいますですか？」

　フィアの呼びかけと共にフブキが立ち上がった。

「こんなことはもう終わりにしよう」

　感情に乱されることのない、冷静で力強い声だった。

「私がこのゲームを終わらせる」

「それはつまり、魔女が誰かわかった、ということですか？」

「そうだ」

　短い答えに室内がざわめいた。

「それは誰なのよ！」

「いったいどいつなんだ！」

「正確に言うとまだわかってはいない。だが、魔女を見つける方法はわかった」

　サクヤが上品に微笑む。

「それはどのような方法なのですか」

「その前にひとつ頼たのみがある。〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第二の約定は私に決めさせてほしい」

「どのような内容なのでしょう」

「それはまだ言えない。魔ま女じよに妨ぼう害がいされる可能性がある。だが、私を信じてもらえれば魔女は必ず見つけられる」

「本当に見つけられるんでしょうね」

　疑いの声を上げたのはキョーコだ。

「そう言っておきながら、実はあんたが魔女なのかもしれないじゃない」

「……今の段階ではそれを証明する方法はない。信じてくれ」

「そんなの──」

「わたくしは信じてもいいと思っていますわ」

　サクヤが婉えん然ぜんと声を響ひびかせる。

「可能性があるのなら試してみるべきでしょう。それとも、キョーコさんには、どうしても譲ゆずれない〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉があるということでしょうか」

「別にそういうわけじゃないけど……」

　それでも訝いぶかしがるキョーコに、フブキが言った。

「ならばこうしよう。もし魔女を見つけられなかったら、私を魔女と思って構わない」

　フブキの言葉に誰もが驚いた目を向けた。

「次の投票は私に入れるといい」

　放心していたレナは、フブキの言葉の意味を理解するのに数秒かかった。

「フブキちゃん、そんな……！」

「心配いらない。魔女は必ず自ら名乗り出ることになる」

「そこまで言うのなら反対する理由はありませんわね。他の方も異い存ぞんはありませんか？」

　サクヤの問いかけに答える者はいなかった。キョーコも苦い顔で口をつぐんでいる。

「ふふ、当然ですわね。ここで反対する人がいたら、それこそ魔女だと名乗り出るようなものですから。ここまで計算尽ずくなのでしょうか？」

　サクヤの流し見るような視線には答えず、フブキはフィアに向き直った。




「〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第二の約定は『噓うそをついてはいけない』を提案する」




　サクヤがぴくりと反応し、それから口元にかすかな笑みを浮かべた。

「わかりましたなのです。他ほかに提案のあるかたはいないですか？」

　事前の取り決め通り、反対意見を述べる者はいなかった。

「では〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第二の約定は『噓をついてはいけない』に決定なのです！」

　グリモワールの石板に光が灯り、第二の約定が刻まれる。

「フィア、念のためにひとつ確認したい」

「はいなのです」

「〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉に違い反はんした者は処刑されるのだったな」

「はいなのです。〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉に違反する者は魔女であると見なし、魔女と同様の処分を下すのです」

「わかった。ありがとう」

「ではではこれで〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉の制定を終しゆう了りようするのです。みなさま、頑がん張ばって魔女探しに励はげんでくださいなのです！」

　フィアの姿が消える。

　フブキは立ったままとなりのレナに向き直った。

「今のレナにこんなことを聞きたくはないのだが、形式上尋たずねなければならない。気を悪くしないでほしい」

　そう前置きして、その言葉を口にした。




「レナは魔女なのか？」




　その意味をレナはすぐに察した。

「違ちがうよ。わたしは魔女じゃない」

　力なく首を振ふって答える。〈真実の魔法ベストアンサー〉を使う必要もなかった。

　もしもレナが魔女ならば、たった今制定されたばかりの第二の約定「噓をついてはいけない」に違反して処しよ刑けいされるだろう。

　こうして無事でいること。それがすなわち魔女ではないという証しよう拠こに他ならなかった。

「言い忘れていたが、もちろん私も魔女ではない」

　フブキはそう言い足してから、次の魔法少女に目を向ける。

「茜は魔女なのか？」

「……違う。あたしは魔女じゃない」

「いのりは魔女なのか？」

　いのりは無言で首を振った。慕したっていたハナが目の前で自殺したばかりなのだ。そのショックが癒いえるには長い時間が必要だろう。

　それでもフブキは冷れい徹てつに告げた。

「すまないが、魔女ではないとその口ではっきりと言ってほしい」

「……。魔女じゃない……。私は違うわ……」

　疲つかれ切った声でそう答えた。

　フブキは次の魔法少女に目を向ける。

「キョーコは魔女なのか？」

　メガネの奥で不ふ機き嫌げんそうな目がフブキを見た。

「違うわよ。私は魔女じゃない」

「サクヤは魔女なのか？」

「もちろん違いますわ。魔女ではありません」

　サクヤも否定した。処刑は起こらない。魔女ではなかったということだ。

　全員の目が最後の二人、リリアンヌとくるみに向けられた。

　どちらかが魔女なのだ。

　室内の空気が張りつめていく。押おし潰つぶすような緊きん張ちよう感かんがわだかまっていた。魔法少女たちの体が自然と立ち上がり、残る二人を包囲する。

　尋ねるフブキの声がかすかに震ふるえた。

「……リリアンヌが魔女なのか？」

　すがりついてたアキラの体から顔を上げると、泣なき腫はらした目で答えた。

「……違うよ。ワタシは魔女じゃない」

「えっ!?」

　驚おどろきの声を上げたのはくるみだった。

「あんたが魔女だったのね……！」

　キョーコが鋭するどい声を上げる。

　他の魔法少女たちも一いつ斉せいに駆けだし、くるみを取り押さえようとした。

「ち、違うよ！」

　くるみが叫さけぶ。




「ボクは魔女なんかじゃない！」




「バカなっ！」

　今度の叫び声はフブキだった。

「フィア、どういうことだ！」

「はいなのです」

　空中に現れた妖よう精せいに向かって怒ど鳴なりつける。

「〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉に違反した者は処刑されるんだろう！」

「はいなのです。例外はありませんなのです」

「じゃあこれはどういうことだ！　全員が魔女ではないと言っている！　私たちの中の誰だれかが魔女ではなかったのか!?」

「それは──」

　言いかけた言葉が途と中ちゆうで止まり、くるんと宙を舞まった。

「──ククク……カカカカカカカカカカカカカカッ！」

　けたたましい笑い声が響く。

「いやー傑けつ作さく傑けつ作さく。最高だよお前ら」

　愛らしい顔を毒々しげに歪ゆがませて、くるくると天てん井じようまで舞い上がった。

「ファッキン魔女の野や郎ろうが一枚上手だったみてーだな。おいおいてめーら、なんて顔してんだよ。何度も教えてやっただろ？　魔女は狡猾なんだよ。お前らよりもはるかにな」

　引ひき裂さかれた口元からゾロリとした牙きばを覗のぞかせる。

「だが安心しろ。魔女はいるぜ、間ま違ちがいなくな。今もてめーらのとなりでほくそ笑んでやがる。クソみてえな気分だが、同時にちったあ期待もしているぜ。もう何回目かもわからねえこのクソっ垂れなゲームに付き合わされてんだ。せいぜい楽しませてくれなきゃ割に合わねえ。てめーらもそう思うだろ？　カカカカカッ！」

　耳みみ障ざわりな笑い声を上げながらくるんと舞い踊おどる。

　歪んでいた笑みが再び愛らしい妖精のものに戻もどった。

「ではでは、これからも魔女探しに励んでくださいなのです」

　フィアの姿がかき消えた。

　嵐あらしのように現れ、前まえ触ぶれもなく去っていく。

　残された魔法少女たちは理解が追いつかず、口を開くこともできなかった。

　握にぎりしめたフブキの拳こぶしがテーブルに落ちる。

「どういうことだ……っ」

　抑おさえ込んだ怒いかりの言葉があふれだす。

「なにが起きている……。魔女はいったいどこにいるんだ！」

　答えは沈ちん黙もくだった。

　フブキの叫びに答える声は、どこからも上がらなかった。





〈続く〉









　あとがき







「例のバトルもの、初しよ稿こうができたんですけど、どうでしょうか」

「うーん。悪いわけではないんだけどね。なにか違ちがうんだよねえ。足りないっていうか。最初から書き直してみよっか」

「えっ」




　約一ヵ月後。

「書き直しましたー」

「うーん。悪いわけではないんだけどね。やっぱりなにか違うなあ」

「そうですか……」

「ここをこうして、こんな感じで書き直してみよっか」

「わかりました。ここをこうしてこうですね」

「うん、そう」

「ところで話は変わるんですけど、実はいつか書ければいいかなーと考えてるプロットがありまして」

「へえ、どんなの」

「フルダイブ型ソーシャルエロゲーからログアウトできなくなる話と、魔ま法ほう少女がリアル人狼ゲームする話です」

「両りよう極きよく端たんだなあ。魔法少女のほうを詳くわしく」

「（ソーシャルエロゲーはダメか……）魔法少女たちが密室に閉じ込められて、毎日一人ずつ投票で処しよ刑けいされていく話です。能力者のかわりに魔法があって、ルールも毎日追加されていって……」

「なにそれ面白そう。そっち書こうよ！」

「でも原げん稿こうを修正しないと……」

「それは温めておくということで」

「えっ」

「企き画かく書しよ出しておくから、原稿ヨロシクねー」

「えっ、えっ」







　というわけで初めまして、うれま庄しよう司じです。

　このように書きましたが、嫌いや々いや書いたとかそういうことではないです。

　むしろいつか書きたいと思っていた話でした。

　とはいえ出させてもらえるとは思ってなかったので、軽い雑談のネタにでもなればいいかなーくらいのつもりで話したのですが。

　まさかこんなに早く書ける日が来るとは。

　世の中なにが起こるか本当にわからないものですね。

「いつどんなチャンスが巡めぐってきてもいいように準備だけは整えておくべきである」ということを改めて痛感しました。




　そんなこんなで書き進めた本作ですが、アイディアの出発点だった「魔法少女＋リアル人狼ゲーム」からは少し様子が変わってきました。

　本書の内容を簡単に説明すると「密室空間に閉じ込められた十三人の魔法少女。一人だけ隠かくれた『魔ま女じよ』を見つけ出し、処刑せよ。魔女を処刑するか、魔女以外が全員処刑されるまでゲームは終わらない」。そういう話です。

　人狼風に言うのなら「十三人村、狼おおかみ一人、能力者無し、夜の襲しゆう撃げき無し」。

　しかも場外乱らん闘とうあり。

　なんという運ゲー。

　そのかわりに魔法少女たちは一人にひとつ魔法が与あたえられています。

　また夜の投票とは別に、昼の投票〈魔女の審問会アーリーオーダー〉や、自分たちで追加ルールを決める〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉などの要素が加わったため、最初に思おもい描えがいていたイメージからは少し違った話になりました。

　人狼というより人狼型デスゲーム。ミステリというよりサスペンスですね。

　とはいえ「投票される恐きよう怖ふと、投票する恐怖を描く」というコンセプトはそのままなんですが。

　死の恐怖に晒さらされて怯おびえる者。立ち上がる者。変わらない者。壊こわれていく者。

　愛と正義と友情を信じながらも、死と恐怖と疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれていく少女たちをご堪たん能のういただければと思います。







　いつもいつも多くの人に助けられて生きている私ですが、本作もまた多くの人に支えられて書き上げることができました。

　初代担当の萩はぎ原わら様。最初にお声掛がけを頂いてから二年くらい経ったような気がしますが……なんとか無事出すことができました。ありがとうございました。なんとか生きてます。

　二代目担当の笹ささ尾お様、近こん藤どう様。色々アドバイスいただきありがとうございます。いつも原げん稿こう遅おそくてごめんなさい。特に笹尾様には、このような話を書くことを快かい諾だくしていただき感謝の念でいっぱいです。

　それからイラストのCUTEGカム様。素晴らしくかわいいイラストをありがとうございます。

　せっかくこんなにかわいくデザインしていただいた魔法少女たちが次々とアレしていくのは本当に心苦しいのですが、そのぶん額がく縁ぶちに入れて並べて飾かざっておきますので！

　レナやフブキのデザインも好きなのですが、個人的に気に入ってるのは茜あかねですかね。

　刀の魔法少女ということで黒か赤系統かなと思ってたのですが、まさかの青と白でした。そういえば新しん撰せん組ぐみもこんな色でしたね。意外だったためなぜだか一気に愛着が湧わいてしまいました。だからといってプロットが変へん更こうになるわけではなかったのですが。

　いつも下読みしてもらったり相談に乗ってもらったりしている友人たちにも感謝を。いっつもいっつもありがとう。ＲＤ君は早く動画作りなよね！

　それから校こう正せいさんやデザイナーさんなど、多くの方にもご尽じん力りよくいただきました。

　そしてなにより、本書を手に取ってくれた読者の方々に。

　深く御お礼れいを申し上げたいと思います。みんなありがとー。







　続編は再来月（二〇一四年五月）発売予定です。

　すべての情報が明かされたわけではありませんが、本作で提示されている謎なぞは全部推測可能になっております。魔女は誰だれなのか、どんな魔法を使うのか、あれこれ考えていただけると作者冥みよう利りに尽つきます。

　あ、でも本当に当てられたら困るのでほどほどにお願いしますね！

　魔女はこいつじゃないかなーと思ってたけど実は違ってた！　ってのが一番面白い楽しみ方だと思うのです。




　というわけで。

　次巻でまたみなさまに会えることを願っております。

　ゲームの終わりを、物語がたどる結末を、そして彼女の最後の決断を。

　見届けていただけたならば幸いです。
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